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(5)ピット列
ここでピット列としたものは、柵列、あるいは掘

立柱建物跡の可能性がありながら柱穴の組合せが悪

く、建物跡とするには根拠が弱いものである。2棟

（基）抽出した。

A区第 1号ピット列（第241図）

A区第 1号ピット列は47-9 ・10区に位置する。

Pit 2とPit3、Pit3~Pit 6が直角に振れるが、

建物と認識できなかったものである。柱穴心々間で

測定すると、南北列が3.50m、東西が1.70mとなる。

Pit 3~Pit 6を結ぶ線上にはPit5がほぼ中間に位

置する。Pit4は線上には乗るが、柱間はずれている。

第241図 A区第 1号ピット列・出土遺物

A 55.20 A' 

Pit 1は伴うか否か不明であるが、第 9号住居跡を切

っていた。また、 Pit2も第10号住居跡を切って掘り

込まれていた。Pit6は町教育委員会調査区にある。

深さは20cm~50cm前後と比較的浅い。

出土遺物は土師器甑が 1点、 Pit3から検出され

た（第241図）。1は土師器甑底部片である。おそらく

小型の甑と思われ、推定孔径3.0cm。胴部はヘラケズ

リ、内面はナデ及びヘラナデ調整。胎土に石英、角

閃石、白色粒子を含む。焼成は良好で褐色。約20%

残存する。

時期は不明確であるが、古代の所産と思われる。

.o
 

第iピット列

1 黒色土 炭化物粒子・ローム粒子少量

2 暗褐色土 ロームプロ ック多量
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重複関係から熊野II期以降という限定はできる。

A区第2号ピット列（第242図）

A区第 2号ピット列は45-10・11グリッドに位置

する。中世の建物群の中にあり、おそらく建物の一

部を構成する可能性はあるが、柱穴配置に規則性が

乏しいものである。

Pit 1~Pit 3間は長さ5.40m。柱筋が通り、柱間

も1.80m等間に揃う 。この柱穴列の北側にはPit4 • 

Pit 5が平行する。Pit3とPit4間は1.80mで、柱間

も揃うが、 Pit1とPit7に対応する柱穴が欠ける。

またPit2~Pit 4を結ぶラインはPit1 • Pit 3を結

ぶラインに直交するものの、 Pit2 • Pit 3間が2.60

mとなり、柱間が揃わない。

Pit 1~Pit 3に平行するPit2のライン上には柱

穴は検出されなかった。

柱穴は方形甚調で、長径25~50cmと全体的に小規

模である。深さは16~46cmである。

出土遺物は検出されなかった。時期は中世と推定

されるが、それ以上の限定は難しい。

第242図 A区第2号ビット列
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(6)溝跡

A区からは45条の溝跡が検出された。溝の時期を

特定するのは難しいが、古代のものと中近世のもの

に2大別できる。確実に古代に遡る溝は第39号溝跡

で、竪穴住居跡に切られていた。平行する第40号溝

跡も覆土が同一で、古代と見て良かろう 。第3号溝

跡は住居壁溝の可能性がある。また、第24号溝跡は

上面に第 1号道路跡に由来すると思われる硬化面が

形成されており、道路跡に伴うかそれ以前の所産と

なる。古代のものと見て誤りない。他の溝跡の大半

は中世、もしくは近世以降の所産と推定される。

A区第 1号溝跡（第244図）

A区第 1号溝跡は、調査区南端の48-7グリッド

から東方向に約45m、直線的に延びている。溝幅は

55cm~75cm、深さは20cm以下と浅い。重複する古代

の住居跡を切っており、中世以降となるのは間違い

ない。覆土の状態から重複する第 2• 9 ・43号溝跡よ

りも古い。また、第 4・7・8号溝跡は本溝跡から分

岐するように見えるが、覆土は異なり、おそらく第

2号溝跡に関連する可能性が高い。

埋土はローム粒子混じりの黒色土で、浅間A軽石

の混入は確認できなかった。出土遺物は須恵器長頸

瓶底部片が検出された（第255図l)。湖西産と思われ

るが、混入資料である。時期は不明確であるが、中

世の所産と考えておきたい。少なくとも浅間A軽石

降下以前である。

A区第 2号溝跡（第244図）

A区第 2号溝跡は調査区南部の47-7グリッドか

ら東南東方向に直線的に延び、 48-10グリッド付近

で溝幅を広げ、第 5• 9 ・43号溝に分岐する。第9号

溝跡は第 2号溝の延長線上にあり、同溝の本流と思

われる。

第9号溝跡まで含めた溝の規模は長さ約47m、幅

0.70~l.OOm、深さ0.10~0.20mである。埋土には

灰白色の火山軽石（浅間A軽石と思われる）が多量に

含まれていた。

出土遺物は須恵器長頸瓶と灰釉鉢がある（第255図

2 • 3)。須恵器長頸瓶は混入。灰釉鉢は瀬戸美濃系

で、底部は削り出し高台である。内面には淡黄緑色

の灰釉が掛かり、貫入がある。近世の所産と考えら

れる。

時期は出土遺物や埋土中の浅間A軽石(1783年降

灰）から18世紀後半以降埋没したものと考えられる。

A区第 3号溝跡（第244図）

A区第 3号溝跡は46・47-8グリッドに位置する。

第6号住居跡と第 5号掘立柱建物跡を結ぶように検

出された。新旧関係は不明確であるが、両遺構より

も古い可能性がある。

直角近く屈曲し、規模は長さ2.60m、幅0.40m、

深さ0.15mである。規模も小さく、第 6号住居跡の

形態が歪むことから、本溝跡は住居跡壁溝となる可

能性もある。

出土遺物は検出されなかった。時期は不明確であ

るが、熊野VI期以前と思われる。

A区第4号溝跡（第244図）

A区第 4号溝跡は調査区南端の48-9、49-9 • 10 

グリッドに位置する。第1号溝跡と重複し、本溝跡

の方が新しいものと思われる。第 7• 8号溝跡とも

関連する可能性がある。緩やかに屈曲し、途中と東

端部に分岐溝がある。

規模は長さ約18m、幅0.60~1.20m、深さ0.10~

0.20mである。埋土には浅間A軽石が多量に含まれ

ていた。

出土遺物は少なく、須恵器坪と鉄滓が検出されて

いる（第255図4・5)。4は底部削り出し高台の坪で、

群馬産。5は鍛冶滓である。出土土器は混入で、溝

の時期は埋土の状態から近世後期以降埋没したもの

と考えられる。

A区第 5号溝跡（第244図）

A区第 5号溝跡は46-11グリッドから南下し48-

10グリッド付近で西に折れ、第 2号溝跡に取り付く 。

北端は第11号溝跡に繋がっている。第2号溝及び第

11号溝跡と本溝跡は覆土が類似し、おそらく一体の
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第243図 A区溝跡配置図
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ものと思われる。重複する遺構との新旧関係は本溝

跡の方が新しい。

規模は総延長約30m、幅0.50~0.80m、深さ0.10

~0.30mである。埋土には浅間A軽石が含まれてい

た。

出土土器は検出されなかった。掘削時期は不明だ

が、近世後期以降埋没したものと考えられる。

A区第 6号溝跡（第244図）

A区第 6号溝跡は48-9グリッドに位置する。第

1号溝跡と第 2号溝跡を連結するように検出された。

溝幅や覆土の状態から第 1号溝跡よりも新しく、第

2号溝跡、第 7• 8号溝跡と関連あるものと推定さ

れる。溝の規模を考えると、第 5号溝跡と一体のも

のかもしれない。

規模は長さ2.0m、幅0.40~0.60m、深さ0.10mで

ある。埋土には浅間A軽石が含まれていた。

出土遺物はない。掘削時期は不明であるが、埋土

の状況などから近世後期以降埋没したものと考えら

れる。

A区第 7• 8号溝跡（第244図）

A区第 7• 8号溝跡は48-9グリッド～49-11グ

リッドにかけて位置し、東端は調査区外に延びてい

る。西端は第 1号溝跡と重複するが、本溝跡の方が

新しいものと考えられる。第 7号溝跡と第 8号溝跡

は第12号住居跡の東方で 2条に分岐するが、その東

側では合流している。一体のものと考えて良かろう。

規模は長さ25m、両溝を合わせた幅1.80~2.40m、

深さ0.05~0.15mである。埋土には浅間A軽石が含

まれていた。

出土遺物はなく、掘削時期は不明であるが、埋土

の状況から近世後期以降埋没したものと考えられる。

A区第 9号溝跡（第244図）

A区第 9号溝跡は48-10・11、49-11• 12グリッド

に位置する。第 2号溝跡の東側延長線上にあり、お

そら <hl汁溝跡と考えられる。第11号住居跡の東側

が幅広になり、第43号溝跡が分岐している。

規模は長さ19m、合流部の最大幅2.0m、深さ0.10

~0.15mである。埋土には浅間A軽石が含まれてい

た。

出土遺物は須恵器杯と平瓦、在地産の土師質盤が

ある（第255図6~9)。須恵器杯と平瓦は明らかに混

入。土師質盤は口縁部の小片である。 13世紀後半～

14世紀頃の資料と考えられる。

掘削時期は不明確であるが、土師質盤の存在から

中世まで遡る可能性はある。埋没時期は近世後期以

降と考えられる。

A区第10号溝跡（第244図）

A区第10号溝跡は48-11・12グリッドに位置し、第

9号溝跡から分岐している。土層観察からは第 9号

溝跡に切られていたが、本来同一溝跡と考えた方が

良かろう。

規模は長さ10.6m、幅1.0~1.6m、深さ0.05~0.25

mである。埋土は暗褐色から黒褐色土を基調として

おり、火山灰も少量含まれていた。

出土遺物はない。時期は不明確であるが、第 9号

溝跡とほぼ同一段階であろう。埋没時期は本溝跡の

方が早いものと考えられる。

A区第11号溝跡（第246• 249図）

A区第11号溝跡は調査区西端の45-8グリッドか

ら33.50m東に延び、46-11グリッドで北方に屈曲す

る。その後、 8回屈曲しながら北流し39-16グリ

ッドで途切れている。更に北方にある第41・42号溝跡

はほぼ延長線上にあるが、同一溝か否かは不明であ

る。 46-11グリッドの屈曲部では第 5号溝跡が合流

していた。第21~23号溝跡との新旧関係は町調査区

にあるため不明であるが、他の遺構との関係につい

ては、全て本溝跡の方が新しいことが判明した。

規模は総延長145.5mである。溝跡南辺は規模が大

きく、上幅1.40m、 ド幅0.40m、深さ 1.45m前後、

断面箱薬研の堀といっても良い規模である。北に向

かうに従い規模は小さくなり、北端では幅0.70m、

深さ0.30m程度となる。明確な陸橋をもつというよ

りも徐々に浅くなり消滅する状況である。
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第244図 A区溝跡（1)
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第245図 A区溝跡（2)
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第246図 A区溝跡（3)
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第247図 A区溝跡(4)
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SD16 
1 黒褐色土 ローム粒子少量

SD21 
1 灰褐色土火山灰（浅間A)多量

H 54.90 H" ． ． 
S016 

冒

m刈ー
ー

SD 11 

1 明褐色土火山灰（浅間A)混入

2 褐色土 微細なローム粒子多量

3 灰褐色土 ローム粒子少量

4 褐色土 ローム粒子少量

5 暗褐色土 ローム粒子多量

6 黒褐色土 ロームプロッ ク ・ロー

ム粒子やや多量

7 黄褐色土 ローム粒子多量

8 黒褐色土 ロームプロ ック ・ロー

ム粒子やや多量

9 褐色土

10 褐色土 ロームプロ ック混入

埋土はローム混じりの土で構成され、概ね自然堆

積と考えて良いものである。最上層には浅間A軽石

が多量に含まれていた。また、調査区西端での断面

観察からは土塁の痕跡は見いだせなかった。

出土遺物は土師器暗文杯、須恵器甕、灰釉陶器長

頸瓶、香炉、瀬戸灰釉平碗、揺鉢等がある（第255図

10~17)。12• 17は揺鉢。常滑系？ 。内面に 7本単位

の揺り目が付く 。13は器種不明。羽釜状の鍔が付い

ている。14は瀬戸袴腰形香炉。口縁部と脚部を欠く 。

外面飴色釉が掛かる。 15は瀬戸灰釉平碗。内外面に

灰釉が掛かっている。16は灰釉陶器長頸瓶。外面に

淡黄緑色の灰釉が掛かる。第50号住居跡出土例と酷

似している。混入。

掘削時期は不明確であるが、出土遺物から15世紀

代か。最終的に溝が埋没したのは浅間A軽石の降灰

から18世紀以降となろう。

A区第12号溝跡（第248図）

A区第12号溝跡は45~47-13グリッドにかけて南

北に延びている。重複する第52号住居跡、第75号土

壊を切っていた。

規模は長さ 15.60m、幅0.30m、深さ0.05~0.10

m前後である。埋土はローム混じりの暗褐色土で、

浅間A軽石は含まれていなかった。

時期は不明確であるが、中世の土壊を切っていた

ことから、中世後期以降、 18世紀以前と考えられる。

A区第13号溝跡（第248図）

A区第13号溝跡は47・48-13グリッドに位置する。

南北方向に直線的に延び、南端は調査区外に続く 。

規模は長さ孤20m、幅0.30m、深さ0.05~0.15

mである。南に行くに従い、徐々に深くなる傾向が

ある。

出土遺物はなく時期は不明確である。中世～近世
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第248図 A区溝跡（5)
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の所産であろう。

A区第14号溝跡（第243図）

A区第14号溝跡は調査区東端の46-15グリッドに

位置する。第15号溝跡の南端部にほぼ直交するよう

に取り付く。重複する第91・92号土城を切っていた。

規模は長さ5.60m、幅0.25~0.35m、深さ0.15m

である。埋土は灰褐色土を基調としており、火山灰

（浅間A軽石か）を含む。

出土遺物はなく時期は不明確であるが、近世後期

以降埋没した可能性がある。

A区第15号溝跡（第249図）

A区第15号溝跡は43-16から46-15グリッドにか

けて位置する。南端は第14号溝跡に取り付いている。

重複する94• 96号土壊を切っていた。

規模は長さ約33m、幅0.40m、深さ0.20~0.30m

である。

出土遺物はなく、時期は不明確であるが、第14号

溝跡と同時期となる可能性がある。

A区第16号溝跡（第246図）

A区第16号溝跡は45-10グリッドに位置する。

規模は長さ1.90m、幅0.35m、深さ0.10mである。

埋土はローム混じりの黒褐色土である。

出土遺物はなく時期は不明確である。

A区第17号溝跡（第248図）

A区第17号溝跡は45-13グリッドに位置する。両

端は第11号掘立柱建物跡と第114号土壊と重複する

が、新旧関係は不明である。

規模は長さ3.30m、幅0.25~0.50m、深さ0.05m

である。埋土はローム粒子混じりの暗褐色土である。

出土遺物はなく時期は不明である。

A区第18号溝跡（第248図）

A区第18号溝跡は43-14~45-15グリッドにかけ

て北西から南東方向に延びている。第159• 160号土

壊と重複し、平面観察により土壊の方が新しいこと

が判明した。

規模は長さ24.0m、幅0.25~0.40m、深さ

0.05~0.15mである。

出土遺物はなく時期は不明確であるが、土壊が中

世～近世初期の所産と推定されることから溝跡はそ

れ以前となる。第18号溝跡の西側には波板状圧痕と

思われる小ピットが溝に沿って連続し、あるいは道

路状遺構の側溝となる可能性も想定される。

A区第19号溝跡（第249図）

A区第19号溝跡は42-14グリッドに位置する。ほ

ぼ東西方向に延び、規模は長さ3.60m、幅0.30~0.35

m、深さ0.35m前後である。埋土は上層に暗灰褐色

の粘質土が乗り、その下層に灰色粘土が縞状に堆積

していた。

出土遺物は須恵器の横瓶が検出された（第255図

18)。時期は不明である。

A区第20号溝跡（第249図）

A区第20号溝跡は42-13~15グリッドに位置する。

西端は第21号溝跡に取り付き、東方に延びている。

重複する第141号土壊を切っていた。

規模は長さ25皿幅0.40~1.20m、深さ0.15~0.25

mである。埋土には浅間A軽石が多量に含まれてい

た。

出土遺物は検出されなかった。時期は不明確であ

るが、近世後期（18世紀）以降埋没したものと考えら

れる。

A区第21号溝跡（第251図）

A区第21号溝跡は39-12~43-13グリッドにかけ

て北北西から南南東に延び、途中第22号溝跡が分岐

する。北端は第26号溝跡付近にあり、直接切り合わ

ないが、その北にある第33号溝跡に連続する可能性

もある。また、第11号溝跡とも重複するが、町教育

委員会調査区にあたり、新旧関係は不明である。

規模は長さ42m、幅0.30~1.80m、深さ0.10~0.30

mである。埋土には浅間A軽石と思われる火山灰が

多量に含まれていた。

出土遺物は検出されておらず、時期は不明確であ

るが、埋土中の火山灰の存在から近世後期（18世紀）

以降埋没したものと考えられる。
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第249図
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第250図 A区溝路（7)
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-_J._' SD19 

1 暗灰褐色土粘質土

2 明褐色土 灰色粘土を縞状に混入

3 明褐色土 灰色粘土プロ ック少量

SD20 

1 灰褐色土火山灰 （浅間A)多量

2 灰褐色土 ローム粒子・火山灰（浅間A)少量

3 褐色土

A区第22号溝跡（第246図）

A区第22号溝跡は41-13~43-13グリ ッドにかけ

て位置する。第21号溝跡から分岐する溝である。

規模は長さ 18m、幅0.30~0.40m、深さ0.05~

0.15mである。埋土には浅間A軽石と思われる火山

灰が多量に含まれていた。

出土遺物はなく、時期は不明確であるが第21号溝

跡とほぼ同様な時期と考えられる。
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A区第23号溝跡（第246・251図）

A区第23号溝跡は39-12~44-13グリッドに位置

する。第21・22号溝跡の西側にほぼ平行して延びる溝

跡で、北端は第28号溝跡に取り付くように見えるが、

更にその北の第33号溝跡に続く可能性がある。

規模は長さ46.5m、幅0.30~0.60m、深さ0.10~

0.20mである。埋土には浅間A軽石と思われる火山

灰が多量に含まれていた。

出土遺物は検出されず、時期は不明確であるが近

世後期(18世紀）以降埋没したものと考えられる。

A区第24号溝跡（第251図）

A区第24号溝跡は39・40-14グリッドに位置する。

規模は長さ8.6m、幅0.60m、深さ0.05m前後であ

る。埋土上面には灰色粘質土を主体とする硬化面が

乗っていた。この硬化面は第 1号道路跡に伴うもの

と見るのが妥当で、溝跡は道路跡に伴うかそれ以前

のものと考えられる。

出土遺物は検出されなかった。時期は硬化面の存

在から第 1号道路跡が機能したと思われる 7世紀後

半～ 9世紀の範疇に収まると推定される。

A区第25号溝跡（第249図）

A区第25号溝跡は41・42-15グリッドに位置する。

規模は長さ3.9m、幅0.30m、深さ0.15m前後であ

る。埋土は褐色土を碁調としていた。

出土遺物はなく、時期は不明確であるが、東側に

平行する第 1号道路跡と関連する可能性もある。

A区第26・27・29・37・38号溝跡（第243・251・254図）

A区第26・27・29・37・38号溝跡は調査区西端の39・

40-9グリッドから北端の36-16グリッドにかけて

調査区を斜めに抜けている。大きく見ると第26号溝

とその北側に平行する第27・29・38号溝から構成され、

第37号溝跡は第26号溝跡から分岐する。

重複する第21・23・31~33号溝跡は埋士の状況から

本溝跡よりも新しい時期の所産と思われる。また、

第28号溝跡も同様である。第32号溝跡は本溝跡に関

連する可能性がある。第 1号道路跡は本溝跡によっ

て確実に切られていた。

規模は長さ80m、平行する 2本の溝は心々間の幅

2.5~4.0mである。深さぱ第26号溝跡が深く、 0.20

~0.60mである。西端付近が最も深く、北東に向か

うに従い浅くなる。北側に平行する第27・29・38号溝

跡は0.05~0.10程度の深さしかない。

埋土は第26号溝跡が特徴的で、溝のテラス部分か

ら溝覆土中にかけて、非常に堅く締まった灰色の粘

質土が堆積していた。灰色硬化粘土の堆積が見られ

ない部分についても、テラス面の底面はバリバリに

硬化しており、道路として使用されたことは確実で

ある。 2条の溝が元来道路側溝として機能したもの

か否かは不明であるが、溝がある程度埋没した段階

で道路部分として取り込まれたものであろう。

出土遺物は第26号溝跡から須恵器長頸瓶と平瓦が

検出された（第255・256図19~21)が、いずれも混入で

ある。また、同溝跡から馬の頭骨と歯の一部が発見

されたが遺存状態は極めて悪かった。

時期に関しては、古代の遺構を切り、近世後期の

溝跡に切られていること、溝埋没後に浅間A軽石が

堆積していることから中世～近世初期に機能してい

た可能性が高いものと考えられる。

A区第28号溝跡（第251図）

A区第28号溝跡は39・40-12グリッドに位置する。

第26号溝跡から分岐するように見えるが、覆土の状

態から本溝跡の方が新しいものと考えられる。おそ

らく第21・23号溝跡と共に第33号溝跡に続くものと

推定される。

規模は長さ11.0m、幅0.70~1.20m、深さ0.10~

0.20mである。埋土には浅間A軽石が多量に含まれ

ている。

出土遺物はなく時期は不明確であるが、埋土の状

況から近世後期（18世紀）以降埋没したものと考えら

れる。

A区第30・34号溝跡（第249図）

A区第30・34号溝跡は41-16・17グリッドから45-

16グリッドにかけて南北に平行して延びている。第

30号溝跡は北端で東に屈曲し、調査区外に抜ける。
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重複する第 1号道路跡、第184号土城を切っていた。

規模は長さ40mに渡って南北に延び、第30号溝は

2m東方に屈曲する。幅は0.40~2.00m、深さは0.05

~0.45mである。埋土には浅間A軽石が多量に含ま

れていた。

出土遺物は第30号溝跡から袴腰形香炉（第256図

22)、第34号溝跡から瀬戸碗と瀬戸折縁深1IIlが検出さ

れている (30・31)。30の碗は内外面淡黄色の釉が掛か

る。 31は内面に鉄絵具で文様が描かれている。 17世

紀頃のものか。時期は出土遺物から近世中期頃とし

ておきたい。埋没は近世後期(18世紀）以降と考えら

れる。

A区第31号溝跡（第251図）

A 区第31号溝跡は38-10•11 、 39-10グリッドに位

置する。第27号溝跡から北側に14.4m延び、東に折

れる。第32号溝跡を介して第33号溝跡に連結するも

のと思われる。重複する第27・32号溝跡の上部に被っ

ていた。

規模は長さ14.4m、幅0.80~1.60m、深さ0.05~

0.10mである。埋土には浅間A軽石が多量に含まれ

ていた。

出土遺物は在地系の鉢がある（第256図23)。鉢はロ

縁部小片であるが、須恵質に堅く焼き上がっている。

内面は使用による磨滅が著しい。時期は不明確であ

るが、おそらく近世に降るものであろう。埋没は浅

間A軽石の存在から近世後期（18世紀）以降と考えら

れる。在地系鉢は直接伴うものではない。

A区第32号溝跡（第251図）

A区第32号溝跡は35~39-11グリッドに位置する。

ほぼ南北方向に延び、南端は第27号溝跡に取り付き、

北端は調査区外に抜けていた。

規模は長さ44.6m、幅0.50~l.OOm、深さ0.06~

0.30mで、北に向かうに従い徐々に深くなる。

埋上はローム粒子とロームブロックを少量含む黒

褐色士である。北側調査区際の断面観察によれば、

埋土の上面には硬化面が形成され、溝埋没後、溝脇

から溝上面にかけて道路として使用されたことが判

明した。

出土遺物は須恵器蓋が検出された（第256図24)。内

面にかえりの付くもので、やや異形である。時期は

中世以降近世後期以前と考えられる。

A区第33号溝跡（第251図）

A区第33号溝跡は38・39-11グリッドに位置する。

北端は第31号溝跡に連結し、南端は第26・27号溝跡上

部を通り第21・23号溝跡に連なるものと推定される。

全体に S字状に屈曲している。

規模は幅1.20~1.80m、深さ0.20m前後である。

埋土には浅間A軽石が多量に含まれていた。

出土遺物は天目茶碗、碗、揺鉢、火舎、不明製品

がある（第256図25~29)。25は瀬戸天目茶碗。内面に

鉄釉、外面は露胎。底部は削り出し高台。 17世紀代

か。 26は瀬戸碗か。内外面にやや黄色を帯びた透明

釉がかかり、貫入がある。 27は信楽焼きの揺鉢。内

面に揺り目が付く。 17世紀代か。 28は不明土製品。

円柱状で上下両面が浅く窪む。 29は火舎脚部か。楕

円形の脚上部に接合用の突起を設けている。溝の時

期は近世(17世紀頃）と思われる。埋没時期は近世後

期(18世紀）以降である。

A区第35・36号溝跡（第253図）

A区第35・36号溝跡は35-11• 12グリッドに位置す

る。東西方向に平行して延びるが、第36号溝跡は西

端でやや北に向きを変える。

規模は第35号溝跡が長さ9.6m、第36号溝跡が14.6

mである。幅は0.35~1.40mと一定しない。深さは

0.08~0.15mである。埋土はローム粒子混じりの暗

褐色土を基調としていた。

出土遺物はない。時期は不明確であるが、近世後

期以前であることは誤りない。東方延長線上に第40

号溝跡があり、あるいは古代に遡る可能性もある。

A区第39号溝跡（第254図）

A区第39号溝跡は38-16~18グリッドに位置する。

第58・66号住居跡と重複し、本溝跡が切られているこ

とが判明した。

規模は途中切れる部分があるが、長さ12.4m、幅
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第251図 A区溝跡(8)

゜00  ゜゜゚ ゜ ゜。
匁ゞ゚

゜ d 

゜゜0 (),v., lr~\ 
¥¥ i ゜゜

゜
匁忍〇

。0

0 0 りOOO  D 叶゚計

｀ 
゜ C) 

C) 

oo 

0 。
゜

゜没ダ゚0 0 o 0 

゜
V ヽ

゜口 ご

＾ 
r ＼ ／ 

゜
゜oO 、王＼ II(AIl((l II ¥ /0 占~B 45 Y) SJ89 )i ¥ 

ヽ

゜ 召/)[1 [I()1¥ II ° 
゜ ゜00  ゜ ゜（ーロ ゜゚ff II I I I I I I II/1 

尺

゜

¥ij凶厭 ゜、ノ

史）

゜゜ ゜ ゜゜゚ ゜゜ 。屯 0。
メ ゜ 541m :200 

-310-



第252図 A区溝跡(9)
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SD21・23 SD26~2 9 

1 暗褐色土 白色粘土粒子微量。火山灰（浅間A?)多量 1 灰褐色土 火山灰（浅間A)多量

2 暗褐色土 ローム粒子多量。火山灰（浅間A?)混入 2 明灰褐色土 砂買全

3 陪褐色土 ローム粒子混入。火山灰（浅間A?)多塁 3 褐色土 砂質土。黒色帯びた砂質多量

4 明灰褐色土砂質土

5 灰色土 粘買土。ロームプロ ック混入。 硬化面

6 褐色土 ローム粒子多量

SD 2 4 

1 灰色粘土 硬化面

2 褐色土 ローム粒子やや多量

3 褐色土 ロームプロ ック混入

4 褐色土 ローム質土

7 褐色土

8 暗褐色土

ローム粒子 ・ロームプロック

やや多量

ロームプロック混入

9 暗褐色土

10 暗褐色土

11 明灰色土

12 灰褐色土

13 暗褐色土

14 暗褐色土

15 暗褐色土

16 明褐色土

17 暗褐色土

18 暗褐色土

口ーム粒子・焼土微量

ローム粒子やや多量

砂買土。火山灰（浅間A)混入

粘賀土。火山灰（浅間A)少量

ロームプロックやや多量

ローム粒子混入

ローム主体。ロームプロ ック混入

ローム粒子多量

ローム粒子混入

ロームプロックやや多量

0.40~0. 70m、深さ0.25~0.40mである。埋土は2

~4層に分かれ、最上層は暗褐色土で埋没していた。

出土遺物は検出されなかった。時期は重複住居跡

との関係から熊野Il期、またはそれ以前となり 、熊

野I期に遡る可能性が高いものと推定される。

A区第40号溝跡（第254図）

A区第40号溝跡は調査区北端の36-17、37-17・18

グリッドに位置する。西端は第137号土壊に切られて
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第253図 A区溝跡(10)
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東西方向に途切れながら続き、規模は長さ 18.4m、

幅0.40~0.50m、深さ0.05~0.20mである。埋土は

黒褐色土を基調としていた。

出土遺物はなく、時期は不明確であるが、近世後

期以前である。南側に12m隔たって第39号溝跡が平

行する点は注意して良い。埋土や溝の規模も類似し

ており、あるいは両者は関連する可能性もある。古

代に遡る溝となるかもしれない。

A区第41号溝跡（第254図）

A区第41号溝跡は38-16グリ ッドに位置する。第

1号掘立柱建物跡柱穴上面を切っていた。

規模は長さ2.80m、幅0.40~0.70m、深さ0.05m

である。埋土は灰褐色土を基調としていた。

出土遺物はない。時期は不明確であるが、近世以

降に降る可能性がある。

A区第42号溝跡（第254図）

A区第42号溝跡は調査区北端の36・37-16グリッ

ドに位置する。第26・38号溝跡の上面を削平していた。

ほぼ南北に延び、南に下がるに従い幅を減じる。

規模は長さ9.20m、最大幅2.40m、深さ0.05mで

ある。埋土には浅間A軽石が多量に含まれていた。

出土遺物はない。時期は不明確であるが、中世～

近世と推定される。埋没時期は埋土の状況から近世

後期（18世紀）以降と考えられる。

A区第43号溝跡（第248図）

A区第43号溝跡は48-10グリ ッドから45-12グリ

ッドにかけて北西方向に延びている。第2号溝跡か

ら分岐し、 6m東流し、その後北に向きを変える。

重複する第15・43• 56 • 57号住居跡を切っていた。ま

た、途中町教育委員会調査区に掛かっている。

規模は総延長約36m、幅1.60~2.20m、深さ0.05

~0.30mである。埋土には浅間A軽石が多量に含ま

れていた。

出土遺物は須恵器皿・甕、瀬戸灰釉小皿、平瓦が

ある（第256図33~36)。須恵器皿・甕、平瓦は混入で

ある。灰釉小皿は15世紀後半頃のもので、遺構に伴

う可能性はある。時期は中世～近世と考えられる。
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第254図 A区溝跡（11)
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1 暗褐色土 ローム粒子・炭化物

微呈
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3 暗褐色土 ロームプロ ック混入

4 褐色土 黒褐色土をプロ ック状

に混入

SD40 

1 黒褐色土

2 黒褐色土 ローム粒子やや多温

SD41 

1 灰褐色土 やや砂質

11器

埋没時期は近世後期（18世紀）以降となる。

A区第44・45号溝跡（第249図）

A区第44・45号溝跡は調査区東端の42-16・17グリ

ッドに位置する。南西から北東方向にかけて 2条平

行して延びている。

規模は長さ4.80m、幅0.20~0.30m、深さ0.08~

0.15mである。

出土遺物はなく時期は不明である。
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、第255図 A区溝跡出士遺物(1)
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第256図 A区溝跡出土遺物（2)
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第115表 A区溝跡出土遺物観察表 （第255・256図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵長頸瓶 3. 5 (8.0) B A 灰色 15% SD 1 (48-9G)。湖西産か

2 須恵長頸瓶 3.4 (8.0) B A 明灰色 35% S D2。産地不明

3 灰釉鉢 2.9 7.0 B A 灰白色 70% S D2 Nol。瀬戸焼き。

4 須恵杯 2. 4 (IO. O) BD C 淡灰褐色 5% S D4覆土。群馬（藤岡産か？）。底部削り出し高台

5 鉄滓 長径5.7cm。短径5.6cm。厚さ2.8cm。重さ117.7g。茶褐色。SD4 (49-9G) 

6 須恵坪 0. 7 (8.0) 針 A 淡青灰色 25% S D9覆土。南比企産。底部外面島書 「十」
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番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼 色調 残存 備 考

7 土師質盤 5. 0 AB A 淡黄褐色 5% SD9覆土。口径40cm前後か

8 須恵坪 2.1 (3.8) B A 灰色 20% S D9覆土。湖西産。坪Hか 外面回転ヘラケズリ， 平瓦 BC片 B 黄灰色 S D9 (48-lOG)。外面縄叩き。内面布目

10 土師暗文杯 15.2 3.3 ABD A 赤褐色 70% SD 11 (45-8G)。内面放射十螺旋暗文

11 須恵甕 5. 5 BC A 暗灰色 S D11(46-llG)。末野産か。櫛描波状文韮笈施文

12 揺鉢 (38.0) 3.4 B A 茶褐色 5% SD 11 (44-12G)。常滑系。内面7本単位の揺り目

13 不明製品 2. 5 AD B 淡黄褐色 5% S D11(46-10G)。羽釜状の鍔が付く

14 袴腰形香炉 3. 9 B A 黄灰色 20% SD 11 (46-11 G)。瀬戸。体部外面飴色の釉掛かる

15 灰釉平碗 3.7 B A 黄灰色 10% S D11(46-llG)。瀬戸。内面と外面中位以上灰釉

16 灰釉瓶 2.0 F B 黄灰白色 20% S Dll(46-10G)。猿投～三河産。外面淡黄緑色の灰釉

17 揺鉢 3. 7 B A 黄灰色 S D11(46-16G)。常滑系。内面揺り目

18 須恵横瓶 5. 9 BF B 紫灰色 50% S D19覆土。産地不明（非湖西）。素地土やや粗い

19 須恵長頸瓶 4.9 5.9 B A 淡灰色 20% S D26(39-12G)。湖西産

20 平瓦 AB B 茶褐色 S D26。凹面布目。凸面横方向ナデ。桶巻作りか

21 平瓦 BC A 灰色 S D26。凹面布目後部分的にナデ凸面はナデ。模骨痕

22 袴腰形香炉 3. 2 B A 黄灰色 15% S D30。瀬戸。体部外面内面飴色の釉掛かる

23 在地系鉢 (33. 4) 5.6 B A 青灰色 5% S D31ぬ 1(38-lOG)。内面磨滅須恵質

24 須恵蓋 (18.2) 2.5 B片 A 青灰色 10% S D32 No3 (39-llG)。末野産

25 天目茶碗 2.7 4. 7 C A 乳白色 50% S D33(38-llG)。瀬戸。内面鉄釉外面露胎

26 茶碗 (11.2) 4.9 C A 乳白色 10% S D33(38-ll G)。内外面黄色の透明釉。貫入あり

27 揺鉢 (16. 0) CEH A 淡灰色 20% S D33ぬ1。信楽焼

28 円柱状土製品 S D33 直径3.2cm 高さ2.7cm。上下両端が浅く窪む

29 土師質火合 D A 淡褐色 S D33(39-ll G)。火舎脚部か

30 碗 2.3 4.8 B A 明白色 95% S D34(41-16G)。瀬戸。内外面淡黄色の釉

31 折縁深皿 5.3 H A 黄白色 S D34。瀬戸。内面に鉄絵具で文様描出

32 須恵高台椀 2.2 (10.0) B¢片 A 灰色 30% SD38ぬ 1(37-14G)。末野産。底部回転ヘラケズリ

33 須恵甕 (32.0) 6.4 針 A 青灰色 10% S D43(46-11 • 12G)。南比企産

34 須恵皿 1.5 (6. 2) B片 A 茶褐色 20% S D43(48-lOG)。末野産

35 灰釉小皿 (11.0) l. 9 BC A 黄灰色 10% S D43(45-12・46-12G)。棟炉

36 平瓦 B片 A 青灰色 S D43(45-12・46-12G)。凸面縄叩き。凹面布目

(7)土墟 雲'.ー・1.,. な・;Jゞ，匁・•.,,、;•‘-..’`‘•マ・',二'』, •;,. ・'・'』'・•．マ・ し

A区からは210碁の土壊が検出された。形態的には

円形、楕円形、方形、長方形、超長方形、不整形に

分かれる。時期的には古代、中世、近世以降に大分

される。

特徴的な土壊として長方形または超長方形土壊を

挙げることができる。超長方形土壊は概ね短辺に対

する長辺の比率が 1: 4を超えるものを宛てたが、

これらの土壊は群集する傾向があり、互いに平行ま

たは直交する例が多い。埋土は底面直上に黒色土の

薄い層が堆積し、その上部はロームブロックが混在

する埋め戻し土で構成されるものが多い。浅間A軽

石を多量に含むものはなく、中世の竪穴状遺構に切

られるものと切るものの両者が認められた。おそら

く、竪穴状遺構の存続時期と重なるものと推定され

る。機能的に従来芋穴、あるいは墓壊ではないかと

いわれたものであるが、 墓壊との証拠は得られず、

用途は不明である。

A区第1号土壌（第275図）

A区第 1号土壊は、 46・47-7グリッドに位置し、

重複する第 5号住居跡を切っている。

調査区外に掛かるため平面形態は不明であるが、

長方形を意識した形態となろう 。残存規模は長径

1.20m、短径0.90m、深さ0.67mである。埋土は第

l ~3層がローム粒子混じりの褐色土、第 4層がロ

ームブロックと褐色土の混土層である。掘立柱建物

跡埋土に類似するが、建物との確証は得られなかっ

た。出土遺物はない。時期は不明であるが、古代と

思われる。
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A区第 2号土壊（第257図）

A区第 2号土壊は、 47-8グリッドに位置する。平

面形態は円形で、規模は長径1.40m、短径1.20m、

深さ0.10mである。埋士はローム粒子を多星に含む

黒褐色土単層である。

出士遺物はない。時期は不明である。

A区第 3号土壊（第263図）

A区第 3号上堀は49-10グリッドに位置する。

平面形態は楕円形で、規模は長径1.70m、短径1.32 

m、深さ0.26mである。主軸方位はN-60°-Eを示

す。埋土は第 1層が浅間A軽石を多鼠に含む灰褐色

土、第 2層がローム混じりの黄褐色tである。

出土遺物はない。時期は近世以降と考えられる。

A区第 4号土壊（第261図）

A区第 4号土壊は49-10グリッドに位置する。

平面形態は楕円形で、規模は長径1.25m、短径0.70 

m、深さ0.10mである。主軸方位はN-0゚ を示す。

埋土はローム混じりの黒褐色上単層である。

出上遺物はない時期はイ、明確であるが古代の可

能性がある。

A区第 5号土壊（第267図）

A区第 5号土堀は49-9グリッドに位置する。 平

面形態は長楕円形で、規模は長径2.55m、短径0.55

m、深さ0.15mである。主軸方位はN_18°-Eを示

す。埋卜は浅間A軽石混じりの灰褐色土である。出

上遺物はない。時期は近世以降と思われる。

A区第 6号土壊（第264図）

A区第 6号土堀は49-9グリッドに位囲し、重複す

る第 7号土堀よりも新しい。

平面形態は長方形で、規模は長径1.20m、短径0.43

m、深さ0.16mである。主軸方位はN-88°-Wを示

す。

出土遺物はなかった。時期は近世以降であろう。

A区第 7号土塘（第261図）

A区第7号土壊は49-9グリッドに位置し、重複す

る第 6号土壊に切られていた。

平面形態は不整形で、規模は長径0.78m、短径0.53

m、深さ0.13mである。埋土はローム粒fを少量含

む黒褐色上である。

出七遺物はなかった。時期は不明確であるが中世

以前と考えられる。

A区第 8号土壊（第275図）

A区第 8号土堀は45-10グリッドに位置し、第41・

49号掘立杵建物跡と重複するが、新旧関係は不明で

ある。

平面形態は不整形で、規模は長径1.10m、短径0.96

m、深さ0.08mである。

出土遺物はない。時期は不明である。

A区第 9号土壊（第275図）

A区第 9号土壊は44-12グリッドに位置する。第

39号掘立建物跡と第182号土堀と重複するが、大半は

町教育委員会調脊区にあり、新旧関係は不明。

平面形態は不整形で、規模は長径1.75m、短径1.26 

m、深さ0.75mである。

出土遺物はなく、時期は不明である。

A区第10号土壊（第275図）

A区第10号土壊は46-7グリッドに位置し、重複す

る第 5号住居跡よりも新しい。

平面形態は不整形で、規模は長径0.78m、短径0.58

m、深さ（）． 77mである。埋土は第 3・4層が第 1号土

壊と共通、第 5• 6層はローム粒子・黒色土ブロック

混じりの褐色土である。

遺物は七師器杯（第282図l61~164)と須恵器甕

(165)が出土しているが、第 5号住居跡からの混入と

見るべきかもしれない。時期は熊野I期以降と考え

られる。

A区第11号土壌（第257図）

A区第11号土壊は49-10グリッドに位置する。

平面形態は円形で、規模は長径0.80m、短径0.70m、

深さ0.10mである。埋土は黒色土とロームブロック

混じりの褐色土である。

出土遺物はなく、時期は不明である。

A区第12号土塘（第257図）

A区第12号土壊は49-9グリッドに位置する。
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第257図 A区土壌（1)
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平面形態は円形で、規模は長径0.95m、短径0.90m、

深さ0.10mである。埋土は浅間A軽石を多量に含む

灰褐色土である。

出土遺物はないく，時期は近柑以降と考えられる。

A区第13号土壊（第262図）

A区第13号土堀は49-10グリッドに位置し、重複

する第 4号溝よりも古い。

平面形態は楕円形で、規模は長径1.18m、短径0.75 

m、深さ0.23mである。主軸方位はN-69°-Eをぷ

す。埋土は第 1層が炭化物粒子を多星に含む黒褐色

土、第 2層が黄褐色土である。

出土遺物はなかった。時期は近世後期以前である。

A区第14号土壊（第259図）

A区第11丹土塙は37-14グリ、ソドに位置し、重複

する第26号溝よりも新しい。

平面形態は楕円形で、規模は長径1.12m、短径0.72 

m、深さ0.10mである。主軸方位はN-57°-Eを示

す。

出土遺物は底面よりもやや浮いた位置に礫が敷き

詰められたような状況で出士した。時期は近世以降

と推定される。

A区第15号土壊（第259図）

A区第15号土壊は39-11グリッドに位置し、重複

する第33号溝跡よりも新しい。

平面形態は円形で、規模は長径0.62m、短径0.62

m、深さ0.17mである。

出土遺物は第14号士堀と同様礫が出土した。時期

は近世後期以降と考えられる。

A区第16号土塙（第260図）

A区第16号土壊は48・49-10グリッドに位置し、第

8号溝跡に上面を削平されていた。

平面形態は楕円形で、規模は長径1.16m、短径0.98

m、深さ0.40mである。主軸方位はN-15° -Eを

示す。

出土遺物は天目茶碗（第276図 1)小片が出土して

いる。時期は近世後期以前、 16世紀中心か。

A区第17号土墳（第257図）

A［え第17号土壊は49-10グリッドに位置し、第 7

号溝跡に切られている。平面形態は円形で、規模は

長径0.86m、短径0.82m、深さ0.16mである。埋土

はローム・焼土粒子混じりの黒褐色土である。

出上遺物はなかった。時期は不明確であるが、近

世後期以前である。

A区第18号土壌（第261図）

A区第18号土壊は49-11グリッドに位置する。第

13号住居跡カマド上面を削平していた。平面形態は

楕円形で、規模は長径2.16m、短径0.90m、深さ0.15

mである。主軸方位はN-78°-Wをポす。

出土遺物は須恵器蓋（第276図 2)が出土している

が、混人であろう。時期は熊野V期後半～VI期以降

と考えられる。

A区第19号土墳（第257図）

A区第19号土堀は47-8グリッドに位置し、第 7号

住居跡より新しく、第 2号掘立柱建物跡との関係は

不明である。平面形態は円形で、規模は長径1.20m、

短径］． 12m、深さ0.64mである。

遺物はt師器杯（第276図3)が出士しているが、第

7号住居跡からの混人であろう。時期は熊野Ill期以

降と考えられる。

A区第20号土墳（第261図）

A区第20号土塙は47-9・10グリッドに位置し、重

複する第 9号住居跡よりも新しい。平面形態は楕円

形で、規模は長径1.10m、短径1.04m、深さ0.25m

である。主軸方位はN-52°-Wを示す。

遺物は肥前系の呉器手碗（第276図 5)が出土して

いる。内外面及び底部にも釉が掛かる。時期は出土

遺物から17世紀頃と考えられる。

A区第21号土壊（第264図）

A区第21号土壊は47-10グリッドに位置し、第 9

号住居跡を切っている。平面形態は長方形で、規模

は長径1.10m、短径0.58m、深さ0.15mである。主

軸方位はN-55°-Eを示す。埋土はロームブロック

混じりの暗褐色土である。

出土遺物はなかった。時期は熊野II期以降と考え
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られる。

A区第22号土壊（第270図）

A区第22号土壊は49-11グリッドに位置し、重複

する第 7• 8号溝跡よりも古い。平面形態は長方形

で、規模は長径3.70m、短径1.08m、深さ0.21mで

ある。主軸方位はN-66°-Wを示す。埋土は白色粒

子・ロームブロック混じりの暗褐色土である。

遺物は須恵器高台碗が出土している。（第276図

6 • 7)が、第23号土壊から出土した可能性もある。

時期は不明確であるが、中世に降るものか。

A区第23号土壊（第270図）

A区第23号土壊は49-11グリッドに位置し、重複

する第 7• 8号溝よりも古い。平面形態は超長方形

で、規模は長径4.50m、短径0.90m、深さ0.27mで

ある。主軸方位はN-75°-Wを示す。埋土はローム

ブロック混じりの暗褐色土である。

出土遺物は須恵器杯と高台皿（第276図8• 9)が出

土しているが混入の可能性がある。時期は中世段階

と推定される。

A区第24号土壌（第262図）

A区第24号土堀は49-11グリッドに位置し、重複

する第25号土壊に切られていた。平面形態は楕円形

で、規模は長径1.65m、短径0.95m、深さ0.15mで

ある。主軸方位はN-83°-Wを示す。埋土はローム

ブロックと炭化物を含む黒色土である。

出土遺物はない。時期は不明であるが近世後期以

前と思われる。

A区第25号土墟（第257図）

A区第25号土壊は49-11グリッドに位置し、重複

する第24号土壊を切っていた。

平面形態は円形で、規模は長径1.10m、短径0.95

m、深さ0.14mである。埋土は第 1• 2層がローム粒

子混じりの暗褐色土、第 3層が暗褐色土ブロック混

じりの褐色土である。

出土遺物はない。時期は近世後期以前と思われる。

A区第26号土壕（第262図）

A区第26号土擦は49-10グリッドに位置し、重複

する第7・8号溝跡に上面を削平されていた。平面形態

は楕円形で、規模は長径1.75m、短径1.15m、深さ

0.20mである。主軸方位はN-22°-Eを示す。

出土遺物はない。時期は近世後期以前である。

A区第27号土塘（第267図）

A区第27号土堀は49-11グリッドに位置し、東半

は調査区外に延びている。重複する第7・8号溝跡に上

面を削平されている。平面形態は長方形で、規模は

長径1.96m、短径0.68m、深さ0.28mである。主軸

方位はN-72°-Wを示す。

出土遺物はない。時期は近世後期以前、おそらく

中世段階のものであろう。

A区第28号土塘（第264図）

A区第28号土壊は48-10グリッドに位置し、重複

する第43号溝跡に上面を削平されていた。平面形態

は不整長方形で、規模は長径1.56m、短径0.64m、

深さ0.19mである。主軸方位はN-28° -Eを示す。

埋土はローム粒子を少量含む黒褐色土である。

遺物は土師器坪（第276図10)と土師器甕（11)が出

土している。時期は熊野II期と考えられる。

A区第29号土塘（第267図）

A区第29号土壊は調査区南東端部の50-11グリッ

ドに位置する。平面形態は長方形で、規模は長径2.47

m、短径1.20m、深さ0.19mである。主軸方位はN

-6°-Eを示す。

出土遺物はない。時期は不明であるが、中世以降

と推定される。

A区第30号土墳（第257図）

A区第30号土壊は49-9グリッドに位置し、重複す

る第 4号溝跡よりも古い。平面形態は円形で、規模

は長径1.45m、短径1.41m、深さ0.60mである。埋

土は黒色土ブロック混じりの暗褐色土である。

出土遺物はない。時期は近世後期以前である。

A区第31号土壌（第264図）

A区第31号土壊は48-11グリッドに位置し、重複

する第10号溝跡との新旧関係は不明である。平面形

態は方形で、規模は長径0.94m、短径0.80m、深さ
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第259図 A区土城（3)
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0.42mである。主軸方位はN-90°-Wを示す。埋土

はロームブロックを少鼠含む黒褐色土である。

出土遺物はキセル吸口（第276図12)が出土してい

る。時期は近世以降と考えられる。

A区第32号土壊（第264図）

A区第32号土壊は48-11グリッドに位置し、重複

する第10号溝跡との新旧関係は上面に撹乱があり明

確にできなかった。平面形態は長方形で、規模は長

径1.06m、短径0.74m、深さ0.26mである。主軸方

位はN-22°-Eを示す。埋土は第 1層が暗褐色土、

第2層が黒褐色土でいずれもロームブロックを少量

含む。

瑶。

出土遺物はない。時期は不明である。

A区第33号土壌（第257図）

A区第33号土壊は48-11• 12グリッドに位置し、重

複する第 1号溝跡を切っていた。平面形態は円形で、

規模は長径1.15m、短径0.96m、深さ0.18m。埋土

は第 1層がロームブロック混じりの黒褐色土、第 2・

3層がローム粒子を少量含む褐色から明褐色土であ

る。

出土遺物はない。時期は中世以降と推定される。

A区第34号土壌（第271図）

A区第34号土壊は45-8・9グリッドに位置し、重複

する第23・24号住居跡より新しく、第11号溝よりも
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第260図 A区土壊(4)
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古い。平面形態は超長方形で、規模は長径5.34m、

短径1.06m、深さ0.32mである。 N-8°-Eを示す。

埋土はロームブロックと黒色土ブロックが霜降り状

に混じる暗褐色土で、明らかに埋め戻されたもので

ある。

遺物は土師器杯・須恵器杯（第276図13~16)が検出

されたが、混人である。時期は中世と考えられる。

A区第35号土壊（第263図）

A区第35号土壊は43-9・10グリッドに位置し、重

複する第25号掘立柱建物跡より新しい。平面形態は

隅丸方形で、規模は長径2.30m、短径2.10m、深さ

0.40mである。主軸方位はN-82° -Wを示す。

底面は平坦で昭く締まっており、竪穴状遇構に類

似する。埋上は第 1層が黒褐色土、第 2層はローム

ブロックを多量に含む暗褐色上で、人為的に埋め戻

されたものと考えられる。

遺物は片口鉢、軒平瓦、土錘（第276図17~19)が出

土している。片口鉢は風化が著しい。軒平瓦は型挽

き三重弧文。曲線顎で凹面は布日後、ナデ。凸面は

平行叩き、部分的にナデ調整が加わる。軒平瓦は 7

世紀末～ 8但紀初頭頃に位置付けられるもので混人

資料である。時期は片口鉢の特徴から14世紀前半頃

と考えておきたい。

A区第36号土壌（第270図）

A区第36号上堀は46-9グリッドに位置する。

平面形態は超長方形で、規模は長径4.20m、短径

1.08m、深さ0.37mである。主軸方位はN-83°-W

をポす。埋土はロームブロックと黒色上ブロック混

じりの褐色土（第 2層）埋没後、浅間A軽石を含む暗

褐色土が切り込んでいた。

出土遺物はない。時期は中世と推定される。

A区第37号土城（第267図）

A区第37号土壊は46-10グリッドに位置する。北

側には第66号土壊が主軸を揃えて隣接する。

平面形態は超長方形で、規模は長径2.64m、短径

0. 73m、深さ0.67mである。主軸方位はN-16°-E

を示す。埋土は底面直上に黒色土が薄く堆積し（第 2

層）、その後、ロームブロックと黒色士ブロック混じ

りの褐色土（第 1層）で埋め戻されている。

出上遺物はない。時期は中世と推定される。

A区第38号土壊（第259図）

A区第38号土壊は38-10グリッドに位置する。第

31号溝跡と甫複するが、新旧関係は不明である。

平面形態は円形で、規模は長径0.84m、短径0.70

m、深さ0.14mである。

出土遺物は須恵器高台盤（第277図20)と甕（第282

図160)が出土しているが伴うか否か不明である。時

期は不明である。

A区第39号土壊（第273図）

A区第39号土壊は45-10グリッドに位置し、第

38号住居跡よりも新しく第47• 52号上壊を切ってい

る。乎面形態は長方形で、規模は長径2.34m、短径

1. OOm、深さ 1.02mである。主軸方位はN-61°-W

を示す。底面は 2段に掘り込まれていた。埋土は 4

層に分かれ、第 1・2層は浅間A軽石を多鼠に含む灰

褐色土と暗褐色土、第 3・4層はロームブロックを多

斌に含む黒褐色土で、浅間A軽石は少量含まれてい

た。

出土遺物はない。時期は近世後期以降となろう。

A区第40号土壌（第269図）

A区第40局土堀は45-9グリッドに位置する。第44

号土堀と平行し、重複する第41• 45号土塙を切って

しヽる C

平面形態は長方形で、規模は長径2.22m、短径0.64

m、深さ0.12mである。主軸方位はN-80°-Wを示

す。埋土はロームブロック混じりの褐色tで人為的

に埋め戻されている。

出土遺物はない。時期は中世と考えられる。

A区第41号土壊（第269図）

A区第41号土壊は45-9グリッドに位置する。重複

する第24号住居跡よりも新しく、第40• 44号土壊及

び第11号溝跡に切られていた。

平面形態は長方形で、規模は長径2.82m、短径

l.OOm、深さ0.24mである。主軸方位はN-12°-E
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を示す。

遺物は須恵器高台椀（第277図21)が出土している

が、混人である。時期は中世と考えられる。

A区第42号土壊（第272図）

A区第42局土壊は45-9グリッドに位置し、重複

する第43• 54号土堀よりも新しい。

平面形態は超長方形で、規模は長径4.48m、短径

l.OOm、深さ0.44mである。主軸方位はN-78°-W

を示す。埋土は底面直上に黒色土が堆積し（第 2層）、

その上部はロームブロック混じりの暗褐色土で埋め

戻されていた。

遺物は須恵器杯・須恵器高台碗・長頸瓶（第277図

22~24)が出土したがいずれも混入である。時期は中

世と考えられる。

A区第43号土壊（第272図）

A区第43号上壊は45-9グリッドに位置する。重複

する第24号住居跡を切り、第42け土壊に切られてい

る。

平面形態は長方形と推定される。残存規模は長径

1.50m、短径0.86m、深さ0.15mである。

出土遺物はなかった。時期は中世と推定される。

A区第44号土壊（第269図）

A区第44号土壊は45-9グリッドに位置し、直交し

て重複する第41• 45丹土壊を切っていた。

平面形態は長方形で、規模は長径2.50m、短径0.84

m、深さ0.37mである。主軸方位はN-87°-Wを示

す。埋土は底面直上に黒色土が堆積し（第 2層）、そ

の上部はロームブロック混じりの暗褐色上で埋め戻

されていた（第 1層）。

遺物は土師器有段口縁杯が出土している（第277図

25)が混入である。時期は中世と考えられる。

A区第45号土壌（第269図）

A区第45号土壊は45-9グリッドに位置する。甫複

する第40• 44号土壊に切られていた。

平面形態は長方形で、規模は長径2.40m、短径

0. 70m、深さ0.14mである。主軸方位はN-5°-E

を示す。

出土遺物はなかった。時期は中世と推定される。

A区第46号土壌（第273図）

A区第46号土堀は45-10グリッドに位置し、長方

形土壊群を構成する。重複する第50号住居跡、第62

号土壊を切って構築されていた。

平面形態は超長方形で、規模は長径5.48m、短径

0.90m、深さ0.84mである。主軸方位はN-86°-W

を指す。埋土は底面直上に黒色士（第 8層）、その上

部はロームブロック混じりの暗褐色土（第 7層）で埋

め戻されていた。

遺物は須恵器杯・須恵器高盤・砥石（第277図26~

28)が出上しているが、いずれも混入である。時期は

中世と考えられる。

A区第47号土壊（第273図）

A区第47号土堀は45-10グリッドに位置する。重

複する第38号住居跡•第52号土壊を切り、第39号土壊

に切られていた。

平面形態は超長方形で、規模は長径4.50m、短径

0.92m、深さ0.45mである。埋土は底面直上に黒色

士（第 6層）、その上部はロームブロック混じりの暗

褐色土（第 5層）で埋め戻されていた。

出土遺物は第47·52号土壊から須恵器高台皿•長頸

瓶、鉄片（第277図29~31)が検出された。高台1IIlと長

頸瓶は混入である。時期は中世と考えられる。

A区第48号土壊（第267図）

A区第48号上壊は47-11・12グリッドに位置する。

軍複する第59号住居跡を切っている。

平面形態は長方形で、規模は長径3.10m、短径1.00

m、深さ0.24mである。主軸方位はN-77° -Wを

示す。埋土は第 1~6層は土壊埋没後の掘り込みと

見た方が良いであろう。第 7層はローム粒子を多量

に含む暗褐色土である。

出土遺物は須恵器杯•皿•高台椀（第277図32~34)

が検出された。 32の杯内面には「X」の線刻が刻まれ

ている。遺物は第59号住居跡からの混人であろう。

時期は中世に降る可能性が高い。

A区第49号土壊（第271図）

-325-



第261図 A区土壌（5)
S K18 S K20 

SK4 SK7 

A [ : ^  

A_ (/ ¥¥ _ A: A-- ll I\ —A 

^—□ - A 

A 55.20 ー A. A 55.30 —^· A 54.90 --A拿 A 55.30 ―A' 

量 冒 曇 曇

S K183 

」』

B 54.30 B' 

SK 153 ・SK 154 

A 54.90 

―A' 

_ A' 

S

□
一ロ

-

1

 

□

1
ロ

S II: 145 

A 55.10 

” 
ーロ

s

＼

こ

S K206 • S K207 

＼ 
_A: ^——- ((‘¥¥(/ ¥ l --A' 

A• A 54.00 ..  

o
n
s
 v
 

＜
 

,.,. 

2，器

-326-



第262図 A区土墳（6)
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A区第49号土壊は46-12グリッドに位置する。重

複する第57• 60号住居跡を切っていた。

平面形態は超長方形で、規模は長径4.40m、短径

0.80m、深さ0.38mである。主軸方位はN-3°-E

を示す。埋土はロームブロック・焼土粒子混じりの

暗褐色土単層（第 1層）で、人為的に埋め戻されたも

のと考えられる。

出土遺物は須恵器杯・高台椀．蓋・皿・長頸瓶、

土師器台付甕、土錘（第277図35~42)が検出されてい

るが、混入である。時期は中世と考えられる。

A区第50号土墳（第270図）

A区第50号土壊は46・47-12グリッドに位置する。

重複する第60号住居跡、第53号土壊を切っている。

第53号土壊は主軸を揃えて直列する。

平面形態は超長方形で、規模は長径4.80m、短径

0.90m、深さ0.42mである。主軸方位はN-0°を示

す。側壁はややオーバーハング気味に立ち上がる。

埋土は底面直上に黒色土（第 2層）、その上部はロー

ムブロック混じりの暗褐色土（第 1層）で人為的に埋

め戻されたものと思われる。

出土遺物は土師器杯・暗文杯・小型鉢、須恵器杯・

高台椀．Jlil．蓋・甕、片口鉢（第277・278図43~55)

が検出された。土師器・須恵器は混入。片口鉢は常滑

系と考えられ、 13世紀代の所産と推定される。時期

は中世、出土遺物から13世紀頃と考えておきたい。

A区第51号土塘（第261図）

A区第51号土壊は調査区西端の45-8グリッドに

位置し、西半は調査区外に延びている。第20号住居

跡と接しており、新旧関係は不明確であるがほぼ同

時期かやや古い。第20号住居跡の一部となる可能性

もあろうか。

平面形態は方形と推定され、残存規模は長径1.56 

m、短径0.60m、深さ0.80mである。

出土遺物は土師器甕、須恵器無台椀？ （第278図56

~57)が出土している。時期は熊野W~V期が相当と

考えられる。

A区第52号土壊（第273図）

A区第52号土壊は45-10グリッドに位置する。重

複する第38号住居跡、第62号土壊を切り、第39・42

号土壊に切られている。

平面形態は超長方形で、規模は長径5.55m、短径

1.02m、深さ0.47mである。主軸方位はN-82°-W

を示す。

出土遺物はなかった。時期は中世と考えられる。

A区第53号土壌（第270図）

A区第53号土擦は46-12グリッドに位置する。重

複する第57号住居跡を切り、第50号住居跡に切られ

ていた。第50号土壊は主軸を揃えて直列する。

平面形態は長方形で、規模は長径2.28m、短径

0.94m、深さ0.70mである。主軸方位はN-0°を示

す。

出土遺物は土師器杯、須恵器坪・高台椀・蓋・壷・

長頸瓶、土錘（第278図58~64)があるが、いずれも混

入である。時期は中世と考えられる。

A区第54号土塘（第272図）

A区第54号土壊は45-9グリッドに位置する。重複

する第42号土壊に切られていた。

平面形態は長方形と推定され、規模は長径2.15m、

短径0.72m、深さO.llmである。主軸方位はN-72°

-Wを指す。

出土遺物はない。時期は中世と考えられる。

A区第55号土塘（第267図）

A区第55号土壊は45-9・10グリッドに位置する。

重複する第 6号掘立柱建物跡を切っていた。

平面形態は長方形で、規模は長径2.20m、短径0.62

m、深さ0.28mである。主軸方位はN-17°-Eを指

す。

出土遺物はない。時期は中世と考えられる。

A区第56号土壌（第270図）

A区第56号土壊は44・45-10グリッドに位置する。

重複する第 6号掘立柱建物跡、第58号土壊を切り、

第37号住居跡に切られていた。

平面形態は超長方形で、規模は長径3.92m、短径

0. 78m、深さ0.50mである。主軸方位はN-0゚ を
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指す。

出土遺物は須恵器蓋甕壺がある（第278図65~

67)が、いずれも混入である。時期は中世、第37号住

居跡との関係から14世紀またはそれ以前となる。

A区第57号土壊（第270図）

A区第57号土堀は44・45-10グリッドに位置する。

第56号土壊の東側に平行し、第 6号掘立柱建物跡、

第58号土壊を切り、第37号住居跡に切られていた。

平面形態は超長方形で、規模は長径3.30m、短径

0. 70m、深さ0.30mである。主軸方位はN-3°-E

を指す。

出土遺物は須恵器皿がある（第278図68)が、混人で

ある。時期は中世、第37号住居跡との関係から14世

紀またはそれ以前となる。

A区第58号土塘（第270図）

A区第58号土壊は45-10グリッドに位置する。重

複する第 6号掘立柱建物跡を切り、第56・57号土壊に

切られている。

平面形態は長方形で、規模は長径3.00m、短径1.05

m、深さ0.30mである。主軸方位はN-87°-Wを指

す。

出土遺物は須恵器皿がある（第278図69)が、混入で

ある。時期は中世と推定され、第56・57号土壊との関

係から14世紀以前となろう。

A区第59号土壌（第259図）

A区第59号土壊は39-11グリッドに位置する。第

27号溝跡と重複するが、新旧関係は不明である。

平面形態は円形で、規模は長径0.42m、短径0.40

m、深さ0.20mである。

出土遺物は土師器の1II1（第278図70)と瓦質の壺（第

282図159)がある。瓦質の壺は14世紀代に否定される。

時期は中世と考えられる。

A区第60号土壊（第264図）

A区第60号土壊は44-10グリッドに位置する。第

61号土城が北側に軸を揃えて直列する。

平面形態は長方形で、北壁際の底面が一段深く掘

り込まれている。規模は長径1.28m、短径0.80m、

深さ0.42mである。主軸方位はN-3°-Wを指す。

出土遺物はない。時期は不明確であるが、中世と

考えられる。

A区第61号土壌（第271図）

A区第61号土壊は43・44-10グリッドに位置し、第

60号土壊の北側に直列する。重複する17号掘立柱建

物跡•第131号土堀を切っていた。

平面形態は超長方形で、規模は長径4.98m、短径

0.94m、深さ0.40mである。主軸方位はN-1°-W 

を指す。

出土遺物はない。時期は中世と考えられる。

A区第62号土壌（第273図）

A区第62号土壊は45-10グリッドに位置する。長

方形土壊群の一角にあり、第39・46・52号土壊に切ら

れていた。

平面形態は長方形と推定される。残存規模は長径

0.80m、短径0.60m、深さ0.34mである。主軸方位

はほぼ座標北を指す。

出土遺物はない。時期は中世と考えられる。

A区第63号土壌（第259図）

A区第63号土壊は39-10グリッドに位置する。第

31号溝跡と重複するが、新旧関係は不明である。

平面形態は楕円形で、規模は長径0.84m、短径0.60

m、深さ0.16mである。

出土遺物は在地系の片口鉢がある（第282図158)。

遺物の時期は中世であるが、伴うか否か不明である。

A区第64号土壊（第259図）

A区第64号土壊は39-10グリッドに位置する。第

31号溝跡と重複するが、新旧関係は不明である。

平面形態は楕円形で、規模は長径0.52m、短径0.40

m、深さ0.14mである。

出土遺物はない。時期は中世と考えられる。

A区第65号土壌（第273図）

A区第65号土壊は45•46-10グリッドに位置する。

重複する第66・68号土壊を切り、第11号溝跡に切られ

ていた。

平面形態は超長方形で、規模は長径5.15m、短径

-329-
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1.00m、深さ0.52mである。主軸方位はN-83°-W

を指す。

出土遺物は須恵器高台椀がある（第278図71)が、混

人である。時期は中世と考えられる。

A区第66号土壊（第273図）

A区第66号士壊は45・46-10グリッドに位置する。

重複する第46・65号土壊、第11局溝跡に切られていた。

平面形態は超長方形で、規模は長径3.60m、短径

0.80m、深さ0.79mである。主軸方位はN-15°-E

を指す。

出土遺物は常滑焼きの甕胴部片（第278図72)と片

口鉢（73)がある。常滑甕は外面に叩き痕が残る。片

口鉢は土師質で、内面が黒ずんでいる。 14世紀前半

頃と推定される。時期は出土遺物から14世紀頃と推

定される。

A区第67号土壊（第264図）

A区第67号土壊は44-10グリッドに位置する。重

複する第 6号掘立柱建物跡を切り、第37号住居跡に

切られていた。

平面形態は方形と推定され、残存規模は長径0.80

m、短径0.62m、深さ0.27mである。

出土遺物はない。時期は不明であるが、第37号住

居跡との関係から14但紀以前になる。

A区第68号土壊（第273図）

A区第68号土堀は45・46-10グリッドに位置する。

重複第65・66号上壊、第11号溝跡に切られていた。

平面形態は長方形で、規模は長径2.52m、短径0.95

m、深さ0.57mである。主軸方位はN-86°-Wを指

す。

出土遺物はない。時期は中世と考えられる。

A区第69号土壊（第274図）

A区第69号土壊は47・48-12・13グリッドに位置す

る。重複する第78・79号土壊を切っている。南端は調

査区外に延びている。

平面形態は超長方形で、規模は長径4.20m、短径

0.95m、深さ0.16mである。主軸方位はN-6°-E

を指す。埋土は床面に堅く締まった黒色土が堆積し、

その上部はローム混じりの暗褐色土で埋め戻されて

いた（第 1層）。

出土遺物は須恵器杯•高台坪、土錘（第278図74~

77)が検出されたが混入である。時期は中世と考えら

れる。

A区第70号土壌（第274図）

A区第70号土壊は48-13グリッドに位置し、南部

は調査区外に掛かっている。

平面形態は長方形と推定され、残存規模は長径

1.22m、短径1.10m、深さ0.20mである。主軸方位

はN-11°-Eを指す。埋土は第69号土堀と同様であ

る。

出土遺物は須恵器高台椀と高台皿がある（第279図

78・79)が、混入である。時期は中世と考えられる。

A区第71号土壊（第274図）

A区第71号土壊は47・48-13グリッドに位置する。

平面形態は長方形で、規模は長径2.32m、短径0.96

m、深さ0.10mである。主軸方位はN-8°-Eを指

す。埋土は第69号土壊と同一である。

出上遺物は須恵器高台椀がある（第279図80)が、混

入である。時期は中世と考えられる。

A区第72号土壌（第274図）

A区第72号土壊は47-13グリッドに位置する。

平面形態は長方形で、規模は長径2.94m、短径0.80

m、深さO.llmである。主軸方位はN-12°-Eを指

す。埋土は第69号士壊と同一である。

出土遺物は須恵器高台皿がある（第279図81)が、混

入である。時期は中世と考えられる。

A区第73号土壊（第262図）

A区第73号土壊は47-14グリッドに位置する。

平面形態は円形で、規模は長径1.18m、短径1.02

m、深さ0.36mである。

出土遺物はない。時期は不明である。

A区第74号土壊（第264図）

A区第74号土壊は46・47--,-14グリッドに位置し、東

部は調査区外に延びている。

平面形態は長方形と推定され、規模は長径1.30m、
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短径0.82m、深さ0.14mである。主軸方位はN-90°

-wを指す。

出土遺物はない。時期は中世と考えられる。

A区第75号土壌（第268図）

A区第75号土壊は46-13グリッドに位置する。重

複する第76号土壊を切り、第12号溝跡に上部を削平

されていた。

平面形態は長方形で、規模は長径2.54m、短径0.92

m、深さ0.20mである。主軸方位はN-12°-Eを指

す。埋土は第 1層がローム混じりの暗褐色土、第 2

層が黒色土である。

出土遺物は須恵器高台盤がある（第279図82)が、混

入である。時期は中世と考えられる。

A区第76号土塘（第268図）

A区第76号土壊は46-13グリッドに位置する。重

複する第75号土壊に切られていた。

平面形態は長方形で、規模は長径2.06m、短径0.96

m、深さ0.26mである。主軸方位はN-85°-Wを指

す。埋土は第 3・4層がロームブロック混じりの暗褐

色士、第 5層が黒色土で基本的に第75号土壊と類似

した土層である。

出土遺物はない。時期は中世と考えられる。

A区第77号土塘（第267図）

A区第77号土壊は45・46-12グリッドに位置する。

重複する第56・57号住居跡を切り、第43号溝跡に上面

を削平されていた。

平面形態は超長方形で、規模は長径3.75m、短径

0.88m、深さ0.42mである。主軸方位はN-3°-W

を指す。埋土は底面直上に堅く締まった黒色土（第 2

層）、その上層はローム滉じりの暗褐色土が堆積して

いた（第 1層）。

遺物は土師器杯・暗文杯・甕、須恵器杯・高台椀・

lill.蓋•長頸瓶・鉢・高盤がある（第279図83~99)

が、混人資料である。時期は中但と考えられる。

A区第78号土壌（第257図）

A区第78号上壊は47-12グリッドに位置する。重

複する第69・79号十簸に切られていた。

平面形態は円形で、残存規模は長径0.96m、短径

0.80m、深さ0.32mである。

出土遺物はない。時期は不明確であるが、古代に

遡る可能性がある。

A区第79号土壌（第274図）

A区第79号土壊は47-12・13グリッドに位置する。

重複する78号土城を切り、第69号土壊に切られてい

る。

平面形態は長方形で、規模は長径1.56m、短径0.86

m、深さ0.20mである。主軸方位はN-10°-Eを指

す。埋土は上層にロームブロックを微量含む黒褐色

土、下層に暗茶褐色土が堆積していた。

出土遺物はない。時期は中世またはそれ以前と考

えられる。

A区第80号土壊（第272図）

A区第80号土壊は45-13グリッドに位置し、土

壊群の一角にある。重複する第82号土壊を切ってい

た。

平面形態は長方形で、規模は長径3.46m、短径1.04

m、深さ0.18mである。主軸方位はN-81°-Wを指

す。

遺物は須恵器高台椀と甕がある（第279図100・101) 

が、混入と思われる。時期は中世と考えられる。

A区第81号土壊（第272図）

A区第81号土堀は45-13・14グリッドに位置し、重

複する第82・113号土壊を切っていた。

平面形態は超長方形で、規模は長径6.72m、短径

l.OOm、深さ0.25mである。主軸方位はN-90°-W

を指す。

出土遭物は須恵器皿がある（第279図102)が混入で

ある。時期は中世と考えられる。

A区第82号土壊（第272図）

A区第82碧土堀は45-13グリッドに位罹する。重

複する第83・112昇土堀を切り、第80・81号土城に切ら

れていた。

平面形態は長方形と推定され、規模は長径2.14m、

短径0.86m、深さ0.20mである。t軸方位はN-38°
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-Eを指す。埋土は第 1層がローム混じりの黒褐色

土、第2層が堅く締まった黒色土である。

出土遺物はない。時期は中世と考えられる。

A区第83号土壊（第272図）

A区第83号土壊は45-13グリッドに位置する。重

複する112号土壊を切り、第82号土壊に切られていた。

平面形態は長方形で、規模は長径3.04m、短径1.30 

m、深さ0.22mである。主軸方位はN-76°-Wを指

す。埋土は第3層が砂質の強い暗褐色上、第4層が

ロームブロック混じりの暗褐色土、第 5層が黒褐色

土である。

出土遺物は須恵器高台椀が検出された（第279図

103)が、混入である。時期は中世と考えられる。

A区第84号土壌（第260図）

A区第84号土壊は46-14グリッドに位置する。重

複する第54号住居跡を切っている。

平面形態は楕円形で、規模は長径0.98m、短径0.78 

m、深さ0.10mである。主軸方位はN-0゚ を指す。

埋土はローム粒子と炭化物粒子を含む黒褐色上であ

る。

出土遺物はない。時期は不明確であるが、中世の

可能性がある。

A区第85号土壊（第260図）

A区第85号土壊は46-15グリッドに位置する。重

複する第86号土壊との関係は不明である。

平面形態は楕円形で、規模は長径1.12m、短径1.08

m、深さO.llmである。

出土遺物はない。時期は不明である。

A区第86号土壌（第264図）

A区第号士壊は46・47-15グリッドに位置する。重

複する第85号土壊との新旧関係は不明である。

平面形態は不整形で、規模は長径0.80m、短径0.76 

m、深さO.llmである。埋土は第 1層が暗褐色土混

じりの黒褐色土、第 2層がローム混じりの黒褐色土

である。

出土遺物はない。時期は不明である。

A区第87号土壌（第264図）

A区第87号土壊は46・47-15グリッドに位置し、南

部は調査区外に延びている。

平面形態は不整形で、規模は長径1.24m、短径0.65

m、深さ0.08mである。埋土は第86号土壊と同様で

ある。

出土遺物はなかった。時期は不明である。

A区第88号土墳（第262図）

A区第88号土壊は46-15グリッドに位置する。

平面形態は円形で、規模は長径1.00m、短径0.80

m、深さ0.09mである。埋土はローム混じりの暗褐

色土である。

出土遺物は須恵器高台椀（第279図104)があるが伴

うか否か不明である。時期は不明である。

A区第89号土塘（第262図）

A区第89号土壊は46-15グリッドに位置する。

平面形態は楕円形で、規模は長径0.70m、短径

0.58m、深さ0.10mである。主軸方位はN-2°-E

を示す。埋土はロームブロック混じりの暗褐色土で

ある。

出土遺物はなかった。時期は不明である。

A区第90号土壊（第268図）

A区第90号土壊は46・47-15グリッドに位置する。

北側には第91号土壊が軸を揃えて直列している。

平面形態は長方形で、 2基の撹乱によって上面を

削平されていた。規模は長径3.32m、短径1.00m、

深さ0.20mである。主軸方位はN-12°-Eを示す。

出土遺物はなかった。時期は中世と考えられる。

A区第91号土壊（第268図）

A区第91号土壊は46-15グリッドに位置する。重

複する第14号溝跡よりも古い。

平面形態は長方形で、規模は長径3.65m、短径0.95

m、深さ0.16mである。主軸方位はN-11°-Eを示

す。

出土遺物はなかった。時期は中世と考えられる。

A区第92号土壌（第266図）

A区第92号土壊は46-15グリッドに位置する。重
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第264図 A区土壊（8)
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第265図 A区土壌（9)
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複する第14号溝、第93号土壊よりも古い。

平面形態は長方形で、規模は長径2.46m、短径1.10

m、深さ0.35mである。主軸方位はN-66°-Wを示

す。

出土遺物はなかった。時期は中捐と考えられる。

A区第93号土壊（第266図）

A区第93号土壊は46-15グリッドに位置する。重

複する第92号上壊を切っていた。

平面形態は長ガ形で、規模は長径2.00m、短径1.14

m、深さ0.28mである。主軸方位はN-71°-Wを示

す。

出t遺物は鉄滓（第279図105)がある。時期は中棋

と考えられる。

A区第94号土壊（第267図）

A区第94号上堀は45・46-15グリッドに位置し、重

複する第15号溝に切られている。

平面形態は長方形で、規模は長径2.90m、短径］．00

m、深さ0.19mである。主軸方位はN-72°-Wを示

す。

出土遺物はなかっに時期は中柑と考えられる。

A区第95号土墳（第264図）

A区第95号土壊は45-15グリッドに位置する。

平面形態は長方形で、規模は長径1.20m、短径0.75

m、深さ0.06mである。主軸方位はN-75°-Wを示

す。

出上遺物はなかった。時期は中世と考えられる。

A区第96号士壊（第268図）

A区第96号土堀は45-15グリッドに位置し、重複

する第15号溝に切られていた。

平面形態は長方形と推定され、規模は長径2.00m、

短径1.05m、深さ0.05mである。主軸方位はN-86°

-Wを示す。

出土遺物はなかった。時期は中世と考えられる。

A区第97号土墳（第267図）

A区第97号土壊は45-15グリッドに位置する。

平面形態は長方形で、規模は長径2.54m、短径

0.96m、深さ0.40mである。主軸方位はN-68°-W

を示す。

出土遺物はなかった。時期は中世と考えられる。

A区第98号土壌（第268図）

A区第98号土塙は45-14グリッドに位置する。

平面形態は長方形で、規模は長径3.38m、短径

1. 08m、深さ0.28mである。主軸方位はN-80°-W

を示す。

出土遺物はなかった。時期は中世と考えられる。

A区第99号土壊（第259図）

A区第99号士壊は39-11グリッドに位置する。

平面形態は楕円形で、規模は長径0.46m、短径

0.32m、深さ0.10mである。

出土遺物はなかった。時期は不明である。

A区第100号土壌（第263図）

A区第100号上堀は46-15グリッドに位置する。

平面形態は不整形で、規模は長径1.66m、短径

0. 70m、深さ0.24mである。埋土は暗褐色土を括調

とし、第 2層にローム粒子が多旦に含まれていた。

出土遺物はなかった。時期は不明である。

A区第101号土壊（第257図）

A区第101号土壊は46-15グリッドに位置する。

平面形態は不整円形で、規模は長径0.75m、短径

0. 70m、深さ0.18mである。埋土はローム粒子混じ

りの暗褐色士である。

出土遺物はなかった。時期は不明である。

A区第102号土壊（第262図）

A区第102号七壊は46-15グリッドに位置する。

平面形態は楕円形で、規模は長径0.75m、短径

0.42m、深さ0.12mである。主軸方位はN-6°-W

を不す。埋土はローム粒子と黒色土混じりの暗褐色

士である。

出土遺物はなかった。時期は不明である。

A区第103号土壊（第274図）

A区第103号土壊は45-12グリッドに位置する。重

複する第11• 12号掘立柱建物跡よりも新しい。

平面形態は超長方形で、規模は長径5.70m、短径

1.10m、深さ0.39mである。主軸方位はN-35°-W
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を示す。埋土は底面直上に黒色土、その上部はロー

ムブロック混じりの暗褐色士が堆積していた。

出土遺物はなかった。時期は中世と考えられる。

A区第104号土壊（第262図）

A区第104号土壊は45-14グリッドに位置する。

平面形態は楕円形で、規模は長径1.82m、短径1.32 

m、深さ0.12mである。主軸方位はN-71°-Wを示

す。埋土はロームブロックを少量含む暗褐色土であ

る。

出土遺物はなかった。時期は不明確であるが中世

の可能性がある。

A区第105号土壊（第271図）

A区第105号土壊は44・45-13グリッドに位置する。

第82号土壊の北東側に軸を揃えて直列する。

平面形態は超長方形で、規模は長径4.44m、短径

1.10m、深さ0.40mである。主軸方位はN-35°-E

を示す。

遺物は須恵器高台椀、鉄滓（第280図106• 107)が出

土している。時期は中世と考えられる。

A区第106号土壌（第268図）

A区第106号土城は44・45-13グリッドに位置する。

平面形態は長方形で、規模は長径3.05m、短径0.85

m、深さ0.38mである。主軸方位はN-6°-Eを示

す。

出土遺物はなかった。時期は中世と考えられる。

A区第107号土壌（第265図）

A区第107号土壊は45-13グリッドに位置し、内部

にピットが重複していた。

平面形態は長方形で、規模は長径1.85m、短径0.76 

m、深さ0.12mである。主軸方位はN-60°-Eを示

す。

出土遺物はなかった。時期は中世と考えられる。

A区第108号土壌（第263図）

A区第108号土堀は45-13グリッドに位置する。重

複する第llO• lll号土壊よりも新しい。

平面形態は長方形で、規模は長径2.45m、短径

1.20m、深さ0.23mである。主軸方位はN-3°-E 

を示す。

出土遺物は須恵器高台椀がある（第280図108)が混

人であろう。時期は中世と考えられる。

A区第109号土塘（第262図）

A区第109号土壊は45-13グリッドに位置する。

平面形態は円形で、規模は長径1.04m、短径1.02 

m、深さ0.16mである。埋土はローム粒子・焼土粒

子を含む暗褐色土である。

出土遺物はなかった。時期は不明である。

A区第110号土壌（第263図）

A区第110号土壊は45-13グリッドに位置し、重複

する第108号土壊に切られている。

平面形態は不整形で、規模は長径1.02m、短径0.64

m、深さ0.16mである。

出土遺物はなかった。時期は不明である。

A区第111号土壊（第263図）

A区第111号土壊は45-13グリッドに位置し、重複

する第108号土壊に切られている。

平面形態は円形で、規模は長径1.25m、短径0.96

m、深さ0.20mである。

出土遺物はなかった。時期は不明であるが、古代

の可能性はある。

A区第112号土壊（第262図）

A区第112号土壊は45-13グリッドに位置する。重

複する第80• 82 • 83号土壊よりも古い。

平面形態は円形で、規模は長径1.14m、短径0.98

m、深さ0.29mである。

出土遺物は須恵器甕（第280図109)がある。時期は

中世以前、古代の可能性もある。

A区第113号土壊（第262図）

A区第113号土壊は45-13グリッドに位置する。重

複する第81・83号土壊に切られている。

平面形態は円形で、規模は長径1.05m、短径0.40

m、深さ0.08mである。

出土遺物はなかった。時期は中世以前、古代の可

能性もある。
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第266図 A区土填（10)
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第267図 A区土壌（11)
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A区第114号土堀（第262図）

A区第114号土堀は45-13グリッドに位置する。

平面形態は円形で、規模は長径1.12m、短径1.12 

m、深さ0.26mである。

出土遺物はなかった。時期は古代の可能性がある。

A区第115号土墳（第262図）

A区第115号土壊は44・45-13グリッドに位置する。

平面形態は不整形で、規模は長径1.65m、短径1.20 

m、深さ0.12mである。

出士遺物はなかった。時期は古代の可能性がある。

A区第116号土壌（第257図）

A 区第116号•土壊は46-10グリッドに位置する。重

複する第48号住居跡上面を削平している。

平面形態は円形で、規模は長径1.00m、短径0.65

m、深さ0.20mである。埋土はローム粒子を含む暗

褐色土である。

出上遺物は灰釉陶器長頸瓶（第280図］10)がある。

時期は熊野M~VII期と考えられる。

A区第117号土壊（第259図）

A区第117号土壊は39-11グリッドに位置する。重

複する第32号溝跡を切っている。

平面形態は楕円形で、規模は長径0.64m、短径0.30

m、深さ0.08mである。主軸方位はN-18°-Wを示

す。

出土遺物は小礫が多鼠に詰まっていた。時期は近

世以降と推定される。

A区第118号土堀（第260図）

A区第118号土壊は46-12グリッドに位置する。重

複する第56号住居跡覆土上につくられていた。

平面形態は楕円形で、規模は長径1.20m、短径

0.92m、深さ0.22mである。主軸方位はN-0゚ を

示す。

出土遺物は土師器暗文杯・甕、須恵器高台椀・皿（第

280図111~114)が出土している。時期は須恵器高台

椀と皿から熊野M~"期と考えておきたい。

A区第119号土墳（第260図）

A区第119号土壊は45-10グリッドに位置する。重

複する第13号掘立柱建物跡よりも古い。

平面形態は楕円形で、規模は長径0.80m、短径0.62

m、深さ0.16mである。主軸方位はN-12°-Eを示

す。

出土遺物はなかった。時期は中世以前、古代の可

能性がある。

A区第120号土壊（第260図）

A区第120号t堀は45-10グリッドに位置する。

平面形態は楕円形で、規模は長径1.32m、短径0.94

m、深さ0.14mである。主軸方位はN-15°-Eを示

す。埋土は焼士粒子を多最に含む褐色土である。

出七遺物はなかった。時期は不明確である。

A区第121号土壌（第264図）

A区第121丹七壊は48-14グリッドに位置する。

平面形態は長方形で、規模は長径0.80m、短径0.40

m、深さ0.08mである。主軸方位はN-18°-Eを示

す。

出土遺物は古銭が 5点（第280図115~119)出土し

ている。古銭は北宋銭が 2枚、遼銭？が 1枚、明銭

が2枚である。出土状態は不明確であるが、伴うと

すれば墓熾の可能性があろう。時期は15世紀以降で

ある。

A区第122号土壌（第257図）

A区第122号土壊は45-13グリッドに位置する。

平面形態は円形で、規校は長径0.90m、短径0.90

m、深さ0.08mである。埋土はローム粒子と焼土粒

子を少量含む褐色土である。

出土遺物はなかった。時期は小明である。

A区第123号土壊（第260図）

A区第123号土堀は45・46-12グリッドに位置する。

平面形態は楕円形で、規模は長径1.24m、短径1.10

m、深さ0.12mである。主軸方位はN-18°-Wを示

す。埋土は焼土粒子をやや多く含む暗褐色土である。

出土遺物はなかった。時期は不明確であるが古代

の可能性がある。

A区第124号土塘（第260図）

A区第124号土痰は45-9グリッドに位置する。
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平面形態は楕円形で、規模は長径1.22m、短径0.94

m、深さ0.10mである。主軸方位はN-20°-Wを示

す。埋土はローム粒子と焼土粒子を少量含む暗褐色

土である。

出土遺物はなかった。時期は不明確であるが古代

の可能性がある。

A区第125号土壊（第262図）

A区第125号土壊は45-9グリッドに位置する。

平面形態は不整形（鍵穴状）で、規模は長径1.95m、

短径1.10m、深さ0.40mである。埋士はロームブロ

ック混じりの暗褐色上である。

出土遺物は須恵器フラスコ瓶と甕（第280図120• 

121)が出土している。時期は不明確であるが古代の

可能性もある。

A区第126号土墳（第262図）

A区第126号土壊は46-10グリッドに位置する。軍

複する第11号溝跡と第66号土壊に切られている。

平面形態は不整形で、規模は長径1.10m、短径0.70 

m、深さ0.16mである。埋土はローム粒子と火山灰？

を少鼠含む灰褐色土である。

出土遺物はなかった。埋土の状態から時期は中世

の可能性がある。

A区第127号土壊（第268図）

A区第127号土壊は44-10グリッドに位置する。

平面形態は超長方形で、規模は長径3.55m、短径

0.65m、深さ0.24mである。主軸方位はN-81° -

Wを示す。

出土遺物はなかった。時期は中世と考えられる。

A区第128号土壌（第265図）

A区第128号土壊は43・44-10グリッドに位置する。

重複する第16号掘立柱建物跡よりも新しい。

平面形態は長方形で、規模は長径1.60m、短径

0.82m、深さ0.34mである。主軸方位はN-0゚ を

示す。埋土は第 1層がロームブロックをやや多く含

む褐色土、第 2・4層はローム粒子を少量含む暗褐色

土である。第 3層は砂質の強い明褐色土である。

出土遺物は第 1層を中心に円礫や片岩、角礫が10

数点まとまって出土した。墓壊の可能性もあるが確

証は得られなかった。時期は中世と推定される。

A区第129号土壊（第263図）

A区第129号土嫌は44-10グリッドに位置する。重

複する第36号住居跡よりも新しい。

平面形態は不整形で、規模は長径1.02m、短径0.46

m、深さ0.16mである。底面にピットが掘り込まれ

ているが、ピットの方が古い。土壊埋土には火山灰

が含まれていた。

出土遺物はない。時期は近世以降と考えられる。

A区第130号土壌（第257図）

A区第130号土壊は35-12グリッドに位置する。

平面形態は円形で、規模は長径1.10m、短径1.02 

m、深さ0.09mである。

出土遺物は土師器杯・暗文杯、須恵器lIIl．蓋、砥

石（第280図122~129)が出土している。時期は不明確

であるが、須恵器lIILの存在から熊野VI~W期以降と

考えられる。

A区第131号土壌（第266図）

A区第131号土堀は43-10グリッドに位置する。重

複する第75号住居跡を切り、第61号土壊に切られて

しヽた。

平面形態は超長方形で、規模は長径1.70m、短径

0.40m、深さ0.10mである。主軸方位はN-0゚ を

示す。

出土遺物はなかった。時期は中世と考えられる。

A区第132号土壊（第266図）

A区第132号土壊は44-11グリッドに位置し、東側

に軸をほぼ揃えて第133号土壊が隣接する。重複する

第15号掘立柱建物跡、第 5号特殊遺構よりも新しい。

平面形態は長方形で、規模は長径2.32m、短径

0.85m、深さ0.62mである。主軸方位はN-88°-E

を示す。

出上遺物はなかった。時期は中世と考えられる。

A区第133号土壊（第266図）

A区第133号土壊は44-l1グリッドに位置する。

平面形態は長方形で、規模は長径1.98m、短径
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第268図 A区土壌（12)
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第269図 A区土塘（13)
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0.80m、深さ0.52mである。主軸方位はN-89°-E

を示す。

出土遺物は土師器杯（第280図130• 131)があるが、

混入である。時期は中世と考えられる。

A区第134号土壌（第263図）

A区第134号土壊は44-11グリッドに位置する。

平面形態は円形で、規模は長径1.27m、短径1.06

m、深さ0.40mである。埋土は黒褐色土で、第 1層

にはロームブロックが多量に含まれていた。

出土遺物はなかった。時期は不明確であるが、古

代の可能性もある。

A区第135号土壊（第260図）

A区第135号土壊は44-11グリッドに位置する。

平面形態は楕円形で、規模は長径1.10m、短径0.80

m、深さ0.45mである。主軸方位はN-13°-Wを示

す。埋土は第 1 層がロームブロック•焼土粒子を多量

に含む黒褐色土で、第 2層は焼土を少量含む暗褐色

土である。

出土遺物は土師器杯・小型甕（第280• 281図132~

134)が出土している。時期は古代の可能性がある。

A区第136号土壌（第257図）

A区第136号土壊は43-11グリッドに位置する。重

複する第20号掘立柱建物跡よりも新しい。

平面形態は円形で、規模は長径1.05m、短径0.95

m、深さ0.24mである。

出土遺物は須恵器蓋または1Il1.（第281図135)がある。

時期は不明確であるが古代の可能性がある。

A区第137号土壊（第263図）

A区第137号土壊は調査区北端の36-16グリッド

に位置し、第40号溝跡を切っている。

平面形態は不整形で、規模は長径1.30m、短径0.40

m、深さ0.21mである。埋土は第 1層が褐色土、第

2層はローム混じりの暗褐色土である。

出土遺物は土師器甕、須恵器横瓶がある（第282図

156.157)。時期は不明確であるが、古代の可能性が

ある。

A区第138号土壊（第260図）

A区第138号土堀は43-10グリッドに位置する。重

複する第22号掘立柱建物跡よりも新しい。

平面形態は楕円形で、規模は長径1.OOm、短径

0.95m、深さ0.10mである。主軸方位はN-27°-W

を示す。

出土遺物はなかった。時期は不明確であるが古代

の可能性がある。

A区第139号土壊（第257図）

A区第139号土壊は43-9グリッドに位置する。第

85号住居跡覆土上部に掘り込まれていた。

平面形態は円形で、規模は長径0.95m、短径0.90

m、深さ0.20mである。埋土はローム粒子をやや多

く含む黒褐色土である。

出土遺物はなかった。時期は熊野I期以降である。

A区第140号土壊（第265図）

A区第140号土壊は44-9グリッドに位置し、重複

する第33号住居跡に切られている。

平面形態は長方形で、規模は長径1.30m、短径1.14

m、深さ0.16mである。主軸方位はN-73° -Eを

示す。埋土はロームブロックを多量に含む褐色土で

ある。

出土遺物はなかった。時期は中阻の可能性がある。

A区第141号土壌（第27]図）

A区第141号土堀は42-14グリッドに位置する。重

複する第20号溝跡に切られ、第3号井戸跡よりも新

しい。

平面形態は超長方形で、規模は長径5.28m、短径

1.26m、深さ0.36mである。主軸方位はN-10°-E

を示す。埋土はロームブロックを多量に含む暗褐色

土である。

出土遺物はなかった。時期は中世と考えられる。

A区第142号土堀（第263図）

A区第142号土壊は42・43-9グリッドに位置する。

重複する第85号住居跡床面を掘り下げていた。

平面形態は不整形で、底面は一定しない。側壁は

オーバーハングしている部分が認められた。規模は

長径3.95m、短径1.73m、深さ0.72mである。埋土
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はロームブロック混じりの黒褐色土を基調としてお

り、人為的に埋め戻されたものと考えられる。住居

廃絶後、粘土採掘を目的として再掘削されたものと

推定される。

出土遺物は土師器杯、須恵器坪（第281図136• 137) 

が出土している。時期は須恵器杯から熊野1I期頃と

考えておきたい。

A区第143号土壊（第257図）

A区第143号土壊は43-10グリッドに位置する。

平面形態は円形で、規模は長径1.20m、短径1.16

m、深さ0.30mである。埋土は黒褐色土で、第 1層

にはロームは少なく、第 2層には多量に含まれてい

た。堆積状態はやや不自然である。

出土遺物はなかった。時期は不明確であるが古代

の可能性もある。

A区第144号土塘（第258図）

A区第144号土壊は43-10グリッドに位置する。重

複する第29• 35号掘立柱建物跡よりも新しい。

平面形態は円形で、規模は長径1.20m、短径1.06

m、深さ0.16mである。

出土遺物はなかった。時期は不明確であるが古代

の可能性がある。

A区第145号土壊（第261図）

A区第145号土壊は43-9グリッドに位置し、重複

する第26号住居跡に切られている。

平面形態は楕円形で、規模は長径1.70m、短径

0.68m、深さ0.22mである。主軸方位はN-17° ―
Eを示す。埋土は焼土粒子を多量に含む黒褐色土で

ある。

出土遺物は土師器坪・台付甕、須恵器坪・蓋（第281

図138~143)が出土している。時期は熊野m期頃と考

えられる。

A区第146号土壊（第258図）

A区第146号土壊は42-9グリッドに位置し、重複

する第34号掘立柱建物跡よりも新しい。

平面形態は円形で、規模は長径1.02m、短径0.92

m、深さ0.25mである。

出土遺物はなかった。時期は不明である。．

A区第147号土壊（第265図）

A区第147号土壊は42-11グリッドに位置する。

平面形態は長方形で、規模は長径1.75m、短径

1. 00m 、深さ 0.32mである。主軸方位はN-22°— E

を示す。埋土は第 1層がロニムブロックを多量に含

む黒褐色土、第 2層がローム混じりの暗褐色土であ

る。

出土遺物はなかった。時期は不明確であるが、古

代の可能性がある。

A区第148号土壌（第269図）

A区第148号土壊は41・42-11グリッドに位置する。

平面形態は長方形で、規模は長径2.54m、短径0.80

m、深さ0.26mである。主軸方位はN-73°-Wを示

す。埋土はロームブロックを多量に含む暗褐色土で

ある。

出土遺物はなかった。時期は不明確であるが中世

またはそれ以前と考えられる。

A区第149号土塘（第265図）

A区第149号土壊は42-12グリッドに位置する。

平面形態は長方形で、規模は長径1.54m、短径

0.95m、深さ0.07mである。主軸方位はN-56°-E

を示す。埋土はローム粒子を少量含む黒褐色土である。

出土遺物はなかった。時期は不明確であるが中世

またはそれ以前と推定される。

A区第150号土塘（第263図）

A区第150号土壊は42-12グリッドに位置する。

平面形態は円形で、規模は長径0.90m、短径0.82

m、深さ0.05mである。埋土は央雑物をあまり含ま

ない黒褐色土である。

出土遺物はなかった。時期は不明確であるが中世

またはそれ以前と推定される。

A区第151号土墳（第261図）

A区第151号土壊は43-9グリッドに位置する。

重複する第83号住居跡よりも新しい。

平面形態は不整円形で、規模は長径1.30m、短径

1.06m、深さ0.25mである。埋土はロームブロック
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第270図 A区土壌(14)
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混じりの暗褐色土で、人為的に埋め戻されたものと

思われる。

出土遺物はなかった。時期は熊野I期以降となる

が詳細は不明である。

A区第152号土壊（第258図）

A区第152号士壊は43-9グリッドに位置し、第27

号住居跡と接している。

平面形態は円形で、規模は長径1.35m、短径1.32 

m、深さ0.16mである。埋士はローム粒子を少量含

む暗褐色土である。

出土遺物はなかった。時期は不明確であるが古代

の可能性もある。

A区第153号土壌（第261図）

A区第153号土壊は42-9グリッドに位置する。重

複する第154号土壊よりも新しい。

平面形態は円形で、規模は長径1.08m、短径1.10 

m、深さ0.28mである。埋土はロームブロックと焼

土を少量含む褐色土である。

出土遺物はなかった。時期は不明である。

A区第154号土壌（第261図）

A区第154号土壊は42-9グリッドに位置する。重

複する第153号土壊に切られている。

平面形態は不整楕円形で、規模は長径2.34m、短

径1.03m、深さ0.12mである。主軸方位はN-8°

-Eを示す。埋土はローム粒子を多量に含む暗褐色

上である。

出土遺物はなかった。時期は不明である。

A区第155号土壊（第258図）

A区第155号土壊は41・42-11グリッドに位置する。

平面形態は円形で、規模は長径0.75m、短径0.70m、

深さ0.06mである。

出上遺物はなかった。時期は不明である。

A区第156号土壌（第263図）

A区第156号土壊は41-11グリッドに位置する。

平面形態は円形で、規模は長径0.90m、短径0.82

m、深さ0.08mである。埋土はロームブロック混じ

りの黒褐色土である。

出土遺物はなかった。時期は不明である。

A区第157号土壊（第265図）

A区第157号土壊は42-11グリッドに位置する。

平面形態は長方形で、規模は長径1.48m、短径0.82

m、深さ0.30mである。主軸方位はN-2° -Eを

示す。埋土はローム粒子と炭化物量子を少量含む暗

褐色土である。

出土遺物はなかった。時期は不明である。

A区第158号土壊（第264図）

A区第158号士壊は41-10グリッドに位置する。

平面形態は長方形で、規模は長径l.OOm、短径0.52

m、深さ0.58mである。主軸方位はN-77°-Eを示

す。埋土は火山灰（浅間A軽石）を多量に含む灰褐色

土である。

出土遺物はなかった。時期は近世以降である。

A区第159号土壌（第265図）

A区第159号土壊は44-15グリッドに位置し、重複

する第18号溝跡よりも新しい。

平面形態は長方形で、規模は長径1.32m、短径0.96

m、深さO.llmである。主軸方位はN-20°-Eを示

す。埋土はローム粒子とロームブロックを少量含む

黒褐色土である。

出土遺物はなかった。時期は近世後期以前、おそ

らく中世の所産と推定される。

A区第160号土壌（第265図）

A区第160号土壊は43-14グリッドに位置し、重複

する第18号溝跡を切っていた。

平面形態は長方形で、規模は長径2.45m、短径

1.40m、深さ0.24mである。主軸方位はN-88°-E

を示す。埋土はロームブロック混じりの黒褐色土で

ある。

出土遺物は平瓦（第281図144)がある。須恵質で焼

きは良い。凸面は平行叩き、凹面は丁寧なナデ、模

骨痕が残る。模骨痕部分には布目が見える。側端と

凹面側の端部はヘラで調整している。平瓦は 7世紀

後半～ 8世紀前半のものと思われ、伴う可能性は低

い。時期は不明確であるが、近世後期以前、おそら
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く中世の可能性が高い。

A区第161号土壌（第274図）

A区第161号土壊は43-15グリッドに位置する。

平面形態は超長方形で、規模は長径5.40m、短径

1.30m、深さ0.36mである。主軸方位はN-18°-E

を示す。埋土はロームの多寡により 8層に分層され

たが、基本的に暗褐色土から黒褐色土で、ロームブ

ロックを多量に含んでいた。不自然な堆積で、明ら

かに人為的に埋め戻されたことを示している。また、

底面には黒色土が薄く堆積していた。

出土遺物はなかった。時期は中世と考えられる。

A区第162号土壊（第269図）

A区第162号土壊は43-14グリッドに位置する。

平面形態は長楕円形で、規模は長径3.08m、短径

0.92m、深さ0.14mである。主軸方位はN-10°-E

を示す。

出土遺物は青磁碗（第281図145)がある。青磁碗は

龍泉窯系で、蓮弁が見える。 13世紀後半頃のもので

あろう。時期は中世と考えて良かろう。

A区第163号土壊（第269図）

A区第163号土壊は43-14グリッドに位置する。

乎面形態は長楕円形で、規模は長径2.90m、短径

0.95m、深さ0.25mである。主軸方位はN-4°-E

を示す。

出土遺物はなかった。時期は中世と考えられる。

A区第164号士壊（第265図）

A区第164号土壊は42-14グリッドに位置する。重

複する第20号溝、第165号土壊に切られている。

平面形態は不整形で、規模は長径0.44m、短径0.64

m、深さ0.12mである。埋土はロームブロックを多

量に含む黒褐色土である。

出土遺物はなかった。時期は中世と考えられる。

A区第165号土壊（第265図）

A区第165号土壊は42-14グリッドに位置する。重

複する第164号土壊を切り、第20号溝跡に切られてい

る。

平面形態は長方形で、規模は長径1.66m、短径

0.80m、深さ0.16mである。主軸方位はN-6°-E

を示す。埋土はロームブロックを少量含む黒色土で

ある。

出土遺物はなかった。時期は中世と考えられる。

A区第166号土壊（第258図）

A区第166号土壊は42-14ゲリッドに位置する。

平面形態は円形で、規模は長径1.06m、短径1.06

m、深さ0.45mである。埋土はロームブロックを多

量に含む黒色土である。

出土遺物はなかった。時期は中世と推定される。

A区第167号土壊（第258図）

A区第167号土壊は42-14グリッドに位置する。

平面形態は円形で、規模は長径1.04m、短径1.00

m、深さ0.35mである。埋土は 2層に分層されるが、

基本的にロームブロックを多量に含む黒色土を基調

としていた。

出土遺物はなかった。時期は中世と考えられる。

A区第168号土塙（第265図）

A区第168号土壊は41-14、42-14・15グリッドに

位置する。

平面形態は長方形で、規模は長径1.96m、短径

1.08m、深さ0.18mである。主軸方位はN-67°―
Wを示す。埋土は第 1層がロームブロックを多量に

含む黒色土、第 2層がロームを少量含む黒色土であ

る。

出土遺物はなかった。時期は中世と考えられる。

A区第169号土壊（第265図）

A区第169号土壊は42-15グリッドに位置する。

平面形態は長方形で、規模は長径2.02m、短径1.00

m、深さO.llmである。主軸方位はN-74°-Wを示

す。埋土はローム粒を少量含む黒色土である。

出土遺物はなかった。時期は中世と考えられる。

A区第170号土壊（第265図）

A区第170号土壊は42-15グリッドに位置する。

平面形態は長方形で、規模は長径1.60m、短径1.06

m、深さ0.09mである。主軸方位はN-15°-Eを示

す。埋土はロームを多星に含む黒色土である。
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第272図 A区土壊（16)
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第273図 A区土壌（17)
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出土遺物はなかった。時期は中世と考えられる。

A区第171号土壌（第268図）

A区第171号土壊は40-14グリッドに位置する。

平面形態は長方形で、規模は長径3.85m、短径0.70

m、深さ0.16mである。主軸方位はN-85°-Eを示

す。埋土はローム粒子と白色砂粒子を多量に含む黒

褐色土である。

出土遺物はなかった。時期は中世以降と推定され

る。

A区第172号土壊（第266図）

A区第172号土壊は43-14グリッドに位置する。重

複する第 3号井戸跡に切られている。

平面形態は長方形で、規模は長径1.90m、短径1.35 

m、深さ0.13mである。主軸方位はN-87°-Wを示

す。

出土遺物はなかった。時期は中世またはそれ以前

と考えられる。

A区第173号土壊（第258図）

A区第173号土壊は43-14グリッドに位置する。

平面形態は円形で、規模は長径0.94m、短径0.88

m、深さ0.53mである。埋土は第 1層が火山灰と焼

士粒子を含む暗褐色上、第 2層がロームブロックを

多量に含む黒色土である。

出土遺物はなかった。時期は不明確であるが、近

世後期以降まで降る可能性もある。

A区第174号土壊（第269図）

A区第174号土壊は41-16• 17グリッドに位置する。

平面形態は長方形で、規模は長径3.40m、短径1.04

m、深さ1.02mである。主軸方位はN-11°-Eを示

す。埋土はローム混じりの黒褐色土である。

出土遺物はなかった。時期は中世と考えられる。

A区第175号土壊（第264図）

A区第175号土壊は41-17グリッドに位置する。

平面形態は長方形で、規模は長径0.88m、短径

0.50m、深さ0.10mである。主軸方位はN-86°-W

を示す。埋土はローム粒子を少量含む黒褐色土であ

る。

出土遺物はなかった。時期は中世と考えられる。

A区第176号土壊（第258図）

A区第176号土壊は41-17グリッドに位置する。

平面形態は円形で、規模は長径1.60m、短径1.48 

m、深さ0.29mである。埋土は黒色士で、第 1層は

ロームが少なく、第 2層には多量含まれていた。

出土遺物はなかった。時期は中世と考えられる。

A区第177号土壊（第264図）

A区第177号土壊は41-17グリッドに位置する。

平面形態は長方形で、規模は長径0.96m、短径0.50

m、深さ0.14mである。主軸方位はN-15°-Eを示

す。埋土はロームブロックを多量に含む黒色土であ

る。

出土逍物はなかった。時期は中世と考えられる。

A区第178号土塘（第260図）

A区第178号土壊は41-17グリッドに位置し、直複

する第179号土壊よりも新しい。

平面形態は楕円形で、規模は長径1.64m、短径1.32 

m、深さ0.28mである。主軸方位はN-20°-Eを示

す。埋土はロームブロックを多量に含む黒色土であ

る。

出土遺物はなかった。時期は中世と考えられる。

A区第179号土壌（第260図）

A区第179号土壊は41-17グリッドに位置する。重

複する第178号土壊に切られていた。

平面形態は楕円形で、規模は長径1.90m、短径0.48

m、深さ0.30mである。主軸方位はN-15°-Eを示

す。埋土はローム粒子混じりの黒色士で、下層ほど

ロームの含有量が多い。

出土遺物はなかった。時期は中世と考えられる。

A区第180号土壊（第266図）

A区第180号士壊は40-17グリッドに位置する。

平面形態は長方形で、規模は長径1.92m、短径

0. 70m、深さ0.22mである。主軸方位はN-10°-E

を示す。埋土はローム粒子を多量に含む黒色土であ

る。

出土遺物はなかった。時期は中世と考えられる。
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A区第181号土壊（第260図）

A区第181号土壊は39-17グリッドに位置し、第40

号掘立柱建物跡の内部に収まっている。

平面形態は楕円形で、規模は長径1.12m、短径1.05

m、深さ0.28mである。埋土はローム粒子を少鼠含

む黒色土である。

出土遺物はなかった。時期は不明確であるが、中

世またはそれ以前と推定される。

A区第182号土壊（第260図）

A区第182号土壊は44-12グリッドに位置する。重

複する第 9号土堀との新旧関係は不明確である。

平面形態は楕円形で、規模は長径1.90m、短径1.50 

m、深さ0.25mである。主軸方位はN-84°-Eを示

す。埋土はローム粒子と焼土粒子を少量含む暗褐色

土である。

出土遺物は土師器壺（第281図146)がある。時期は

熊野Il1期以前と考えられる。

A区第183号土壊（第261図）

A区第183号土壊は44-13グリッドに位置する。甫

複する第 7男特殊遺構を切っていると捉えたが、一

体のものかもしれない。

平面形態は不整形で、底面も一定しない。規模は

長径2.80m、短径2.60m、深さ0.52mである。埋土

は10層に分かれるが、大きく 3つの土壊が複合した

ような体積状態である。第 1~3 ・10層と第 4・5層

にはロームの混入が多く、第 6~9層には焼土と炭

化物が多く含まれていた。

出土遺物は土師器暗文杯・盗、須恵器杯（第281• 

282図147~154)が出土している。時期は熊野II期

と考えられる。

A区第184号土墳（第269図）

A区第184号土壊は43-16グリッドに位置する。重

複する第34号溝に切られている。

平面形態は長方形で、規模は長径3.22m、短径

1.10m、深さ0.30mである。主軸方位はN-85°-W

を示す。

出土遺物はなかった。時期は中世と考えられる。

A区第185号土壌（第258図）

A区第185号土壊は40-11グリッドに位置する。重

複する第89丹住居跡覆土中に掘り込まれていた。

平面形態は円形で、規模は長径0.90m、短径0.80

m、深さ0.21mである。

出土遺物はなかった。時期は中世と思われる。

A区第186号土壊（第258図）

A区第186号士壊は40-15• 16グリッドに位置する。

平面形態は円形で、規模は長径0.92m、短径0.88m、

深さ0.48mである。埋土はロームブロックと黒色土

を多量に含む灰褐色土である。底面にはピット状の

掘り込みがあり、ロームの混人が目立った。

出土遺物はない。時期は不明である。

A区第187号土塙（第258図）

A区第187号土壊は42-16・17グリッドに位置する。

重複する第 1号道路状遺構との関係は不明。

平面形態は円形で、規模は長径0.80m、短径0.78 

m、深さ0.19mである。埋土はロームと黒色土ブロ

ックを含む灰褐色土である。

出＿七遺物はなかった。時期は不明である。

A区第188号土壊（第266図）

A区第188号土壊は46-llグリッドに位置する。重

複する第45号住居跡を切っている。

平面形態は長方形で、規模は長径1.58m、短径

1.10m、深さ0.48mである。主軸方位はN-8°-W

を示す。

出土遺物はなかった。時期は不明である。

A区第189号土壊（第258図）

A区第189号土壊は40-llグリッドに位置する。

平面形態は円形で、規模は長径1.06m、短径0.98

m、深さ0.32mである。埋土は火山灰と黒色土ブロ

ックを含む暗褐色土である。

出土遺物はなかった。時期は近世後期以降と推定

される。

A区第190号土壊（第258図）

A区第190号土壊は38-11グリッドに位置する。

平面形態は円形で、規模は長径0.95m、短径0.85m、
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深さ0.24mである。埋tはロームブロック混じりの

暗褐色土で第 1層にロームが多く含まれていた。

出土遺物はなかった。時期は1澗明である。

A区第191号土壌（第258図）

A区第191号土壊は37-11グリッドに位置する。

平面形態は円形で、規模は長径1.02m、短径0.96

m、深さ0.28mである。埋土は底面直上にローム混

じりの黒色土、その上部に褐色土が堆積していた。

出士遺物はなかった。時期は不明である。

A区第192号土壊（第258図）

A区第192号十堀は36・37-12グリッドに位置する。

平面形態は円形で、規模は長径1.04m、短径0.88m、

深さ0.36mである。埋上の様相は第191号土壊と同様

である。

出土遺物はなかった。時期は不明である。

A区第193号土壊（第258図）

A区第193号土横は36-12グリッドに位置する。

平面形態は円形で、規模は長径0.90m、知径0.80

m、深さ0.08mである。埋土は黒色土とロームブロ

ック混じりの暗褐色上である。

出上遺物はなかった。時期は不明である。

A区第194号土壌（第258図）

A区第194号土塙は36-12グリッドに位置する。

平面形態は円形て、規快は長往0.98m、短粍0.90

m、深さ0.16mである。埋土は第 1層が焼上混じり

の褐色土、第 2層が黒色土混じりの暗褐色上である。

出上遺物は土師器模倣杯（第282図155)があるが、

伴うか否か不明。時期は不明である。

A区第195号土壌（第264図）

A区第195号土堀は39-10グリッドに位置する。

平面形態は長方形で、規模は長径1.08m、短径

0.46m、深さ0.18mである。主軸方位はN-10°-E

を示す。埋土はローム粒子を多量に含む暗褐色土で

ある。

出土遺物はなかった。時期は中世の可能性がある。

A区第196号土塀（第258図）

A区第196号土壊は36・37-12グリッドに位置する。

平面形態は円形で、規模は長径0.95m、短径0.90m、

深さ0.06mである。埋土はロームブロック混じりの

暗褐色上である。

出土遺物はなかった。時期は不明である。

A区第197号土壊（第258図）

A区第197号土堀は37-12グリッドに位置する。

平面形態は円形で、規模は長径1.06m、短径0.97

m、深さ0.16mである。埋上はローム粒子を多量に

含む暗褐色土で、下層により多く合まれていた。

出土遺物はなかった。時期は不明である。

A区第198号土壌（第258図）

A1メ第198号土堀は37-12グリッドに位置する。

平面形態は1リ形で、規模は長径1.12m、短径0.95

m、深さ0.43mである埋士は全体にロームブロッ

クが多く含まれ、第 1層は褐色土、第 2層は暗褐色

士である。

出t遺物はなかった。時期は不明である。

A区第199号土壊（第263図）

A区第199号上壊は38-12グリッドに位置する。

平面形態は円形で、規模は長径0.92m、短径0.76 

m、深さ0.20mである。埋土は黒色土とロームブロ

ック混じりの褐色士である。

出土遺物は底面から円礫が検出されたのみである。

時期はポ叫である。

A区第200号土壊（第259図）

A区第200号上壊は38-12グリッドに位置する。

平面形態は円形で、規模は長径0.72m、短径0.70 

m、深さ0.05mである。埋士はロームブロックを少

量含む暗褐色土である。

出上追物はなかった。時期は不明である。

A区第201号土壊（第260図）

A区第201号土壊は41-10•11グリッドに位置する。

重複する第90号住居跡を切っていた。

平面形態は楕円形で、規模は長径0.83m、短径

0.82m、深さ0.60mである。

出土遺物はなかった。時期は熊野I期以降である。
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A区第202号土墳（第263図）

A区第202号土壊は38-11グリッドに位置する。

平面形態は不整形で、規模は長径1.10m、短径0.74

m、深さ0.11mである。

出土遺物はなかった。時期は不明である。

A区第203号土壌（第259図）

A区第203号土壊は37-14・15グリ ッドに位置する。

平面形態は円形で、規模は長径1.14m、短径1..lOm、

深さ0.30mである。埋土は第 1層が暗褐色土、第 2

層が褐色土で、いずれもロームブロックを多量に含

んでいた。

出土遺物はなかった。時期は不明である。

A区第204号土墳（第260図）

A区第204号土壊は38-18グリッドに位置する。重

複する第46号住居跡に切られている。

平面形態は楕円形と推定され、規模は長径0.64m、

短径0.58m、深さ0.06mである。埋土は第 1層が焼

土粒子を含む暗褐色土、第 2層が褐色土である。調

査当初は第46号住居跡カマドの可能性も想定したが、

断面観察の結果否定された。

出土遺物はなかった。時期は熊野1I1期以前と考え

られる。

A区第205号土壊（第259図）

A区第205号土堀は38-16グリッドに位置し、第 1

号掘立柱建物跡内に収まる。

平面形態は円形で、規模は長径0.84m、短径0.72

m、深さ0.19mである。埋土はロームブロック混じ

りの褐色土である。

出土遺物はなかった。時期は不明である。

A区第206号土壌（第261図）

A区第206号土壊は38-16グリッドに位置し、第 1

号掘立柱建物跡内に収まる。第207号土壊と接してい

る。

平面形態は楕円形で、規模は長径0.80m、短径

0. 72m、深さ0.16mである。埋土は第 1層がローム

混じりの暗褐色土、第 2層が褐色土である。

出土遺物はなかった。時期は不明である。

A区第207号土塘（第261図）

A区第207号土壊は38-16グリッドに位置する。第

1号掘立柱建物跡内に収まり、第206号土堀と接して

しヽる。

平面形態は楕円形で、規模は長径0.78m、短径0.62

m、深さ0.16mである。

出土遺物はなかった。時期は不明である。

A区第208号土壌（第259図）

A区第208号土壊は38-16グリッドに位置し、第 1

号掘立柱建物跡内に収まる。

平面形態は円形で、規模は長径0.85m、短径0.78
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m、深さ0.52mである。

出土遺物はなかった。時期は不明である。

A区第209号土壌（第259図）

A区第209号土壊は38-16グリッドに位置し、第 1

号掘立柱建物跡に収まる。

平面形態は円形で、規模は長径1.07m、短径0.90

m、深さ0.20mである。

出土遺物はなかった。時期は不明である。

第116表 A区土壌出土遺物観察表（第276~282図）

番号 器 種 口 径 器高 底径 胎土 焼成 色調

1 天目茶碗 (11. 8) 2.4 B 淡褐色

2 須恵蓋 3.8 BCD片 D 灰褐色

3 土師坪 (13. 2) 3. 4 ABC A 淡褐色

4 須恵皿 0.9 (5.6) BC片 B 明灰色

5 呉器手碗 2.0 3.8 A B 黄灰色

6 須恵高台椀 1. 6 BC片 B 灰色

7 須恵高台椀 2.6 (6.0) B片 A 灰色

8 須恵高台皿 2.2 (6. 8) BD片 D 灰褐色， 須恵杯 1. 9 (6.0) B片 A 灰色

10 土師坪 (11.2) 2.7 BC A 褐色

11 土師甕 23.0 12.0 BC B 暗褐色

12 キセル吸口 SK31長さ7.6cm。径1.0cm。銅製

13 土師杯 (10.4) 2.7 BCD A 明褐色

14 土師好 (10.8) 3.2 BCD A 明褐色

15 土師杯 (11. 0) 2.8 ABC A 明褐色

16 須恵杯 1. 9 (6. 5) B A 灰褐色

17 片口鉢 (35.2) 11. 4 BCD D 1炎褐色

18 軒平瓦 B A 淡茶褐色

A区第210号土壌 （第259図）

A区第210号土壊は38-16グリッドに位置する。

平面形態は円形で、規模は長径l.OOm、短径0.92

m、深さ0.08mである。埋土はローム粒子を少量含

む黒褐色土である。

出土遺物はなかった。時期は不明である。

残存 備 考

5% SK16覆土。瀬戸。口縁部両面に鉄釉掛かる

70% SK18 Nol。末野産。天井部回転糸切り後周辺ヘラケズリ

15% SK19覆土。内外面黒斑あり

40% SK20ぬl。末野産。底部BO手法

90% SKZO No.4。瀬戸美濃。高台端部砂目積み痕

20% SK22 23覆土。末野産。回転糸切り後高台貼付け

20% SK22・23覆土。末野産。回転糸切り後商台貼付け

30% SK23覆土。末野産。底部回転糸切り後高台貼付け

30% SK23覆土。末野産。底部B吋脊去

30% SK28覆土

50% SK28覆土

20% SK34覆土

10% SK34覆土

10% SK34覆土

25% SK34覆土。産地不明。底部BO手法

15% SK35 Nal No2。床直。在地産片口鉢 内外面剥離

SK35覆土。三重弧文。瓦当面型挽きと思われる

19 土錘 SK35覆土。長さ4.9cm。最大径1.3cm。重さ6.36 g。胎土ABC。焼成A。淡褐色

20 須恵高台盤 2.1 (14. 2) BD片 D 灰褐色 40% SK38覆土。末野産。底部回転ヘラケズリ＋高台貼付け

21 須恵高台椀 2.5 (7. 2) BD片 D 褐色 25% SK41覆土。末野産。底部回転糸切り後高台貼付け

22 須恵杯 (12.0) 2. 9 BC片 B 灰色 5% SK42覆土。末野産

23 須恵高台椀 1. 4 (6.2) BD片 D 暗褐色 35% SK42覆土。末野産。底部回転糸切り後高台貼付け

24 須恵長頸瓶 3.2 B A 灰色 15% SK42覆土。秋間産か。内外面自然降灰

25 土師杯 (9.8) 3.8 ABCD A 褐色 45% SK44覆土。

26 須恵坪 1.0 (6.0) B片 B 灰色 10% SK46覆土。末野産。底部BO手法

27 須恵高盤 2.0 片 D 褐色 30% SK46覆土。末野産。脚部のみ3方透かし

28 砥石 SK4隕夏ヒ。長さ4.0cm。重さ26.4 g 

29 須恵高台皿 1.3 (7.0) BC片 B 灰色 20% SK47・52 末野産。底部回転糸切り後高台貼付け

30 須恵長頸瓶 3.5 B針 A 暗灰色 20% SK47・52 覆土。南比企産

31 不明鉄製品 SK47・52 残長1.6cm 厚さ0.1cm。板状鉄片

32 須恵坪 1. 4 (6.0) B片 B 灰色 25% SK48覆土。末野産。底部BO手法。内面線刻 「X」
33 須恵皿 1. 2 (6.8) B片 B 灰色 25% SK48覆土。末野産。底部回転糸切り

34 須恵裔台椀 2.6 (6. 2) BC片 C 灰褐色 25% SK48覆土。末野産。底部回転糸切リ後裔台貼付け

35 須恵高台椀 (13. 0) 3.4 B片 A 灰色 10% SK49覆土。末野産

36 須恵高台椀 (14. 4) 3.3 B片 A 灰色 5% SK49覆土。末野産

37 須恵高台椀 (15. 5) 3.9 B片 A 灰色 5% SK49覆土。末野産

38 須恵蓋 1. 9 B片 A 灰色 40% SK49覆土。末野産。つまみ径3.2cm

39 須恵皿 (14. 0) 1.5 B片 A 灰色 5% SK49覆土。末野産

40 須恵長頸瓶 (15. 0) 2.0 B片 A 黒灰色 15% SK49覆土。末野産
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第276図 A区土壌出土遺物（1)
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番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

41 土師台（寸甕 3.4 8.5 ABC A 褐色 50% SK49覆土。脚部のみ

42 土錘 SK49覆土。重さ4.42g。胎土BCD。焼成A。褐色

43 土師坪 (12. 0) 2.8 ABF A 淡褐色 20% SKSO覆土

44 土師暗文杯 (15. 2) 4.2 ABC A 明褐色 20% SK50覆土。内面放射暗文（下→上）

45 土師杯 (14. 4) 4.0 (8. 4) BCD A 明褐色 15% SK50覆土

46 須恵杯 1.1 5.4 B片 B 灰色 75% SK50覆土。末野産。底部BO手法

47 須恵高台椀 3.1 7.0 B片 D 褐色 25% SK50覆土。末野産。回転糸切り後高台貼付け

48 須恵高台椀 1. 3 5.2 BE片 B 灰色 90% SK50覆土。末野産。底部回転糸切り後高台貼付け

49 須恵皿 1.8 (6.0) D片 D 黄灰色 25% SK50覆土。末野産。底部BO手法

50 須恵皿 2.0 (6. 7) B片 B 灰色 20% SK50覆土。末野産。底部BO手法

51 須恵蓋 1.8 B片 B 灰褐色 25% SK50覆土。末野産。天井部回転糸切り後回転ヘラケズリ

52 須恵蓋 16.4 2. 2 BD片 C 黄灰色 10% SK50覆土。末野産。

53 土師小型鉢 (8.0) 3. 0 ABCD A 明褐色 15% SK50覆土

54 須恵甕 5.7 BE片 A 灰色 SK50覆土。末野産。

55 片口鉢 5.3 BC A 明灰色 5% SK50覆土常滑系内面磨滅著しい

56 須恵無台椀？ (15.0) 5.5 CD B 灰白色 15% SK51覆土。末野産か群馬産か。底部回転ヘラケズリ

57 土師甕 (20.8) 27. 2 ABCD A 褐色 40% SK51ぬ1 No2•ぬ3。床直

58 土師杯 (12.8) 2.6 AFG A 褐色 20% SK53覆土

59 須恵杯 2.7 (7.0) BC片 B 灰褐色 35% SK53覆土。末野産。底部B3b手法

60 須恵高台椀 2.9 (6.2) BD片 C 乳褐色 30% SK53覆土。末野産。底部回転糸切り後高台貼付け

61 須恵蓋 (16.0) 3.3 BD片 C 灰褐色 30% SK53覆土。末野産。天井部回転糸切り後回転ヘラケズリ

62 須恵壷 (14. 3) 5.8 BF B 灰褐色 10% SK53覆土。末野産

63 須恵長頸瓶 5.0 B片 B 灰色 40% SK53覆土。末野産

64 土錘 SK53覆土。長さ3.8cm。重さ14.65 g。胎土CD。焼成A。明褐色～淡褐色

65 須恵蓋 1.8 B片 A 灰色 40% SK56覆土。末野産。天井部回転糸切り後回転ヘラケズリ

66 須恵壷 (19. 2) 3.3 B片 A 灰黒色 10% SK56覆土。末野産

67 須恵甕 (41.0) 2.8 BE片 B 灰褐色 5% SK56覆土。末野産

68 須恵皿 1.0 (6. 4) B片 A 灰色 15% SK57覆土。末野産。底部BO手法

69 須恵皿 2.2 (5. 4) B片 B 灰白色 20% SK58覆土。末野産。底部BO手法

70 土師皿 (15. 2) 2.8 CDF A 褐色 15% SK59覆土

71 須恵高台椀 (18.0) 4. 7 B片 C 褐色 5% SK65覆土。末野産

72 常滑甕 5.1 B片 A 茶褐色 SK66覆土

73 片口鉢 30.0 5.6 BD B 黒灰色 5% SK66覆土中世

74 須恵杯 (12. 0) 3.3 B片 B 黄灰褐色 20% SK69覆土。末野産

75 須恵杯 1.0 5.8 DE片 C 灰色 80% SK69覆土。末野産。底部BO手法

76 須恵高台坪 1.5 (8. 4) B片 B 灰白色 20% SK69覆土。末野産。底部回転ヘラケズリ後高台貼付け

77 土錘 SK69覆土。残長2.6cm。重さ2.42g。胎土BD。焼成A。淡褐色

78 須恵高台椀 1. 6 (6.0) B片 A 灰色 25% SK70覆土。末野産。底部回転糸切り後高台貼付け

79 須恵塙台皿 1.3 BC片 B 灰褐色 40% SK70 Nal。末野産。底部回転糸切り後高台貼付け

80 須恵高台椀 2.4 (6.0) BD片 B 灰色 20% SK71覆 。末野産。底部回転糸切り後高台貼付け

81 須恵高台皿 l. 3 B片 B 灰色 35% SK72覆土。末野産。底部回転糸切り後高台貼付け

82 須恵高台盤 2.3 (15. 3) B片 B 灰褐色 10% SK75ぬl。末野産。底部回転ヘラケズリ後高台貼付け

83 土師暗文杯 (12. 8) BCD A 褐色 10% SK77覆土。内面放射暗文

84 土師杯 (11.5) 2.9 BCD A 褐色 15% SK77覆土。内面油煙付着

85 土師杯 (14.0) 2.4 ABC A 淡褐色 10% SK77覆土

86 須恵坪 (12. 4) 3. 2 (6. 7) B片 A 灰白色 20% SK77覆土。末野産。底部BCF.I発去

87 須恵杯 1. 6 6.0 BF片 A 灰色 40% SK77覆土。末野産。底部B洞三法

88 須恵坪 2.3 5.2 BD片 C 褐色 75% SK77覆土。末野産。底部B吋三法

89 須恵高台椀 (14. 0) 4.0 B片 A 灰色 50% SK77覆土。末野産

90 須恵杯 (15. 2) 3.8 BC片 B 灰褐色 10% SK77覆土。末野産

91 須恵高台椀 2. 7 (6.6) 片 A 灰色 20% SK77覆土。末野産。高台貼付け

92 須恵高台椀 1.8 (5. 6) BDE片 C 灰褐色 75% SK77覆土。末野産。底部回転糸切り後高台貼付け

93 須恵皿 (12. 8) 2.6 6.0 BF片 B 灰白色 15% SK77覆土。末野産。底部BO手法
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番号 器種 口径 器商 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

94 須恵蓋 (17.0) 2.3 B針 B 淡褐色 10% SK77覆土。南比企産

95 須恵鉢 (24. 2) 4.2 BE片 A 灰色 10% SK77覆土。末野産

96 須恵高盤 7.1 B片 A 灰色 20% SK77覆土。末野産。脚部のみ透しは不明

97 須恵甕 3.6 BC片 B 淡灰色 SK77覆土。末野産

98 須恵長頸瓶 11.8 針 A 黄灰色 15% SK77覆土。南比企産

99 土師甕 3.8 4.5 BCD A 褐色 20% SK77覆土

100 3員恵高台椀 2.4 6.0 B片 B 灰色 25% SK80覆土。末野産。底部回転糸切り後高台貼付け

101 須恵甕 (17. 6) 5.3 BDE片 C 茶褐色 5% SK80覆土。末野産

102 須恵llll (14. 4) 2.0 B片 B 灰色 10% SK81覆土。末野産

103 須恵高台椀 2.3 (6.2) BD片 D 乳褐色 25% SK83覆土。末野産。底部回転糸切り後高台貼付け

104 須恵高台椀 (14. 0) 2.8 B片 B 灰色 10% SK88覆土。末野産

105 鉄滓 SK93長径4.5cm。短径3.5cm。厚さ3.0cm。重さ52.Zg。茶褐色

106 須恵高台椀 1. 7 6.4 CD片 C 褐色 75% SK105獲土。末野産。底部回転糸切り後高台貼付け

107 鉄滓 SK105長径8.4cm。短径6.2cm。厚さ3.3cm。重さ227.9 g。暗茶褐色

108 須恵高台椀 1. 7 (5.5) B片 B 灰色 25% SK108覆土。末野産。底部回転糸切り後高台貼付け

109 須恵甕 3.1 13.4 BCE片 C 黄灰褐色 30% SK112覆土。末野産。底部ヘラケズリ

110 灰釉長頸瓶 (12.6) (16.4) F A 黄灰色 15% SK116覆土。産地不明

lll 土師暗文杯 (14. 4) 3.9 BCD A 褐色 10% SK118覆土

112 土師甕 3.1 4. 4 AD A 暗淡褐色 35% SK118覆土

113 須恵高台椀 2.6 (5.8) D片 D 灰褐色 35% SK118覆土。末野産。底部回転糸切り後高台貼付け

114 須恵皿 13.0 2. 7 6.1 B片 B 黄灰色 80% SK118 Nol。末野産。底部BO手法

115 古銭 SK121洪武通賓か？ （明銭 1368i目J]鋳）

116 古銭 SK121皇宋通賓（北宋銭 1038年初鋳）

117 古銭 SKlZl天慶元賓か？ （遼銭 1111年初鋳）

118 古銭 SK121永楽通賓（明銭 1408年初鋳）

119 古銭 SK121祥符元賓（北宋銭 l()()9年初鋳）

120 須恵横瓶 3.2 BC A 淡黄灰色 15% SK125覆土。湖西産。フラスコ瓶か

121 須恵甕 7.3 B片 A 灰色 SK125覆土。末野産。波状文を施す

122 土師坪 02.2) 3.1 BC A 明褐色 15% SK130覆土

123 土師杯 (12.0) 3.1 ABC A 褐色 30% SK130覆土

124 土師杯 (13. 8) 3.1 ABC A 暗褐色 15% SK130覆土

125 土師暗文杯 (16. 0) 3. 5 ACD A 明褐色 10% SK130覆土。内面放射状暗文外面黒斑あり

126 須恵蓋 2. 5 BE片 B 灰色 45% SK130覆土。末野産。つまみ径4.2cm 

127 須恵蓋 (15. 6) 2. 5 B片 B 青灰色 30% SK130覆土。末野産

128 須恵皿 (15.0) 2.5 (6.0) BE片 A 灰色 40% SK130覆土。末野産。底部BO手法

129 砥石 SK130覆土。長さ6.5cm 重さ53.11g 

130 土師杯 (9.6) 2.4 BC A 明褐色 20% SK133覆土

131 土師坪 (12.8) 2.9 BC A 暗茶褐色 15% SK133覆土

132 土師杯 (13.0) 2.6 AB A 淡褐色 10% SK135覆土

133 土師坪 (14. 0) 3.0 BC A 暗淡褐色 15% SK135覆土

134 土師小型甕 (12. 6) 4.6 BC A 褐色 35% SK135覆土

135 須恵蓋 1. 6 B片 B 黄灰色 25% SK136覆土。末野産

136 土師杯 10.6 3.3 BC A 褐色 75% SK142覆土。模倣坪

137 須恵妬 1. 4 (IO. O) 針 A 青灰色 25% SK142覆土。南比企産。底部＋体部下端回転ヘラケズリ

138 土師坪 (11. 8) 3.1 BCD A 褐色 30% SK145覆土

139 須恵杯 (12.8) 3.3 7.6 B片 B 灰黒色 50% SK145覆土。末野産。底部B3b手法

140 須恵坪 (13.0) 3.7 7.7 針 B 黄灰色 35% SK145覆土。南比企産。底部B3b手法

141 須恵坪 1. 9 (8.5) BD片 B 灰褐色 15% SK145覆土。末野産。底部B3b手法

142 須恵蓋 (17. 4) 2.3 BE片 A 灰黒色 15% SK145覆土。末野産。天井部回転ヘラケズリ

143 土師台付甕 (21. 6) 6.1 BCD A 褐色 15% SK145覆土

144 平瓦 B A 灰色 SK160覆土

145 青磁碗 A 淡緑色 10% SK162覆土。 蓮弁文。能泉窯系

146 土師壺 9.2 7. 2 CDG A 黄褐色 55% SK182 Nol.3。外面黒斑あり
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番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

147 土師暗文杯 14. 4 2.9 BG A 暗褐色 100% SK183 Nul。内面放射暗文

148 須恵杯 (13. 2) 3.8 8.2 D片 C 黄灰色 15% SK183覆土。末野産。底部回転ヘラケズリ

149 須恵杯 1.7 7.0 BCD B 淡灰色 20% SK183覆土。末野か？

150 土師壷 18.0 13.2 BC A 褐色 40% SK183 Nn2.5.6. 7.8.10.13。

151 土師壷 24.0 17.3 BCD A 明褐色 40% SK183 Nu3.4.21。内外面黒斑あり

152 土師壷 22. 6 20.0 ABC A 黄褐色 50% SK183 NC116.17.18.20.22.23.24.25.27.28 

153 土師壷 21.3 BCD B 暗褐色 40% SK183覆土。 Null.12. 14.15. 

154 土師壷 7.5 7.6 CG A 褐色 30% SK183 Nal5 

155 土師模倣杯 (9. 0) 2.3 CD A 淡褐色 15% SK194覆土

156 須恵横瓶 14. 5 12.2 B片 A 黄灰色 35% SK137覆土。末野産

157 土師甕 (22. Z) 4. 9 AB A 褐色 10% SK137覆土

158 片口鉢 (28. 0) 5.5 BD A 明褐色 10% SK63 No.7。在地産。口縁部欠失

159 壺 3. 9 (14. O) BCD B 褐色 10% SK59 N心。在地産。外面ナデ瓦質

160 須恵甕 (24. 5) 5.7 B片 A 灰色 10% SK38 Nul。末野産

161 土師坪 (11.1) 2. 4 CD A 褐色 5% SKlO Pi t1 

162 土師杯 (11.2) 3. 0 ABCD A 褐色 10% SKlO Pit2 

163 土師坪 (11. 4) 2.9 ABDG A 褐色 10% SKlO Pit2 

164 土師杯 (12.6) 2.5 ABC B 橙褐色 5% SKlO Pitl 

165 須恵甕 5.8 B片 A 灰色 SKlO Pit2。末野産

第117表 A区土墳一覧表

番号 位置 長径(m) 短径(m) 深さ (m) 主軸方位 形態 重複関係・時期

1 46・47-7 1. 20 0. 90 0.67 不整形 SJ5 熊野I期以降

2 47-8 1. 40 1. 20 0.10 円形 時期不明

3 49-10 1.70 1.32 0. 26 N-60°-E 楕円形 近世以降

4 49-10 1. 25 0. 70 0.10 N-0° 楕円形 古代か？

5 49-9 2.55 0.55 0.15 N-18°-E 超楕円形 近世以降

6 49-9 1. 20 0.43 0.16 N-88°-W 長方形 SK7より新近世以降

7 49-9 0. 78 0.53 0.13 不整形 SK6より古 中世以前

8 45-10 1.10 0. 96 0.08 不整形 SB41・49 時期不明， 44-12 1.75 1. 26 0. 75 不整形 SB39 SK182 時期不明

10 46-7 0. 78 0.58 0. 77 不整形 SJ5より新熊野I期以降

11 49-10 0.80 0. 70 0.10 円形 時期不明

12 49-9 0. 95 0. 90 0.10 円形 近世以降

13 49-10 1.18 0. 75 0.23 N-69°-E 楕円形 SD4より古近世後期以前

14 37-14 1.12 0. 72 0.10 N-57°-E 楕円形 SD26より新近世以降

15 39-11 0.62 0.62 0.17 円形 SD33より新近世後期以降

16 48・49-10 1.16 0.98 0.40 N-15°-E 楕円形 SD 8より古近世後期以前

17 49-10 0.86 0.82 0.16 円形 SD 7より古近世後期以前

18 49-11 2.16 0.90 0.15 N-78°-W 楕円形 SJ13より新熊野V期～VI期以降

19 47-8 1.20 1.12 0.64 円形 SJ 7より新 SB 2 熊野m期以降

20 47-9 10 1.10 1.04 0.25 N-52°-W 楕円形 SJ 9より新 SA 1 17世紀頃

21 47-10 1.10 0.58 0.15 N-55°-E 長方形 SJ 9より新熊野1I期以降

22 49-11 3. 74 1.08 0.21 N-66°-W 長方形 SD 7 • 8より古中世以降か？

23 49-11 4.50 0.90 0.27 N-75°-W 超長方形 SD 7 • 8より古中世

24 49-l1 1. 65 0.95 0.15 N-83°-W 楕円形 SK25より古近世後期以前

25 49-11 1.10 0.95 0.14 円形 SK24より新近世後期以前

26 49-10 1. 75 1.15 0.20 N-22°-E 楕円形 SD 7 • 8より古近世後期以前

27 49-l1 1.96 0.68 0.28 N-72°-W 長方形 SD 7 • 8より古近世後期以前

28 48-10 1. 56 0.64 0.19 N-28°-E 不整長方形 SD43より古熊野I1期

29 50-1l 2.47 l. 20 0.19 N-6°-E 長方形 中世以降

30 49-9 1.45 1. 41 0.60 円形 SD 4より古近世後期以前

31 48-11 
l 

0.94 0.80 0.42 N-90°-W 方形 SDlO 近世以降
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長径(m) 面戸□深さ (m) I -r軸h{!__l形態位闘 王複関係・時削

48-ll 1.06 0. 74 I | 0.26 I N-22"-E 長方形 SDlO 時期不明

48-12 1.15 0. 96 0.18 円形 SD 1より新 中但以降

45-8・9 5.34 1.06 0.32 N-8°-E 超長方形 SJ23 24より新 SDl]より古 中担

43-9・ 10 2, 30 2. 10 0. 40 N -82°-W 隅丸方形 SB25より新中世

46-9 4.20 中世
l 

37 46-10 2.64 0. 73 0. 67 N -16°-E 超長方形 巾世

38 38-10 0.84 0. 70 0.14 円形 SD31 時期不明

39 45 -1 0 2. 34 1.00 1.02 !'i-GJ°-W  長方形 SJ38S D47 52より新近世後期以降

40 4 5 -9 2. 22 o. 64 0.12 N-80°-w 長方形 SK11 45より新中但

41 45-9 2.82 1. 00 0. 24 l'i -12°-E 長方形 SJ24より新 SDllSK40 44より古 中世

42 45-9 4. 48 1.00 0.44 N-78°-W 超長方形 SKfl 54より新中世

43 45-9 1. 50 0.86 0. LS 1 長方形 SJ24より新 SK42より古中1廿

44 4 5 -9 2. 50 0. 84 0.37 N-87°-W 長方形 SK11 45より新中世

45 45-9 2.40 0. 70 I 0. 1 4 N -5°-E 長方形 SK40・44より古中柑

46 45-10 5.48 0. 90 0. 84 N-86°-W 超長方形 SJ50 SK62より新中世

47 45-10 4.50 0. 92 0.45 N -81°-W 超長方形 SJ38 SK52より新 SK39より古 中世

48 47-11 12 3.10 1.00 0.24 N-77°-W 長方形 SJ59より新中世 I 

49 46-12 4. 40 0. 80 0.38 N -3°-E 超長方形 SJ57 60より新中但 I 

50 46 47-12 4. 80 0. 90 0.42 N -0° 超長方形 SJ60 SK53より新中世
I 

51 45 -8 1. 56 0. 60 0.80 方形 熊野l＼期～V期

52 45-10 S,55 1 1.02 0.47 N-82°-W 超長方形 SJ38 ・SK62より新 SK3942より古中世， 

53 46-12 2. 28 0. 91 0. 70 N-0° 長方形 SJS7より新 SJ:,Oより古中世

54 45-9 2.15 0. 72 0.11 N -72°-W 長方形 SK42より古中出

55 45-9 10 2.20 0. (i2 0. 28 N-17°-E 長方形 sn 6より新中世

56 44 45-10 3.92 0. 78 0. 50 I N -0° 超長方形 SB 6 SK58より新 SJ37より古 中世

57 44 45-1〇 3.30 0. 70 0.30 N-3°-E 超長方形 SB 6 ・SK58より新 SJ37より古 中世

58 45-10 3.00 1.05 0.30 N-87°-W 長方形 SB 6より新 SK56S7より占 中世

59 39-ll 0.42 0. 40 0. 20 円形 SD27 中1廿
| 

60 44-10 1. 28 0. 80 0. 42 N -3°-W 長方形 中柑

61 43・44-10 4. 9 8 0. 94 0. 40 N-l°-W 超長jJ形 SB17 SK131より新中世

62 45-10 0.80 0.60 0.34 N -0° 長方形 SK39 ・46 ・52より古中世

63 39-10 0. 84 I 0. GO 0.16 N-25°-E 楕円形 SD31 時期不明
l 

楕円形 SD:31 中柑64 39-10 0. 52 0.40 0.11 

65 45 ・46-10 5.15 l.lJO O.S2 N-83°-W 超長方形 SK66 68より新 SDllより占 中世

66 45 46-10 3. 60 0. 80 0.79 N-15°-E 超長方形 SK46 6:i SD]]より古中柑

67 44-10 0. 80 0. 62 0. 27 方形 SB6より新 SJ37より占中世

68 45 46-10 2.52 0. 95 0. 57 N-86°-E 長方形 SK65 66 SDl]より占叫廿

69 4 7 • 4 8 -1 2 1 3 4. 20 0. 95 0.16 N-6°-E 超長方形 SK78 79より新中廿t

70 48-B 1. 22 J. 10 0.20 : N-11'-E 長方形 中担

71 47 18~ 13 2.32 0. 96 0. 10 I N -8°-E 長万形 中但

72 47-]3 2. 94 0.80 0.11 N-12°-E 長方形 中但

73 17-l4 1. 18 1.02 0. 36 円形 時期不明

74 46 47-14 1. 30 0. 82 0.14 N-90°-W 長方形 中柑

75 46-13 2.54 0.92 0. 20 N-14°-E 長方形 SD12より古 SK76より新 中世

76 46-13 2.06 0.96 0.26 N-85°-W 長方形 SK75より古中世

77 45・46-12 3. 75 0.88 0.42 N-3°-W 超長方形 SJ55・56より新 SD43より古中世

78 47-12 0.96 0. 80 0.32 円形 SK69・79より古古代か？

79 47-12・13 1.56 0.86 0.20 N-10°-E 長方形 SK78より新 SK69より古中世

80 45-13 3.46 1.04 0.18 N-81°-W 長方形 SK82より新中世

81 45-13・14 6. 72 1.00 0. 25 N-90°-W 超長方形 SK82・113より新中世

82 45-13 2.14 0.86 0.20 N-38°-E 長方形 SK82・11Zより新 SK80・81より古 中世

83 45-13 3.04 1.30 0. 22 N-76°-W 長方形 SK112より新 SK82より古 中世

84 46-14 0.98 0.78 0.10 N-0° 楕円形 SJ54より新中世か？
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番号 位置 長径(m) 短径(m) 深さ (m) 主軸方位 形態 重複関係・時期

85 46-15 1.12 1.08 0.11 楕円形 SK86 時期不明

86 46・47-15 0.80 0.76 0.11 不整形 SK85 時期不明

87 46・47-15 1. 24 0.65 0.08 不整形 時期不明

88 46-15 1.00 0.80 0.09 円形 時期不明

89 46-15 0. 70 0.58 0. 10 N-2°-E 楕円形 時期不明

90 46・47-15 3.32 1.00 0.20 N-12°-E 長方形 中世

91 46-15 3.65 0.95 0.16 N-11°-E 長方形 SD14より古中世

92 46-15 2.46 1.10 0. 35 N-66°-W 長方形 SD14・SK93より古中世

93 46-15 2.00 1.14 0.28 N-71°-W 長方形 SK92より新中世

94 45・46-15 2.90 1.00 0.19 N-72°-W 長方形 SD15より古中世

95 45-15 1.20 0. 75 0.06 N-75°-W 長方形 中世

96 45-15 2.00 1.05 0.05 N-86°-W 長方形か？ SD15より古中世

97 45-15 2.54 0.96 0.40 N-68°-W 長方形 中世

98 45-15 3.84 1.08 0.28 N-80°-W 長方形 中世

99 39-11 0.46 0.32 0.10 楕円形 時期不明

100 46-15 1.66 0.70 0.24 不整形 時期不明

101 46-15 0. 75 0. 70 0.18 不整円形 時期不明

102 46-15 0. 75 0.42 0.12 N-6°-W 楕円形 時期不明

103 45-12 5. 70 1.10 0.39 N-35°-W 超長方形 SBll・12より新中世

104 45-14 1.82 1.32 0.12 N-71°-W 楕円形 中世か？

105 44・45-13 4.44 1.10 0.40 N-35°-E 超長方形 中世

106 44・45-13 3.05 0.85 0.38 N-6°-E 長方形 中世

107 45-13 1.85 0. 76 0.12 N-60°-E 長方形 中世

108 45-13 2.45 1.20 0.23 N-3°-E 長方形 SKll0・ 111より新中世

109 45-13 1.04 1.02 0.16 円形 時期不明

110 45-13 1.02 0.64 0.16 不整形 SK108より古時期不明

111 45-13 1.25 0.90 0.20 円形 SK108より古古代か？

112 45-13 1.14 0.98 0.29 円形 SK80・82・83より古古代か？

113 45-13 1.05 0.40 0.08 円形 SK81・83より古古代か？

114 45-13 1.12 1.12 0.26 円形 古代か？

115 44・45-13 1.65 1. 20 0.12 不整形 古代か？

116 46-10 1.00 0.65 0.20 円形 SJ48より新熊野VI~Vil期

117 39-11 0.64 0.30 0.08 N-18°-W 楕円形 SD32より新近世以降

118 46-12 1. 20 0.92 0.22 N-0° 楕円形 SJ56より新熊野VI~vn期

119 45-10 0.80 0.62 0.16 N-12°-E 楕円形 SB13より古古代か？

120 45-10 1. 32 0.94 0.14 N-15°-E 楕円形 時期不明

121 48-14 0.80 0.40 0.08 N-18°-E 長方形 15世紀以降

122 45-13 0.90 0.90 0.08 円形 時期不明

123 45・46-12 1.24 1.10 0.12 N-18°-W 楕円形 古代か？

124 45-9 1. 22 0.94 0.10 N-20°-W 楕円形 古代か？

125 45-9 1. 95 1.10 0.40 不整形 古代か？

126 46-10 1.10 0.70 0.16 不整形 SD1l・SK66より古中世か？

127 44-10 3.55 0.65 0.24 N-81°-W 超長方形 中世

128 43・44-10 1.60 0.82 0.34 N-0° 長方形 SB16より新中世

129 44-10 1.02 0.46 0.16 不整形 SK36より新近世以降

130 35-12 1.10 1.02 0.09 円形 熊野VI~"期

131 43-10 1.70 〇.40 0.10 N-0° 超長方形 SJ75より新 SK61より古中世

132 44-11 2.32 0.85 0.62 N-88°-E 長方形 SB15・SX 5より新中世

133 44-11 1.98 0.80 0.52 N-89°―E 長方形 中世

134 44-11 1. 27 1.06 0.40 円形 古代か？

135 44-11 1.10 0.80 0.45 N-13°-W 楕円形 古代か？

136 43-11 1.05 0.95 0.24 円形 SB20より新古代か？

137 36-16 1. 30 0.40 0.21 不整形 SD40より新古代か？
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番号 位置 長径(m) 短径(m) 深さ (m) 主軸方位 形態 重複関係・時期

138 43-10 1.00 0. 95 0.10 N-27°-W 楕円形 SB22より新古代か？

139 43-9 0.95 0.90 0.20 円形 SJ85より新熊野I期以降

140 44-9 1.30 1.14 0.16 N-73°-E 長方形 SJ33より古中世

141 42-14 5.28 1. 26 0.36 N-10°-E 超長方形 SDZOより古 SE3より新 中世

142 42・43-9 3.95 1. 73 0. 72 不整形 SJ85より新粘採古代

143 43-10 1.20 1.16 0.30 円形 古代か？

144 43-10 1.20 1.06 0.16 円形 SB29・35より新古代か？

145 43-9 1.70 0.68 0.22 N-17°-E 楕円形 SJ26より古熊野m期

146 42-9 1.02 0.92 0.25 円形 SB34より新時期下明

147 42-11 1. 75 1.00 0. 32 N-22°-E 長方形 古代か？

148 41・42-11 2.54 0.80 0.26 N-73°-W 長方形 中世

149 42-12 1.54 0.95 0.07 N-56°-E 長方形 中世

150 42-12 0.90 0.82 0.05 円形 中世

151 43-9 1. 30 1.06 0.26 不整円形 SJ83より新熊野1I期以降

152 43-9 1.35 I. 32 0.16 円形 古代か？

153 42-9 1.08 1.10 0.28 円形 SK154より新時期不明

154 42-9 2.34 1.03 0.12 N-8°-E 不整楕円形 SK153より古時期不明

155 41・42-11 0. 75 0. 70 0.06 円形 時期不明

156 41-11 0.90 0.82 0.08 円形 時期不明

157 42-11 1.48 0.82 0.30 N-2°-E 長方形 時期不明

158 41-10 1.00 0.52 0.58 N-77°-E 長方形 近世以降

159 44-15 1.32 0.96 0.11 N-20°-E 長方形 SD18より新中世

160 43-14 2.45 1.40 0.24 N-88°-E 長方形 SD18より新中世

161 43-15 5.40 1. 30 0.36 N-18°-E 超長方形 中世

162 43-14 3.08 0.92 0.14 N-10°-E 長楕円形 中世

163 43-14 2.90 0. 95 0.25 N-4°―E 長楕円形 中世

164 42-14 0.44 0.64 0.12 不整形 SD20・SK165より古中世

165 42-14 1.66 0.80 0.16 N-6°-E 長方形 SD20より古•SK164より新中世

166 42-14 1.06 1.06 0.45 円形 中世

167 42-14 1.04 1.00 0.35 円形 中世

168 41 • 14 42-14・ 15 1. 96 1.08 0.18 N-67°-W 長方形 中世

169 42-15 2.02 1.00 0.11 N-74°-W 長方形 中世

170 42-15 1.60 l.06 0.09 N-l5°-E 長方形 中世

171 40-14 3.85 0. 70 0.16 N-85°-E 長方形 中世

172 43-14 0.90 1. 35 0.13 N-87°-W 長方形 SE 3より古中世

173 43-14 0.94 0.88 0.53 円形 近世以降

174 41-16・17 3.40 1.04 0.12 N-11°-E 長方形 中世

175 41-17 0.88 0.50 0.10 N-86°-W 長方形 中世

176 41-17 1.60 1.48 0.29 円形 中世

177 41-17 0.96 0.50 0.14 N-15°-E 長方形 中世

178 41-17 1.64 1. 32 0.28 N-20°-E 楕円形 SK179より新中世

179 41-17 1. 90 0. 48 0.30 N-15°-E 楕円形 SK178より古中世

180 40-17 1.92 0. 70 0.22 N-10°-E 長方形 中世

181 39-17 1.12 1.05 0.28 楕円形 中世

182 44-12 1. 90 1. 50 0. 25 N-84°-E 楕円形 SK9 熊野川期以前

183 44-13 2. 80 2. 60 0.52 1渭整形 sx 7 熊野1I期

184 43-16 3. 22 1.10 0.30 N-85°-W 長方形 S034より古中世

185 40-11 0. 90 0.80 0. 21 円形 SJ89より新中世

186 40-15・16 0. 92 0. 88 0. 48 P」形 時期不明

187 42-16・17 0. 80 0. 78 0.19 円形 sz 1 時期不明

188 46-11 1. 58 1.10 0.48 N-8°― W'  長方形 SJ45より新 時期イ氾明

189 40-11 1.06 0.98 0. 32 円形 近世後期以降

190 38-11 0. 95 0. 85 o. 24 I 円形 時期不明
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番号 位置 長径(m) 短径(m) 深さ (RlDI) 主軸方位 形態 重複関係・時期

191 37-11 1. 02 0.96 0.28 円形 時期不明

192 36・37-12 1.04 0.88 0.36 円形 時期不明

193 36-12 0.90 0.80 0.08 円形 時期不明

194 36-12 0.98 0.90 0. 16 円形 時期不明

195 39-10 1.08 0. 46 0. 18 N-10°―E 長方形 中世か？

196 36・37-12 0.95 0.90 0.06 円形 時期不明

197 37-12 1. 06 0. 97 0.16 円形 時期不明

198 37-12 1.12 0. 95 0.43 円形 時期不明

199 38-12 0.92 0. 76 0. 20 円形 時期不明

200 38-12 0. 72 0. 70 0.05 円形 時期不明

201 41-10・11 0. 83 0. 82 0. 60 楕円形 SJ90より新熊野I期以降

202 38-11 1.10 0. 74 0.11 不整形 時期不明

203 37-14・15 1.14 1.10 0.30 円形 時期不明

204 38-18 0.64 0. 58 0. 06 楕円形か？ SJ46より古熊野皿期以前

205 38-16 0.84 0. 72 0.19 円形 時期不明

206 38-16 0.80 0. 72 0. 16 楕円形 時期不明

207 38-16 0. 78 0.62 0.16 楕円形 時期不明

208 38-16 0.85 0. 78 0.52 円形 時期不明

209 38-16 1.07 0.90 0.20 円形 時期不明

210 38-16 1.00 0. 92 0.08 円形 時期不明

(8)井戸跡
A区からは 4基の井戸跡が検出された。1基は調 ないが古代に遡る可能性のあるものは第 2号井戸跡、

査区北西部、 3基は調査区東部のいずれも以降密集 中世のものが第 1• 3 • 4号井戸跡である。

区からはずれた部分に設けられていた。時期は他遺 A区第 1号井戸跡 （第283図）

構との切り合い関係や僅かな遺物から類推するしか A区第 1号井戸跡は36-llグリ ッドに位置し、第

第283図 A区第 1 • 2号井戸跡

＼ 

S21 

＼ 

SEOl 

1 黒色土

宣

2 黒褐色土 ロームプロック多量

3 暗褐色土 ロームプロック少量

ム し

△ 

4 暗褐色土 ローム粒子多量

• • 

5 黄褐色土 ロームプロック多量

— · 
6 暗褐色土 ロームプロ ック多量

ローム粒子 ・ローム

7 黒褐 プロ ック多量
色土ローム

8 黄褐色土 粒子少量
ロームプロ ック・黒褐

9 褐色土 色土プロ ック多量
ローム粒子 ・ローム

プロ ック多量

A 54.40 

一A 54.40 — · 

SE02 

1 暗褐色土 ロームプロ ック多量

2 黒色土 ローム粒子微量

3 暗褐色土 ローム粒子・ローム

プロック少量

4 凩色土 ロームプロ ック少量

5 黒色土 褐色土・焼土粒子少量

6 黒色土

2滑。
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1号道路跡を完全に切っていた。平面形態は楕円形 定しておきたい。

で、規模は長軸長2.05m、短軸長1.65m、深さ2.05 A区第 2号井戸跡（第283図）

mである。断面は漏斗状である。 A区第 2号井戸跡は46-13グリッドに位置し、重

埋土は 9層に分かれ、 第7層が井筒、第 8・9層が 複する第 9号掘立柱建物跡を切っていた。平面形は

掘り方に相当するものと思われる。第6層よりも上 円形で、規模は長軸長1.95m、短軸長1.84m、深さ

部は崩落土と考えられる。 2.54mである。

出土遺物は検出されなかった。時期は不明確であ 埋土は 6層に分かれるが、下層は不明。観察した

るが、第 1号道路跡を切っており、埋土に浅間A軽 範囲には井筒の痕跡は見いだせなかった。

石が含まれないことから中世を中心とした時期と推 出土遺物は土師器甕、須恵器高台椀、鉄製品があ

第284図 A区第 3• 4号井戸跡
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SK l41~/ 
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ー ＇

△ 一 ‘

A 54.30 
-—• ' 

SE03 SE04 

1 灰褐色土 ロームプロック少塁 1 灰褐色土 焼土粒子少饂

2 褐色土 ローム粒子少量。火山灰微量 小礫やや多量

3 暗褐色土 ローム粒子少量 2 明灰褐色土 ローム粒子やや多量

4 暗褐色土 ロームプロック ・焼土粒子やや多量 3 明灰褐色土 小礫多量

5 明褐色土 ローム粒子多盪 4 暗褐色土 小礫やや多量

6 黄褐色土 褐色土少量。 ローム粒子多量 5 黒褐色土 礫混入少量

7 褐色土 ロームプロック・黒色土プロック混入

8 黒色土 灰色粘質土・黒色土 ・ローム粒子瓦屑 2m 
'1:60 
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る（第285図1~5)。時期は不明確であるが、第 9号

掘立柱建物跡との関係から熊野W期以降となる。須

恵器高台椀が伴うとすれば熊野VI期を中心とした年

代となろう。

A区第 3号井戸跡（第284図）

A区第 3号井戸跡は43-14グリッドに位置する。

重複する第172号土壊を切り、第141号土壊は本井戸

跡埋没後に掘り込まれていた。

平面形態は円形で、規模は長径3.60m、短径3.55

m、深さ3.15mである。底面は漏斗状に掘り込まれ

ている。埋土は 8層に分かれるが、井筒の痕跡は認

められなかった。第 2層には火山灰が微量含まれて

いたが、浅間A軽石として良いか、浅間B軽石とし

て良いか明確に判断できなかった。

出土遺物はない。時期は不明確であるが、第141

号土壊との関係、埋土の火山灰の存在から中世以前

という限定しかできない。

A区第4号井戸跡（第284図）

第285図 A区第 2• 4号井戸跡出土遺物
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第118表 A区第2• 4号井戸跡出土遺物観察表（第285図）

番号 器種 口径 器晶 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵高台椀 1. 9 (6. 4) B片 A 灰色 40% SE2上層。末野産。底部回転糸切り

2 須恵高台椀 2. 5 (6.2) F片 C 灰褐色 25% SE2上層。末野産

3 須恵高台椀 3.6 B片 A 灰色 30% SE2上層。末野産

4 土師甕 2.5 (6.4) AD A 淡褐色 35% SE2上層

5 不明鉄製品 SE 2覆土上層。残長3.4cm。棒状

6 土師質盤 5.9 (28.0) ABG B 淡黄灰色 20% SE4覆土。在地産。底部板状圧痕＋砂付着

7 土師質盤 (40. 2) 8.4 (31.3) ABG B 淡黄灰色 10% S．E咤4部覆加土日。怯胴耳部痺外面木ロナデ

8 須恵質盤 (39.6) 12.3 (25. 0) AB B 暗灰色 25% SE4 Nol。在地産。口縁部2孔紐掛状の穴， 須恵高盤？ 9.0 B片 A 淡青灰色 70% SE4覆土。末野産。器壁厚い

10 須恵磨鉢 4. 6 8. 5 B片 A 淡青灰色 90% SE4覆土。末野産。混入品

11 土師質壺？ 3.8 (10. 7) A B 褐色 20% SE4覆土。在地産。内面木口状工具痕

A区第 4号井戸跡は44-13・14グリッドに位置す

る。平面形態は円形で、規模は長径3.30m、短径3.05

m、深さ3.70mである。断面ば漏斗状に掘り込まれ

ている。

埋土は 5層に分かれ、第 4・5層は井筒内埋土、第

2・3層は掘り方である。第4層上部には空洞部が存

在し、全体に礫の混入が目立った。

出土遺物は在地産の盤、壺？、須恵器高盤脚部？．

磨鉢がある。6は口縁部を欠く 。底面は砂底で板状

圧痕が付く。体部下端を面取りしている。7は同一

器形で口縁部に小孔が貫通する。6・7は土師質であ

るが、 8は須恵質の焼き上がり 。やや深身で、口縁

部に小孔が 2個穿たれている。11は壺か。内面に木

口状工具による調整痕が残る。9は高盤脚部か。非

常に器壁が厚い。10は磨鉢で、内面は磨滅。時期は

中世で14世紀頃と推定される。

(9)道路跡 | ・よ：アで＇泳＼・▲ 、 • . 、 - - -―--------

A区からは 2条の道路跡が検出された。第 1号道

路跡は調査区北部にあり、南東から北西にかけて S

字状に緩やかな弧を描いて抜けている。第2号道路

跡は調査区東部中央付近、第 1号道路跡の西側15m

程隔てて検出された。遺存状態が悪く、波板状圧痕

の一部が残るに過ぎない。その他、第26号溝跡と第

27号溝跡の間にも硬化面が観察され、中世の一時期

道路として機能していたことがわかっている。

A区第 1号道路跡（第287~293図）

A区第 1号道路跡は調査区北部、 43-16・17グリッ

ド付近から35-11グリッドにかけて、南東から北西

方向に向けて、緩やかに弧を描きながら抜けている。

概ね等高線と平行していると考えられる。重複する

第 1号井戸跡、第32号溝跡、第26・29号溝跡、第11

号溝跡、第30・34号溝跡によって削平されていた。直

線距離で約100mを測る。道路幅は側溝で明確に区分

されていないため、不明瞭であるが、概ね 3~8m

程である。

道路跡を特徴づける波板状圧痕と硬化面が検出さ

れたのは道路北端部と中央から南東にかけての部分

であった。道路跡がカーブする地点に波板状圧痕が

存在するともいえる。逆に直線的に延びると思われ

る中央付近では波板状圧痕や硬化面は明瞭に検出で

きなかった。また、中央から北西側では全体が浅い

溝状に窪んでおり、南東側と趣を異にしている。

まず、北東部の様相を述べると（第287図）、全体が

溝状に掘り下げられ、溝幅は3.0m~6.0m前後を測

る。確認面では溝の中央部に黒色土、その周囲に砂

質の強い明褐色土が堆積していた。道路内には平行

して延びる溝（縦溝と呼ぶ）が数条途切れながら検出

された。埋土は灰色の粘質土で、非常に堅く締まっ

ていた。

いわゆる波板状圧痕は 6条、道路に直交して検出

された。埋土は灰色の粘質土で、縦溝と同様である。

やはり非常に堅く締まっていた。埋土中には小礫と、

呵須恵器の小片が混じっていた。須恵器の小片は礫の
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第286図 A区第 1 • 2号道路跡
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第 1号道路跡（1)
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第288図 A区第 1号道路跡（2)

冒

D' 

E 54.60 E' 

疇
F 5460 ュ・

代用品として用いられた可能性がある。この灰色粘

土は道路の最終堆積土である黒色土（第10層）と明褐

色土を除去した段階で現れ、波板状圧痕のみならず

その間をつなぐ高まりの部分にも薄く覆っているこ

とが確認された。波板状圧痕底面は鉄分とマンガン

の凝集層が形成され茶褐色を呈していた。埋土の灰

色粘質土と同様、底面もバリバリに締まった硬化面

が形成されている。

波板状圧痕は長さ1.2m~3.4mほどで、西側と東

A'55.00 

5 

G 54.60 

旦 60

S Z O 1 

1 暗褐色土 ローム粒子少量

2 黒褐色土 ローム粒子 ・ロームプロック少昼

A“ 

⇒’ 

3 明褐色土 砂質土。焼土粒子微呈。 ローム粒子やや多盪

4 明褐色土 砂質土。硬化粘土プロック混入

5 暗灰色土粘質土。硬化面

6 灰色土 粘質土。硬化面。中世以降の道路面

7 褐色土

8 暗褐色土 ローム粒子微量， ソフ トローム

10 黒褐色土 ローム粒子 ・ロームプロックやや少量

11 明褐色土 砂質土。黒色土プロック少量

12 褐色土 ロームプロック多最

13 暗褐色土 ロームプロック・暗褐色土プロック多量

14 灰色土 粘質土

15 灰色土 粘質土プロック ・褐色土混入

16 灰褐色土 灰色粘土プロックやや多盪

17 暗褐色土

o・ 

G' 

2沿

側に 2列存在する。同時期のものか、時期を異にす

るのかは判断できなかった。

道路跡の西側 1mには単独埋設土器（第 8号特殊

遺構）が検出された。土師器の甕を埋設したもので、

道路跡を意識したものかもしれない。

次に南東部の様相を述べると、北西部との相違は

道路幅を示す溝状の掘り込みは存在しない点である

が、おそらく削平されたものと考えられる。

最も北寄りの一角では第2号土壊を挟んで波板状
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第289図 A区第 1号道路跡（3)
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第290図 A区第 1号道路跡(4)

A 54.20 21 ⇒' 2 2 2 E' 

B B' 

瓢
E — · 

． 冒
S Z O 1 (2) 

1 灰色土 粘質土

2 酸化鉄分層

3 明褐色土 ローム質土

4 明灰色土 砂質土

5 褐色土 砂費土。灰色粘土プロック ・ローム粒子少晨

6 褐色土 ・ ローム主体。硬くしまる

7 褐色土 ローム主体。ややしまり弱い

8 黄褐色土 ローム質土。硬くしまる
G I', G' 9 灰色土 粘質土。砂質土。ローム粒子少呈。非常に硬い

10 明褐色土 ローム質土。灰色粘土プロック少量。やや硬い

11 褐色土

12 褐色土 砂質土。灰色粘土プロック少蘊

13 灰色粘土 硬くしまる

14 褐色土 ローム粒子・灰色粘土少量

15 黄褐色土 ローム粒子多最。灰色粘土少塁 241m ;80 

圧痕が2箇所検出された（第289・290図）。北ブロック

では 5条の長楕円形土壊から構成されている。南ブ

ロックでは11条の長楕円形土壊から成る。南ブロッ

ク南部の 4条はやや土壊の軸が変わっていた。波板

状圧痕の長さは0.70m~3.20m、深さ 5~30cmほど

である。埋土は上面に明灰色砂質土（第 4層）が被り、

その下部に非常に堅く締まった灰色粘質土（第 1層）

が堆積している。灰色粘質土の下面は鉄分とマンガ

ンの凝集層が被膜状に形成されていた（第 2層）。

道路跡の走向に平行する溝（土壊）は第 3・5号土

壊など見ることはできるが、あまり顕著ではない。

また、不整形土壊が 3基掘り込まれていた。非常に

堅く締まった灰色粘質土が詰まった第 1・2号土壊

と、黄褐色硬化層（第8層）の上に砂質土が堆積する

第4号土壊がある。第4号土壊は灰色の粘質土が故

意に除去された可能性もある。周辺には小ピットが

群在し、道路に沿って並ぶようにも見えるが、伴う

という確証は得られなかった。

第11号溝跡と第30号溝跡との間には波板状圧痕が

最も良好な状態で遺存していた（第291・292図）。大き

く東西2列あり、西列では22条、東列は 9条検出さ

れた。東西の波板はずれる部分があり、時期を違え

て構築された可能性がある。また、道路走向に平行

する溝状遺構（縦溝）は西列で 2条、東列で 5条、西

列と東列の間に 1条検出された。

波板状圧痕の埋土は他の部分同様、非常に堅く締

まった灰色粘質土が堆積していたが、他地点との相

違は灰色粘質土が波板凹部のみならず波板を繋ぐ高

まりの部分まで一面に覆っていた部分が認められた

ことである（第34号溝跡北西部）。波板状の凹凸面を

路床とすると、灰色粘質土が舗装面の一部と考える

ことができよう。

波板状圧痕の南西部では道路痕跡は消えている。

調査区際の断面観察では明褐色砂質土と灰色粘質土

-379-



第291図 A区第 1号道路跡（5)
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第292図 A区第 1号道路跡（6)

A 54.00 
-9. 
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S Z O 1 (3) 

1 灰褐色土 砂質土。酸化鉄分。ローム

粒子少羅

2 灰色粘土 酸化鉄分粒子部分的に混入

3 暗灰色粘土層 酸化鉄分粒子部分的に混入

4 茶褐色酸化鉄分層 酸化鉄集積層

5 黒色粘土 酸化鉄プロ ック状に混入

6 明灰褐色土 浅問A多量

7 暗灰褐色土 浅間A少量

2沿

ブロックを含む層が認められ、道路跡は本来連続す

ることが確認できた（第291・293図）。

出土遺物は少ない。 土師器暗文杯、須恵器甕•長

頸瓶、鉄器がある（第295図l~4)。図化した以外に

は1辺5cm程度の須恵器甕破片が10数点出土してお

り、礫と共に路床に敷き込んだ可能性がある。

時期に関しては不明確な点があるが、中世以降の

溝跡や井戸跡に切られていること、出土遺物が古代

のものに限られること、道路内に古代の遺構が全く

進出していないこと、第8号特殊遺構が道路と関連

する可能性があることから、古代の道路跡と考える

のが妥当である。おそらく集落形成段階、あるいは

それ以前から存在した道路を改修しつつ、出土遺物

から見ても 9世紀段階までは使用したものと考えら

れる。

A区第2号道路跡（第294図）

A区第 2号道路跡は第18号溝跡の西側43-14グリ

ッドから 45~14·15グリ ッ ドにかけて検出された。波

板状圧痕が部分的に検出されたのみで、道路幅を示

す溝状の掘り込みや縦溝は不明である。長さは約12

m、幅は不明確であるが 4m前後、およそ南北に延

びるものと思われる。
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A区第 1号道路跡（7) ;fl <I 
⑥s 

グ ・らさ

9 ◎s 

R

1
 

◎

@

 虐

◎
 

｀

）

 

R
 

◎ ト

レ

ン

チ匂

g
印

恩

Q』

｀

乳

濯

邑

0

3

忍
@
3

◎

、T

疇

＠

`
]
：
が
象

げ`
鵞
魯

。`

穿
み

ー

4
.

J
S Z O I (4) 

l 灰褐色土浅間A多

2 暗掲色土火山灰らしき粒子少量

3 明渇色土 砂質。灰色粘土プロック

部分的に混入

4 灰掲色土 粘質土。プロック状又は

板状に堆積
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5 灰褐色土 灰色粘土プロック部分的

に混入

6 褐色土 ローム粒子やや多量

7 暗褐色土

8 ソフ トローム

9 攪乱

-382-



第294図 A区第 2号道路跡
A 54.30 A' 

ー

｀こ｀》こ
0 。こ芦

三 0 言〔三9
②◎ 

B B' 

RR 
◎

⑯
 

魯◎＠

⑤◎ 

◎口翌。長⑥

□ e,ロ
シ◎芦声勺叡

．こ疇oR
文⑥

お こ 9

2_ c・ 

沼喜

畜◎
 

◎
 ⑥

 
⑤
 

⑤
)
 

⑥
 

◎ 

15 ,

D
 

9

1
1

1
 

D D' ・- - ・ 

E 

. E.__ ユ ＇，

一Ì こ
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1 灰褐色土粘質土。堅緻

2 灰褐色土粘賓土。 ローム粒子混入

3 灰褐色土粘質土。

4 暗褐色土 ローム層

5 ローム暦 暗渇色土少最〈人為的〉

6 黄褐色土 ローム主体

21問
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第295図 A区第 1• 2号道路跡出土遺物
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第119表 A区第 1• 2号道路跡出土遺物観察表（第295図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 土師暗文杯 (13. 3) 3.1 G A 褐色 20% SZOl覆土。内面放射暗文（下→上）→ラ妙暗文（右回り）

2 須恵長頸瓶 4.3 B A 茶褐色 70% SZOl溝覆土。末野産か？ 素地土やや粗い

3 須恵甕 c片 C 黄灰色 SZOl内SKl。末野産。肩部。4本組櫛描波状文巡る

4 不明鉄製品 SZOl。残長2.6cm。棒状

5 土師1ll1 (1 6. 1) 1 z. o I IG I A I茶褐色 I10% / SZ02内。44-14GPi t3 

波板状圧痕は第162号土壊東側（北群）と、第159号

土壊南西部（南群）の 2箇所から検出された。波板状

圧痕を構成する長楕円形土壊は長さ0.60m~1.60m 

である。北群は 6条確認された。2列平行する可能

性もあるが不明瞭である。底面は非常に堅く締まっ

ており、埋土は硬化した灰褐色粘質土が堆積してお

り、第 1号道路跡と同様な様相が認められた。

南群は 3条乃至、 4条連なる土壊が 2列確認され

た。埋土の状況は北群と同様である。また、南北の

土壊群の間にはピット群が検出されているが、ピッ

卜底面は堅く硬化しているものが認められ、波板状

圧痕を構成する土壊の一部が辛うじて残存したもの

と考えることができる。

(10)特殊遺構
A区からは特殊遺構は 8基検出された。特殊遺構

としたものは、遺構の性格が不明確なものである。

特に第 2号特殊遺構としたものは、調査当時井戸跡

として調査したが、形態や埋土の状態が井戸とは異

なり、且つ極めて多最の遺物が検出されている。井

戸掘削を途中で放棄したか、粘土採掘のために掘削

された可能性がある。畿内産土師器もこの土壊から

検出されている。

A区第 1号特殊遺構（第296図）

A区第 1号特殊遺構は45-14グリ ッドに位置する。

道路跡とほぼ並行して延びる第18号溝跡は、道路

側溝あるいは、道路と関連する区画溝と想定するこ

ともできるが、確証は得られなかった。

出土遺物は少なく、土師器皿が検出されたのみで

ある（第295図5)。道路跡の時期に関しては、出土遺

物が 8世紀初頭前後で、また、道路の延長上には中

世と推定される長方形土壊が掘り込まれていること、

第18号土壊が中世の土壊に切られていることから判

断すると古代の道路跡と見ることも可能であるが、

やはり道路の北側延長上にある第 3号井戸跡の時期

が不明確である点に問題は残る。

断面漏斗状に掘り込まれた円形土壊（長径2.50m、短

径2.25m、深さ1.14m)の底面に直径0.30m、深さ

0. 72mのピットが穿たれていた。井戸跡かとも思わ

れたが、井筒部分が小さすぎることから特殊遺構と

した。幡竿を据え付けた土堀の可能性も検討したが、

明確な柱痕は確認できなかった。

埋土は 8層に分かれ、第 5層は褐色粘質土で、 6

層上面に貼られたような状況が認められた。第1~ 

4層はロームブロ ックの混入が目立った。下層(4.

7・8層）は黒味の強い色調である。
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第296図 A区第 1号特殊遺構

□ 
A 54.20 

SXOl 

1 暗褐色土 ロームプロ ック ・黒色土プロ ック泣入

2 暗褐色土 ロームプロ ック ・ローム粒子少量

3 褐色土 ロームプロ ック・ローム粒子多蘊

黒色土プロ ック少量

4 黒褐色土 ロームプロ ックやや多量

5 褐色粘土

A• 

ーム‘

6 明褐色土 ハードロームプロ ック ・黒色土プロ ック混入

7 凩褐色土 ローム粒子少

8 黒褐色土 ロームプロ ック・ローム粒子浪入

2，臨

遺物は検出されなかった。時期は不明である。

A区第 2号特殊遺構（第297図）

A区第 2号特殊遺構は調査区南端の50-10・11グ

リッドに位置する。平面形態は不整円形で、底面は

一定しない。断面も不整形で、調査中に崩落してし

まったが部分的にオーバーハングしていた。規模は

長径4.86m、短径4.60m、深さ1.80mである。調査

当初、形態や大きさから井戸跡と想定したが、掘り

込みや埋土の状態から井戸跡とは異なるため、特殊

遺構とした。

埋土は11層に分割され、上層から中層（第 1層～ 7

層）までは焼土、炭化物、灰が多量に混じり、また、

多量の土器片が含まれていた。下層にはロームブロ

ックの混入が目立ち、焼土や灰、遺物の出土量は少

ない。

出土遺物は極めて多く、図化した遺物だけでも358

点を数える（第301~314図）。遺物の出土状態は前述

のように上層に多く、焼土や灰、炭化物と共に投棄

された可能性が高い（第298~300図）。器種としては

土師器杯・皿・暗文坪 ・暗文皿 ・甕・小型甕 ．壺 ．

鉢．甑・ミニチュア土器、支脚、須恵器杯 ・高台杯 ・

蓋•長頸瓶・磨鉢・甕・短頸壺、土錘、鉄製品など

日常容器としての器種をほぼ網羅している。

土師器坪（第301・302図1~57)は北武蔵型杯であ

る。丸底形態で、口縁部が内彎気味または直立して

立ち上がる。口径は12cm代～14cm代が主体となる。

59・60は大振りの椀形態である。61~75は皿。58・76

~86は器形的には暗文杯と同一であるが、内面に暗

文が施されない。87~96は暗文皿系皿であるが、や

はり内面の暗文が省略されている。

99~204は暗文坪。99~200は内面放射暗文を施す

タイプである。大半は放射暗文のみであるが、 189・

198・199には中心部に螺旋暗文が施文されている。ロ

径は10.8cm~17.0cmまで分布する。201・202は大振り

の椀形態で、内面には斜格子暗文と螺旋暗文が施さ

れている。203は端部に凹線をもつ深身の器形で、鉢

としても良いかもしれない。内面は放射暗文が施文

される。204は畿内産の暗文坪である。口唇部を内側

に巻き込み、底部は平底風である。径高指数は23を

示し、浅身に属する。内面は 2段の放射暗文と螺旋

暗文が施されているが、中心部付近は磨滅が著しい。

外面はミガキと底部には軽いヘラケズリと指頭痕が

残る。覆土最上層から出土した。

205は暗文皿である。暗文皿系の無文皿に比較して

暗文皿の出土鼠が少ない。また、暗文も雑な施文で

ある。206は暗文杯の底部に墨痕が付いているが、字

としては明瞭に読めない。

207~257は須恵器坪（高台杯）蓋で内面にかえり

が付く 。207~214は口径12cm代～14cm代の最も小振

りの蓋である。211• 212は環状つまみが付くもので、

211は末野または群馬産、212は群馬産と考えられる。

252・253も同類である。215~243・254~257は大型の
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第297図 A区第2号特殊遺構

、ID

一 ’.

• △ 

01 

A 55.00 

。I

SX02 

1 暗黄灰褐色土 ローム粒子・炭化物粒子・焼土粒子

少量。土器小片多量

2 黒褐色土 焼土 ・炭化物多量。大形土器片多量

A' 3 暗茶褐色土 焼土・炭化物・灰をプロック状に

混入

4 黒褐色土 焼土・炭化物・灰混入。大形土器片

多量

5 暗茶褐色土

6 暗褐色土

7 黒褐色土

8 黒褐色土

9 黒褐色土

10 暗茶褐色土

11 暗黄褐色土

ローム粒子多蘊

ロームプロック・焼土粒子 ・炭化物

粒子多量

ローム粒子少量

ロームをプロ ック状に多量

ローム粒子極めて少量

ローム粒子多量

ロームプロ ック層

2品

蓋で、口径17~18cm代のものが主体を占める。最大

は230の蓋で、口径21cmに及ぶ。つまみは擬宝珠タイ

プが主体を占める。かえりは口縁部ラインよりもか

なり内側に入るもので、痕跡程度のものも見られる。

末野産が大半であるが、 233・234はかえりが接地面と

なり、異質である。群馬産と考えられる。

258~260は高台坪。 258は小振り、 259・260は大型

品で、後者は深身である。261~283は無台杯である。

法量によって最低3種に分化している。小型の一群

は口径11~12cm前後(261~267)、中型品は13~14

cm前後(268~270)、大型品は15~18cmである (271~

283)。底部は丸底風でやや扁平な器形が主体を占め

る中で、 268は箱形の器形を呈し、異質であるが、他

の坪同様末野産の可能性がある。280は深身で無台椀

とした方が良いであろう 。底部調整は回転ヘラケズ

リと手持ちヘラケズリがある。切り離しはヘラ切り

と思われる。

284~286は磨鉢。284は口唇部は面取り、外面にカ

キ目が施される。胎土は精良で秋間産か。

287~294は長頸瓶。287・294は湖西産。288は端部

のつくりが甘く、湖西を含む東海産か。頸部は 2段

接合。 289は肩部に列点文を施す。内面はヘラケズリ

調整される。灰色で突雑物をほとんど含まない胎土

は特徴的である。湖西または群馬産か。295は高台盤
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か。盤面は磨滅している。 296は台付壺か。 297は壺

盃と思われる。素地土が精良で黒色粒fが吹き出す。

秋間産か。 298は短頸壺。 299~303は甕である。 293

は櫛描波状文と沈線区画がある。 303は丸底の大甕で、

タタキと螺旋状のカキHを施文。

304~309は土師器小型甕である。 310~318・323~

327は甕。 319~322は壺である。 331~339は甑。大型

(334)と小型(333)がある。 343は甕と同一形態である

が、胴部に穿孔がある。支脚と見るべきか。 346~350

はミニチュア土器。

352~357は鉄製品。 352はリ子か。 353は平造りの

二角形鏃と思われる。 358は上錘。

出土遺物は時期的にまとまっており、焼土や炭化

物などと共に—括投棄された可能性が高い。その意

味では廃薬土堀と考えて良いが、本米の使用H的は

不明である。井戸を掘削途中で放棄したものか、土

取り目的で掘削した可能性もある。本遺構の南側に

隣按して石組井戸跡が調査されている（町教育委員

会）。時期的にもほぼ同時期で関連性が注目される。

出土遺物から時期は熊野II期と考えられる。

第120表 A区第 2号特殊遺構出土遺物観夏表（第四～314図） ＿ 

~·~~"1口：□No2700 覆I 備考ーーニニ］

4 工 BIIリ4‘ ¥11.'1) .).'± ID  L) 

、褐四色ピ U7V0% /U 
lv¥).:....J. 1,_) L .J./J 

5 土帥材 lど， 3 3. 7 AB B No.2510 

6 土師杯 (11. 8) 3.8 AB B 明褐色 40% No59。底部黒斑あり

7 士師杯 12.0 3. 4 AB B 褐色 70% No.37]。外面黒斑あり

8 l I 土帥杯 11. 3 3. 4 AB B 褐色 60% No.3000 3212覆上

， 土師杯 (12, 1) 3. 3 AB B 褐色 60% No60 覆士（西半部）

10 土師杯 (12. 8) 3.:, AB B 掲色 40% Nol507覆上最卜層覆t（西半部）

11 上師坪 (13.1) 3.3 AB B 紺色 30% Ne).2793 

12 士師杯 12.5 3.4 AB B 褐色 60% No558 • 559 • 25 78 

13 t師杯、 12.0 3. 5 AB B 掲色 70% No200 216 1336 

14 土師杯 (12. 4) 3.5 AB B 褐色 30% No,2473。外底面県斑あり

15 土師J不 (13. 0) 3.3 AB B 褐色 25% ¥o.486 

16 土帥杯 11. 2 3.1 AB B 褐色 60% ~o.1182 • 2369 3236 • 3048 

l7 士帥i1< (12. 0) 2. 6 AB B 褐色 30% 覆上（東半部）

18 士師叶 (12. 0) 3. ::i AB B 茶褐色 25% No.2415 

19 上帥J;,fヽ (12. 0) 3.1 AB B 褐色 30% No.727 • 819 

20 土師妬 (12. 0) 3. 0 AB B 褐色 70% No.3219 • 3443 3445 • 3446 

21 土師杯 (12.0) 2.8 AB B 褐色 75% No.758覆土（西半部）

22 土師杯 (12.0) 3. 7 AB B 茶褐色 25% '1094 

23 土師材＜ (12.0) 3. 3 AB A 橙褐色 20% ¥Jol534 覆上（西半部）

24 土師杯 (11. 2) 3. 0 AB B 灰褐色 25% NoJ944 1949 1956覆土（西半部）

25 土師坪 (12. 0) 2. 5 AB B 褐色 15% Nol 785 

26 士師杯 (11.0) 3. 4 AB B 明褐色 30% No.3234 

27 土師坪 (12.0) 3.2 AB B 褐色 35% No.3631 

28 土師杯 (12.0) 4.0 ABG A 明褐色 20% Nul563・2069覆土（西半部）

29 土師坪 (12.2) 3.3 AB B 褐色 40% 上層（東）

30 土師坪 (12.0) 4.0 AB B 明褐色 10% No.2701 

31 土師坪 (12.0) 3.2 AB B 褐色 15% 覆土（西半部）

32 土師杯 (12.0) 3. 2 AB B 褐色 25% No2577・3043 

33 土師杯 (12.0) 3. 2 AB B 褐色 20% ぬ2234

34 土師杯 (12.4) 3.3 AB B 茶褐色 30% Na2013 

35 土師杯 (11.2) 3.0 AB B 明褐色 20% 覆土（西半部）

36 士師杯 (13.2) 4. 5 AB B 暗褐色 5億 Nu2705 
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第298図 A区第 2号特殊遺構遺物分布図（1)
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第299図 A区第 2号特殊遺構遺物分布図（2)
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第300図 A区第 2号特殊遺構遺物分布図（3)
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第301図 A区第 2号特殊遺構出土遺物（1)
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第302図 A区第 2号特殊遺構出土遺物（2)
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第303図 A区第 2号特殊遺構出土遺物（3)
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第304図 A区第 2号特殊遺構出土遺物(4)
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第305図 A区第 2号特殊遺構出土遺物（5)
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第306図 A区第 2号特殊遺構出土遺物(6)
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第307図 A区第 2号特殊遺構出土遺物（7)
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第308図 A区第 2号特殊遺構出土遺物(8)
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第309図 A区第 2号特殊遺構出土遺物(9)
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第310図 A区第 2号特殊遺構出土遺物(10)

□□□三＝~5

二□ニー

’̀ -̀- - - ` 281 

芯＾.̂:9g・成泡
9• ` ャ・り．． ，

• 9 、 • ..-....... 
:9沿；＜；g；ふ

惑球＜ふ＇•. 9 t知決、•9., 

喩洪嫁：` i＇く ：

•• 9’・ペ:t愁料`器i
忍・ヽ裕＇．，唸
資羞和
否む';,≫

・→. ;・ 

ロ ロ/v6

□ 279 

□-

゜
8
 

-J
2

`
?
 

¥--

こ 一 3

288 

口下l85

三 286 / •→`290 三丞一、91

289 

~295 二 6

8
`
 

O
I
 

ー

-400-



第311図 A区第 2号特殊遺構出土遺物(11)
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第312図 A区第 2号特殊遺構出土遺物(12)
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第313図 A区第 2号特殊遺構出土遺物(13)
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第314図 A区第 2号特殊遺構出土遺物(14)
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番号 器種 口径 器晶 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

37 土師杯 (13. 0) 3. 2 AB B 褐色 20% No3415 

38 土師坪 (12.0) 3. 4 AB B 褐色 15% Nn1310 

39 土師坪 (12. 2) 3. 4 AB B 明褐色 20% No814 

40 土師杯 12.4 4. 3 B B 褐色 95% ぬ885• 886 • 1909 • 1910 • 1912 

41 土師坪 (14. 0) 3.0 AB B 褐色 25% 覆土（西半部）

42 土師坪 (12. 6) 3.8 AB B 褐色 30% ぬ3507覆土（西半部）

43 上師坪 14.0 3. 6 AB B 褐色 75% ぬ1577・1578・1588・3199・3495覆土（西東半部）

44 土師杯 (13. 2) 3.4 AB B 褐色 40% Nn997覆土（西半部）

45 土師坪 (13.0) 3.7 AB B 褐色 25% Nu3016 

46 土師杯 (14. 2) 4.1 AB B 褐色 40% No2511覆土（西半部）

47 土師坪 (13. 8) 3.9 AB B 明褐色 25% ぬ1778

48 土師杯 (13.0) 3.2 AB B 褐色 35% No.673 • 1779覆土（西半部）

49 土師坪 (14. 4) 4.1 AB B 橙褐色 40% Na665・646・647 

50 土師杯 (14. O) 4.2 AB B 橙褐色 30% Na3372・3374・3375・3376・3504。外面黒斑あり

51 土師坪 (13. 5) 4.2 AB B 明褐色 30% ぬ1984・1985

52 土師杯 (14.0) 3.7 AB B 明褐色 30% Na2602覆土（西半部）

53 土師杯 13.6 4.2 B B 褐色 95% Na2131。底部外面黒斑あり

54 土師坪 (13. 8) 4.4 AB B 褐色 25% Nol087 

55 土師坪 (15.0) 4.3 AB B 明褐色 25% No36 

56 土師坪 (15.0) 4.5 AB B 褐色 25% No.3143 • 3145 

57 土師坪 (14. 8) 4.3 AB B 褐色 50% No3486 

58 土師杯 (16. 8) 4. 7 AB B 暗褐色 15% No974。暗文坪タイプだが無文 内面明褐色

59 土師椀 (18.0) 6. 7 AB B 茶褐色 35% ぬ418
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78 
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 100 I.t師暗文坪 （10. 8) 

101 土師暗文杯 11. 6 

102 上師昭文坪 12.1 

103 土師賠文坪 12. 0 

104 土師暗文坪 （11. 9) 
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107 I I 帥恥~文J.fヽ

108 上帥暗文杯

109 土師暗文坪

AB 

AB 

AB 

AB 

ABC 

ABC 

BC 

AB 

BG 

AB 

AB 

AB 

ACD 

A 

AB 

AB 

AB 

AB 

AB 

AB 

AB 

AB 

AB 

AB 

AB 

B I 褐色 I 25% I Nu594 • 813 

c 橙褐色

B 淡褐色

A 淡橙色

A 赤褐色

A 明褐色

A 明褐色

c 明褐色

A 黄褐色

A 褐色

A 橙褐色

B 橙褐色

B 褐色

B 暗褐色

B 橙褐色

B 褐色

B 明褐色

B 橙褐色

A 明褐色

B 明褐色

B 明褐色

B 明褐色

A 橙褐色

25%I N(l288-681•2871 覆土

3億 N(l2265-1987 • 1627覆土（西半部）

55%"1 N(l2517 

55% Iぬ380

25¥11 I No2408"覆士（西半部）

備考

50% I No.2438 

30% I No.1758 • i 759 • 2265 

50% I No.2241 

75悶 No.1954• 2192他

2億 No.3462

4傭 No.2292• 2295覆土（西半部）

75% I No.2138。全体に風化 大きめな石多数含む

20% I No.843 • 857 

20% I No.2404 

暉 No.2480• 2481 • 3599覆土（ベルト・西半部）

6億 No.2677。暗文坪系無文坪

20% I No.2678覆土（西半部） 暗文坪系無文均

20%覆士（西半部） 暗文杯系無文杯

70% I No.2663。暗文杯系無文杯

55% I No.755。底部外面不整円形の黒斑（径約9.5cm)あり

25% I No.3326。暗文杯系無文坪

1億覆土（西半部）。暗文坪系無文妬

A 1橙褐色 12り虹534。底部内面布H状圧痕残る

B 明褐色 3ぼ覆士（西半部）。暗文杯系無文坪

AB 1 A 1 明褐色! 血 ;1覆上（西半部）。暗文杯系無文坪

ABD I A 明赤褐色 65% I Nn2402他。暗文坪系無文杯。外面黒斑あり

AB I A 赤褐色

AB I A 橙色

AB . I A 赤褐色

AB I A 暗茶褐色

AB I A 赤褐色

B I A 明褐色

ABG I A 赤褐色

45%1ぬ2489

30% I No.101。暗文なし

55% I No2530 • 2532覆土（西半部）

35% I No2553 • 2556 月吐

30% I No2653 

3僚 No2452

3億覆土（西半部）

ABG I A I赤褐色 I50%1 N⑫340覆土（西半部）

AB 

AB 

G 

AB 

BD 

A 明赤褐色 25% I No.2538。暗文なし

A 赤褐色 50% I No.2537 • 2539覆土（西半部）

A 褐色 7傭覆土（東半部西半部）

B 褐色 25% I No.115。底部黒斑あり

A 明赤褐色 3僚 No.1746。内面放射暗文（下→上）

AB I A 明褐色 50%j NQ409。内面放射暗文

：：C | ： 言ご1 已：ビロ:::日t：コ暗文（下→上）

ABC ! A 赤褐色' 70% I No.2218。内面放射暗文（下→上）

ABD A 明赤褐色， 35% ! No.3503。内面放射暗文

AB I A 明赤褐色 30%I覆土（西半部） e 内面放射暗文（下→上）

AB A UJ1褐色 j0%I Nn417。内血放射暗文（卜→;)

AR !I A I,Ji、褐色 に％閣i:。内rui放飼文(|、→ f-) 

AB ' A 明褐色 50% I No.1713。内面放射暗文（下→上） 底部黒斑

ABC . A 黄褐色 80% ! No.545 • 2526覆土（西半部）。内面放射暗文（下→上）

AB I B 褐色 25% I No.3543。内面放射暗文

AD i A 明赤褐色， 30% i NQ2405。内面放射暗文

ABCIJ I, A 明赤悧色 7IJ% Nu975 2038 1勺面放射暗文（l、^→上1
--―し＿＿」—―-l-
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番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

113 土師暗文杯 (11. 6) 3. 4 BC A 赤褐色 20% 覆土（西半部）。内面放射暗文（下→上）

114 土師暗文坪 (12.1) 3.6 AB A 明褐色 25% ぬ3097。内面放射暗文

115 土師暗文坪 (11. 8) 3. 8 AB A 明赤褐色 30% Nu72 2250。シャープな作り 内面放射暗文（下→上）

116 土師暗文杯 (12. 4) 3.0 AB A 明赤褐色 45% Nu2287。内面放射暗文（下→上）

117 土師暗文坪 12. 0 2.8 BC A 明褐色 30% 覆土（西半部）。内面放射暗文（下→上）

118 土師暗文杯 (11. 2) 3.1 ABC A 明褐色 40% Nul94上層（東） 。内面放射暗文（下→上）

119 土師暗文杯 (11. 5) 3.6 AB A 赤褐色 45% 覆土（西半部）。内面放射暗文（下→上）

120 土師暗文坪 11. 6 3. 3 BC A 赤褐色 60% Nn2184。内面放射暗文（下→上）

121 土師暗文坪 (12.0) 3.0 AB A 黄褐色 30% ぬ3633。内面放射暗文（下→上）

122 土師暗文坪 12.0 3. 3 AB A 赤褐色 45% ぬ2073・2076覆土（西半部）。内面放射暗文（下→上）

123 土師暗文杯 (12.6) 2. 7 BG A 淡橙褐色 35% 覆土（ベルト）。内面粗い放射暗文（下→上）

124 土師暗文杯 12.0 3. 5 AB A 赤褐色 70% No3140 

125 土師暗文杯 12.l 3. 4 AB A 赤褐色 75% No2798他。内面放射暗文（下→上）

126 土師暗文坪 12. 0 3.1 ABC A 赤褐色 100% Nu2232 • 2337 覆土（西半部）

127 土師暗文妬 (12. 5) 3.0 ABC A 赤褐色 25% ぬ1721。内面放射暗文（下→上）右回り

128 土師暗文坪 12. 6 3. 3 AB A 赤褐色 80% No2685・2686覆土（西半部）。内面放射暗文（下→上）

129 土師暗文坪 12. 5 3.4 ABC A 赤褐色 85% No2290覆土（西半部）

130 土師暗文杯 (12. 5) 3.6 AB A 赤褐色 25% 覆土（西半部）。内面放射暗文（下→上）右回り

131 土師暗文坪 12.4 3.4 AB A 明褐色 45% No.2323。内面放射暗文（下→上）

132 土師暗文坪 (12. 3) 3.6 BF A 赤褐色 20% ぬ1266。内面放射暗文（下→上）

133 土師暗文杯 12.0 3. 3 AB A 赤褐色 35% No.1541。内面放射暗文

134 土師暗文坪 12.4 3. 2 ABC A 明褐色 75% ぬ2220覆土（西半部）

135 土師暗文坪 (12. 4) 3.6 AB A 明赤褐色 50% ぬ2717。内面放射暗文（下→上）

136 土師暗文坪 12.4 3.6 AB A 明赤褐色 70% ぬ3293。覆土（西半部）他。内面放射暗文（下→上）

137 土師暗文坪 (12.0) 3.3 B A 赤褐色 25% ぬ3467。内面放射暗文（下→上）

138 土師暗文坪 (12.8) 3.2 AB A 明褐色 35% No.573。外面黒斑あり。内面放射暗文。風化

139 土師暗文杯 (13. 0) 2.9 AB A 赤褐色 25% ぬ2152覆土。内面放射暗文（下→上）

140 土師暗文坪 (13. 0) 3.1 ABD B 明赤褐色 35% 覆土（西半部）。内面放射暗文。器面風化

141 土師暗文坪 02.6) 2. 8 AB A 橙褐色 50% No.283 • 114 7。内面荒れている。内面放射暗文

142 土師暗文杯 (12. 6) 3. 7 BD B 明赤褐色 40% ぬ3559。内面放射暗文（下→上）

143 土師暗文坪 (13. 0) 3. 4 AB A 赤褐色 45% ぬ401・403・447・899。内面放射暗文。風化

144 土師暗文杯 12. 2 3. 5 AB A 明赤褐色 75% ぬ2491。内面放射暗文（下→上）右回り

145 土師暗文杯 (12. 2) 3. 9 AB A 明褐色 55% No2049・2050他覆土（西半部）。内面放射暗文

146 土師暗文奸 (12. 9) 3. 0 AB A 明褐色 30% ぬ3159。内面放射暗文（下→上）

147 土師暗文杯 (12. 2) 3.5 AB A 黄褐色 30% l¥¥:i2011。内面放射暗文（下→上）

148 土師暗文坪 12.7 3. 6 AB A 赤褐色 80% No2344覆土（西半部）。内面放射暗文（下→上）

149 土師暗文杯 12.0 3. 4 AB A 赤褐色 45% No3341。内面放射暗文（下→上）

150 土師暗文杯 (12.2) 3.5 ABC A 明褐色 50% Nu2767 • 2388 

151 土師暗文坪 (12. 4) 3.6 ABD A 赤褐色 30% Nol840。内面放射暗文（下→上）

152 土師暗文杯 (12.8) 3.0 BC A 明褐色 30% 覆土（西半部）。内面放射暗文（下→上）

153 土師暗文杯 (12.6) 3.3 B A 明茶褐色 30% 覆土（西半部）。内面放射暗文（下→上）

154 土師暗文坪 12.6 3. 7 ABD A 橙褐色 95% Na287他。内面放射暗文。7~8単位に分割

155 土師暗文坪 (12.5) 2. 9 AB D B 赤褐色 25% No.2111。内面放射暗文（下→上）。口唇部磨滅

156 土師暗文坪 12.0 3. 9 AB A 赤褐色 ・45% ぬ798。内面放射暗文（下→上）

157 土師暗文坪 (13. 6) 3.0 ABD A 明赤褐色 45% Nn256 293・304。内面放射暗文（下→上）

158 土師暗文杯 (12.8) 3. 4 ABD B 明赤褐色 50% No.2159 2398覆土（西半部）。内面放射暗文

159 土師暗文杯 (13. 4) 3. 2 AB A 赤褐色 30% No2378。外面黒斑あり 内面放射暗文（下→上）

160 土師暗文杯 (12. 4) 3. 7 ABC A 赤褐色 30% ぬ2903。内面放射暗文（下→上）

161 土師暗文坪 (12.8) 4.1 AB A 茶赤褐色 30% Na2447。内面放射暗文（下→上）

162 土師暗文杯 (12. 8) 3.4 AB A 橙色 45% ぬ871・875。外面黒斑。内面共に荒れている

163 土師暗文杯 (12. 7) 3.7 AB A 赤褐色 60% No2687。内面放射暗文（下→上）右回り

164 土師暗文杯 (12. 0) 4.0 AB A 明褐色 45% ぬ3540。内面放射暗文（下→上）

165 土師暗文杯 13. 5 3. 7 B A 赤褐色 40% 覆土（西半部）。 内面放射暗文（下→上）
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番号 器種 口径 器品 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

166 土師暗文坪 (12. 9) 3. 6 ABD A 明橙褐色 25% No.211。内面放射暗文（下→上）

167 土師暗文材 (12. 5) 3. 6 ABO A 明褐色 25% N(l2431。内面不規則な放射暗文

168 土師暗文杯 (12. 2) 3. 6 AB A 明赤褐色 30% N虚903。内面放射暗文（下→上）

169 土師暗文坪 (13. 0) 3.5 AB A 明褐色 70% Na2225 • 2226他覆土（西半部）。内面放射暗文

170 土師暗文妬 (12.8) 3.3 AB A 明赤褐色 50% Na3418・3419。内面放射暗文（下→上）

171 土師暗文坪 (12.5) 3.9 B A 赤褐色 35% N虚437-2432。内面放射暗文（下→上）

172 土師暗文坪 (12. 4) 3. 7 AB A 明赤褐色 45% No2105。内面放射暗文（下→上）

173 土師暗文坪 (12. 7) 3.7 AB A 赤褐色 30% Na2363。内面放射暗文（下→上）

174 土師暗文坪 13.0 4.1 ABG A 明赤褐色 90% No.1751・2151。内面放射暗文（下→上）

175 土師暗文坪 (14. O) 4.2 AB A 明赤褐色 25% NQ2354。内面放射暗文（下→上）

176 土師暗文杯 (13. 0) 4.0 AB A 赤褐色 40% No.2394・3615。内面放射賠文（下→上）

177 士師暗文坪 (13.1) 4.0 ABD A 明赤褐色 45% No.2345覆土上層（西半部）。内面放射暗文

178 土師暗文坪 (13. 2) 3.8 AB A 明赤褐色 35% Nn2453。内面放射暗文。底部器壁厚い

179 土師暗文坪 (13. 8) 3. 2 AB A 明褐色 40% No.245。内面放射暗文（下→上）

180 土師暗文杯 (13. 8) 3. 5 AB A 明赤褐色 25% ぬ2321覆土（西半部）

181 上師暗文杯 (14. 0) 4.0 AB A 明赤褐色 25% N(l2215。内面放射暗文（下→上）。外面黒斑

182 土師暗文坪 (13. 9) 4.1 ABD B 明赤褐色 35% Na2594。内面放射暗文。やや風化

183 土師暗文杯 (14. 2) 4. 3 ABD A 赤褐色 35% Na2535。内面放射暗文（下→上）

184 土師暗文坪 (13. 7) 4.1 ABD B 赤褐色 30% Nal277 • 1278。内面放射暗文。全体的に風化

185 土師暗文杯 (14. 0) 3. 8 AB A 橙褐色 40% Na898。内面放射暗文（下→上）左回り

186 土師暗文杯 13. 9 4. 7 AB B 茶褐色 95% Na2903 • 2360覆士（西半部）他。内面放射暗文

187 土師暗文坪 14. 8 4.1 ABD B 明赤褐色 25% Na2406。内面放射暗文（下→上）

188 土師暗文杯 (15. 4) 4.1 AB A 橙褐色 25% Na2562。内面放射暗文

189 土師暗文坪 (13.5) 5.1 AB A 明褐色 45% Na2329・2019覆土。内面放射暗文（下→上）

190 土師暗文杯 14. 9 4.1 AB A 赤褐色 70% N虚575-2430。内面放射暗文（下→上）

191 土師暗文杯 (15. 0) 4. 3 AB A 明赤褐色 30% No.1710。内面放射暗文

192 土師暗文杯 (14. 8) 4. 8 AB A 明赤褐色 25% 覆土最上層。内面放射暗文（下→上）

193 土師暗文坪 14. 5 4. 7 ABD A 赤褐色 90% No.1780-2132他。底部中心凹む。内面放射暗文

194 土師暗文杯 (15. 2) 4. 8 AD B 茶褐色 50% Na2546覆土（西半部）。内面放射暗文

195 土師暗文坪 (16. 0) 4.5 AB B 橙褐色 30% 覆土最上層

196 土師暗文坪 (15. 6) 5. 1 ABDG A 明赤褐色 20% N(l2178。内面放射暗文（下→上）

197 土師暗文坪 16.1 5.3 AB B 明赤褐色 75% Nn471。内面放射暗文（下→上）

198 土師暗文坪 (17. 0) 5.6 ABD A 明赤褐色 35% N虚507・346覆土（西半部）。内面ラセン＋放射暗文

199 土師暗文坪 (16.5) 4.8 AD A 明赤褐色 30% No.677・531覆土（西半部）。内面ラセン＋放射暗文

200 土師暗文坪 16.8 5.6 AB B 暗褐色 90% No.1504 • 1503他。内面放射暗文（下→上）

201 土師暗文坪 (18. 7) 5. 7 ABD A 明赤褐色 30% NQ3492。内面ラセン＋斜格子暗文器面風化

202 土師暗文坪 19. 6 7.2 AB A 赤褐色 80% Nal783 ・2134 ・2135。内面ラセン暗文＋斜格子暗文

203 土師暗文杯 (21. 0) 6. 6 AB B 橙褐色 35% 応1636・2149他覆土。内面放射暗文

204 土師暗文奸 (19. 6) 4.5 B A 明褐色 40% No.3148。畿内産暗文坪。放射暗文詳笈十ラセン暗文

205 土師暗文皿 16. 0 3. 3 ABO A 明赤褐色 70% NQ3534。内面放射暗文（下→上） 極めて雑

206 土師暗文坪 (1. 0) B B 明赤褐色 5% NC12169。底部外面墨痕

207 須恵蓋 (12. 7) 3. 7 B片 C 灰褐色 30% No.3490。末野産。天井部回転ヘラケズリ後ロクロナデ

208 須恵蓋 (13.0) 2.0 B片 B 暗灰色 45% N(l316・2706。末野産。天井部全面ロクロナデ

209 須恵蓋 (12.3) 3.3 c片 A 青灰色 45% No.584-2236。末野産。天井部回転ヘラケズリ後ロクロナデ

210 須恵蓋 (13.0) 2.8 c片 A 青灰色 20% No.844。末野産。径11cm前後の杯と組合う

211 須恵蓋 12.4 2.5 c片 A 灰色 60% Nci2174。末野産か？

212 須恵蓋 (13.8) 2. 5 BC A 灰色 35% 覆土。秋間産。焼きムラと黒色粒子の吹き出しあり

213 須恵蓋 (13.0) 2.3 BC A 青灰色 15% 覆土。末野産。径11cm前後の坪と組合う

214 須恵蓋 (14.4) 2. 5 c片 B 灰色 30% N直376。末野産。内面のかえり退化

215 須恵蓋 17.6 3.5 c片 B 淡黄灰色 50% NQl 109 • 2754 • 2755 • 2757。末野産。ロクロ左回転

216 須恵蓋 (17. 2) 4.4 H片 C 灰褐色 70% Na2420。末野産。全体的に摩滅

217 須恵蓋 (18.0) 4.0 c片 B 淡黄灰色 25% 応35。末野産。天井部ロクロナデ

218 須恵蓋 (18.8) 3.4 c片 A 灰色 75% Nふ96・2154。末野産。天井部ヘラケズリ後ロクロナデ
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17.2 4.0 片 B 淡黄灰色 ← 60% Nul673 • 1674他。末野産

17. 2 4.6 c片 B 淡灰褐色 60% No.2558 2515。末野産。ロクロ左回り

18. 0 4. 7 c片 A 暗灰色 95% Na2230。末野産。かえりは痕跡程度

(18. 2) 3.9 c片 A 灰色 35% Na757。末野産。ロクロ左回転 内面中心部摩滅

(18. 0) 3.0 c片 A 青灰色 35% ¥b.1354-2231。末野産。天井部回転ヘラケズリ後ロクロナデ

(17. 6) 4. 1 H片 C 黄灰褐色 50% No564 1849 • 3529。末野産

(18. 6) 3.8 c片 C 灰色 20% No.410 1976他。末野産。天井部回転ヘラケズリ後ロクロナデ

18.6 4. l c片 B 灰色 90% No.2467 • 2573。末野産

227 須恵蓋 18.5 4.3 c片 B 灰色 70% NCl2492 • 3188他 C 末野産

228 須恵蓋 (19.0) 2.8 c片 A 青灰色 40% ぬ2524。末野産。天井部落ち込む

229 須恵蓋 19.4 3. 9 c片 B 灰褐色 75% No.598 ・841。未野産か。

230 須恵蓋 21. 2 5.2 c片 B 灰色 60% Nu2106他。末野産。径19cm前後の拓と組合う

231 須恵蓋 21. 0 4. 0 c片 A 青灰色 45% 覆土（西半部）。末野産。内面同心円当具痕残る

232 須恵蓋 (20.6) 2.3 c片 B 暗灰色 15% No.2194。末野産。径18cm前後の杯と組合う

233 須恵蓋 (18. 2) 1. 7 BC B 黄灰白色 5% 覆土。群碍（秋間産か）。かえり突出

234 須恵蓋 (18. 2) 2.2 B B 灰白色 10% No3438c群馬（秋間産か）かえり突出（径16cm)

235 須恵器 17.6 3.7 c片 A 灰色 70% No.484・508。末野産。天井部回転ヘラケズリ後ロクロナデ

236 須恵蓋 (18. 0) 2.4 B片 B 暗灰色 25% 覆土（西半部）。末野産口天井部回転ヘラケズリ後ロクロナデ

237 須恵蓋 (18. O) 2.4 c片 A 青灰色 25% N(l2579。末野産。ロクロ左回転

238 須恵蓋 (17. 8) 2.2 片 B 淡灰色 20% 覆土。末野産

239 須恵蓋 (18. 0) 3.4 c片 B 暗灰褐色 25% No.3627。末野産

240 須恵蓋 (17. 8) 3.3 片 C 黄灰褐色 15% No.1164。末野産

24l 須恵蓋 09. O) 2. 7 片 B 黄灰色 20% No.3509。末野産。ロクロ左回転

242 須恵蓋 (18. 8) 3.3 c片 A 灰色 30% No233L末野産。ロクロ左回転歪みあり

243 姐恵蓋 (19. 0) 2.8 B 片~ B 灰色 15% 覆七。末野産。 n如左回転

244 須恵器 2.3 c片 B 暗青灰色 80% 覆士。末野産。つまみ完存

245 須恵蓋 1. 4 BC B 淡灰色 80% No.213。末野産。つまみ完存

246 須恵蓋 2. 7 片 C 灰衛色 60% ぬ2569。末野産。大井部回転ヘラケズリ後ロクロナデ

217 須恵蓋 2. 1 c片 B 灰白色 90% Nn3695。末野産。つまみ径4.7cm 

248 須恵器 2.3 c片 B 淡灰色 90% No2487。末野産

249 須恵蓋 1. 9 c片 B 淡灰色 25% No.6。未野産

250 須恵蓋 2. 0 BC 片~ B 淡灰色 80% No.1018。末野産C 内面使用による摩滅 ロクロ左回転

251 須恵蓋 2.5 C C 淡灰色 20% No.534 1723。末野産

252 須恵蓋 1. 1 AF片 C 灰白色 60% 覆土。末野産か。リングつまみ

253 須恵蓋 1. 6 BCH A 淡灰色 80% 覆土最上層。群馬産

254 須恵蓋 (20. 0) 3.5 H片 B 灰色 30% N疇155• 3135 • 3352。末野産

255 須恵蓋 (19. 5) 2.4 片 B 灰色 30% No.3340・3280。末野産。ロクロ左回転

256 須恵蓋 (19. 4) 2. 7 c片 B 灰色 20% No3643u末野産

257 須恵蓋 (19. 5) 2.7 片 C 黄灰褐色 40% Nu902。末野産。ロクU左回転

258 須恵高台坪 (10. 5〉 4.3 (6.1) BCH C 黄灰色 15% No2194・2845。末野産？。素地土粗い

259 須恵高台杯 15. 6 4.8 9.8 c片 C 黄褐色 85% No.2676。末野産。底部全面回転ヘラケズリ後ロクロナデ

260 須恵高台椀 16.9 7.5 11. 2 CH片 C 淡灰色 65% ぬ2411・2227。末野産。底部＋体部下端回転ヘラケズリ

261 須恵坪 (10. 7) 3.6 c片 B 淡黄褐色 60% Nol810。末野産。底部回転ヘラケズリ 一部橙褐色

262 須恵坪 (11. 0) 3.5 (7. 0) c片 B 灰色 15% 覆土。末野産か。粗砂粒含み素地土やや粗い

263 須恵坪 (11.0) ‘3. 6 (8.0) B片 A 灰黒色 20% No3120。末野産か。外面全体に降灰あり 調整不明瞭

264 須恵坪 (11.4) 3. 7 (8.6) c片 B 暗灰色 35% 覆土（西半部）。末野産。ロクロ左回転

265 須恵坪 (11.2) 3.5 7.8 c片 A 灰色 45% No.236。末野産。底部手持ちヘラケズリ

266 須恵坪 (12.0) 4.5 (8.0) BC片 A 青灰色 30% No2418。末野産。底部手持ちヘラケズリ ヘラ記号？「一」

267 須恵杯 (12.0) 3.0 B A 青灰色 15% 覆土。末野産？

268 須恵坪 12.7 4.3 & o BC片 C 淡黄灰色 60% ぬ2141・2413。末野産か？。底部外面赤色顔料付着

269 須恵坪 (13.8) 3. 7 9.8 BC片 C 灰褐色 30% ぬ2745。末野産。底部全面回転ヘラケズリ

270 須恵坪 (14.0) 4.1 (9.4) CH片 C 淡黄灰色 20% No.465 • 1653。末野産

271 須恵杯 (15.5) 3.8 BD片 C 灰色 15% ぬ280。末野産
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番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

272 須恵杯 (16. 0) 4.1 c片 A 灰色 45% No.1974。末野産。底部全面回転ヘラケズリ

273 須恵杯 (16.0) 4.4 c片 B 淡灰色 15篤 ぬ1300・183。末野産

274 須恵杯 (16. 7) 4.0 (11.6) c片 B 灰色 1償 芦 51。末野産

275 須恵坪 16.4 3.4 C B 灰白色 5箕 覆土。群馬産。径l""前後の石英目立つ

276 須恵坪 (17.0) 3.5 c片 A 青灰色 35% 覆土。末野産。片岩少量。体部下端回転ヘラケズリ

277 須恵杯 (17.0) 4.5 c片 B 灰色 30'.li Na2516・2554。末野産。底部全面回転ヘラケズリ

278 須恵杯 (18.0) 4.2 c片 C 黄灰色 20% ぬ648。末野産。素地土粗い

279 須恵坪 16.8 4. 7 12.0 c片 B 淡灰色 900¥ 鴎 24-941・971・1036。末野産

280 須恵椀 (17.0) 6.4 (12.0) c片 B 
1淡灰色 3"‘ Null84・3250他。末野産。底部十体部下端回転ケズリ

281 須恵坪 1. 3 片 C 
黄|灰色 95駕 四 46• 306 • 1137 • 1395。末野産

282 須恵杯 2.4 10.6 c片 C ，褐色 8~ 四 339。末野産

283 須恵坪 3.2 (12. 0) c片 B ， ：灰色 40¥li ぬ2258。末野産。ロクロ左回転底部回転ヘラケズリ

284 須恵磨鉢 (13.2) 6.8 BC A 
暗暗青灰灰色色

10% 覆土。秋間産

285 須恵磨鉢 (13.2) 5.3 片 A 15駕 覆土。末野産？

286 須恵磨鉢 3.0 c片 B 涙灰色 45駕 Nu2664。末野産

287 須恵長頸瓶 10.2 11.5 B A | i明灰色 8傭 ぬ1355。湖西産。素地土やや粗い

288 須恵長頸瓶 (11. 4) 15.9 F A 灰白色 65% ぬ205・389・2696。東海産か。黄緑色の自然釉付着

289 須恵長頸瓶？ 14.3 C B 明灰色 25% N:1193・2198他。湖西または群馬産か。列点文

290 須恵長頸瓶 1.8 c片 B 青灰色 10% 覆土。末野産

291 須恵長頸瓶 5.1 c片 A 青灰色 15% Na2156。末野産。肩部列点文部分的に涯曼

292 須恵瓶？ 8.5 c片 B 灰褐色 15% No.2342。末野産。器種不明確

293 須恵壷 10.0 (8.8) BC片 B 青灰色 35% Nn423・600・915。末野産

294 須恵長頸瓶 10.8 (7. 4) BC A 明灰色 35% Na2601-2614。湖西産

295 須恵高台盤？ 3.4 (9.5) c片 A 青灰色 35% Na2472。末野産。盤部底面摩滅

296 須恵台付壷 3.2 9.5 BC片 A 青灰色 9億 ぬ929。末野産。素地土粗い大粒の石英片岩含む

297 須恵壷蓋 (11.2) 1.1 B A 暗灰色 l澤 覆土。湖西または秋間産。黒色粒子吹き出す

298 須恵短頸壷 (10.6) 5.3 c片 B 暗黄灰色 30% No.1280。末野産

299 須恵大甕 (42. 0) 7.9 c片 C 暗灰褐色 10% 四 423・2695。末野産。頸部沈線区画十櫛描波状文涯せ

300 須恵甕 BC A 暗灰色 No.2373。群馬産。白色粒子多量

301 須恵壷 BC A 明灰色 ぬ1651・1941他。群馬産か？素地土粗い

302 須 C A 茶褐色 疇 61・3596他。産地不明。細かい砂粒多い

303 須恵大甕 27.4 c片 A 青灰色 2澤 四433·2434他覆土（ベルト•西半部・東半部）。末野産

304 土師小型甕 (12.4) 6.6 AB B 褐色 4mi 饂 456。胴部外面二次被熱により器面剥落

305 土師9投昼甕 (12.8) 4.9 G B 褐色 45% 饂 435・2442。胴部外面二次被熱により器壁剥落

306 土師小型甕 14.4 8.3 AG B 褐色 7ぼ 碑 95

307 土師小型壷 16.0 7.3 ABGH A 淡褐色 80% ぬ1582・1608他。 2片あり接合しない

308 土師小型壷 16.0 10.2 AB B 褐色 50% 鴎 98・3563・2485・2712。器面剥落

309 土師小型壷 15.7 15.0 6.0 ADG A 淡褐色 65% 四 682・2442

310 土師甕 (23.0) 12.0 BC A 淡褐色 15% No.1006 

311 土師甕 (24.6) 7.9 DG A 褐色 2澤 饂 18・3514

312 土師甕 (22.8) 7. 6 AG A 橙褐色 25% Na1712 

313 土師甕 (24. 7) 8.5 AG A 橙褐色 35% 四 620

314 土師甕 (24. 2) 10.0 AB B 褐色 25% 鴎 96

315 土師甕 (23.2) 10. 7 ABGH A 
明明褐褐色色

25'.li No.3566 

316 土師甕 (24.6) 8.1 AG A 2澤 Na2504・2581 

317 土師甕 (22. 2) 9.6 AB A 明褐色 35% 鴎 80

318 土師甕 25.2 8.5 BDG B 橙褐色 15% 疇 Z6

319 土師壷 (26.0) 5.8 AB A 橙褐色 2債 No.1389 

320 土師壺 (26.0) 6.3 A A 褐色 30% ぬ2498覆土（西半部）

321 土師壷 (21. 8) 7.0 ABD A 褐色 2債 No.1112 

322 土師壷 23.9 4.5 G A 橙褐色 65% Na2380・3601・3624・3680・3566・3607 

323 土師甕 7.0 5.3 AB B 赤褐色 70% ぬ1702。外面二次被熱を受ける 器壁厚い

324 土師甕 6.5 4.9 AB A、 橙褐色 75% ぬ18お・1715・1744。外面二次被熱
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番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

325 土師甕 5.0 (5.4) AB B 褐色 似 覆土僅i半部）。底部付近二次被熱

326 土師甕 2.9 4.5 AB B 橙褐色 5億 覆土ぽ半部）。底部砂底器壁厚い

327 土師甕 4.5 3.9 ABD B 褐色 3億 ぬ2762・3082。外面黒斑あり

328 土師小型壷 (16.0) 6.4 ADG A 褐色 紐 ぬ1900・2351
329 土師小型甕 (18.0) 8.0 AG B 褐色 血 Na276・277 

330 土師,j邁犠t (13. 7) 6.6 G B 淡褐色 2億 Na2445 
331 土師鉢？ (26.8) 9.4 ABGH A 褐色 35% 四 653・3673。甑の可能性もある

332 土師甑 24.2 9.4 AB B 黄橙色 35% N:i.1358・3281・3275。外面黒斑あり

333 土師小型甑 19.2 15.9 AB B 橙褐色 85% No2458・2461他。孔径2.7cm。外面器面剥落

334 土師甑 32.0 33.5 BDG A 明褐色 75% Na3602・3605他。孔径11.0cm。外面ケズリ後ミガキ

335 上師甑？ (27.8) 7.9 ABGH A 淡褐色 2oi 四 473

336 土師甑 (25.8) 8.0 BG A 褐色 2償 Nn1559・2675 
337 土師甑 (26.4) 10.8 BG A 暗褐色 15% ぬ1885

338 土師甑 4.5 3.4 AB B 褐色 35% 四 372

339 土師甑 2.0 (7.6) B B 淡褐色 鴎 四初3。外面風化推定孔径4.0cm

340 土師壷 5.0 (9.2) G B 暗褐色 5億 Nu2665 

341 士師壷 2.7 7.0 AB D 赤褐色 5億 No2425 • 3492 
342 土師小型壷 6.0 AB A 橙褐色 7儀 四 690。外面ケズリ後部分的にミガキ。円形黒斑

343 土製支脚？ (11. 2) AB A 褐色 3偽 ぬ2466・809。甕と同一形態。胴部焼成前の穿孔

344 不明 2.7 7.2 B A 赤褐色 70% 饂 65。内面放射暗文。外面黒斑

345 土師台付甕 7.0 (11.6) AB B 橙褐色 45% ぬ2307・2308。脚部外面二次被熱により器面剥落

346 ミニ和ア土器 (5. 8) 4.2 B A 明褐色 25% 四 031

347 ミこ和ア土器 (5.9) 3.5 BG A 橙褐色 15% 覆土

348 ミこ和ア土器 (6.0) 3.1 ABGH A 褐色 2億 l'≪l.604 

349 ミこ和ア土器 5.5 2.6 4.9 ABGH B 褐色 10億 覆土層（西半部）。ヘラナデ、指ナデ。口緑部波打つ

350 ミこ和7土器 1. 7 4.0 AB A 明褐色 鴎 覆土（へ` ルト）。外面ナデ

351 土製支脚 7.6 BG B 黄褐色 5偽 四 693覆土（西半部）。上面砂底。外面雑なナデ

352 刀子 残長4.0cm。

353 鉄鏃 No.1102。残長2.6cm。平造り。三角形鏃

354 不明鉄製品 残長1.6cm。棒状。めあ5と同一か？

355 不明鉄製品 No.3125。残長8.1cm。棒状

356 不明鉄製品 覆土上層（西半部）。残長4.6cm。棒状

357 不明鉄製品 残長2.9cm。棒状

358 土錘 l'(l2179。長さ6.3cm。最大径1.9cm。孔径0.5~0.7cm。重さ17.85 g。残存lOOJI¥

第3号特殊遺構（第315図）

第3号特殊遺構は47・48-13グリッドに位置する。

平面形態は不整方形で、当初住居跡を想定して調査

にあたったが、非常に深く、側壁はオーバーハング

する部分があるなど、通常の住居跡とは明らかに性

格が異なるため特殊遺構とした。規模は長径2.85m、

短径2.45m、深さ1.92mである。底面は概ね平坦で

あるが、一端は土壊状に更に深く掘り込まれていた。

貼床はない。

埋土は最下層に黒色土が堆積するが、その上部は

基本的にロームブロックを多量に含む層が介在し、

自然堆積とは思われない。

出土遺物は土師器杯・暗文杯・甕・壺、須恵器坪・椀・

蓋・甕・鉢・高盤がある（第316図）。土師器杯は平底風

のものがあり (3・4)、扁平な器形である。暗文杯は

平底形態で、放射十螺旋暗文が施文される（5)。須

恵器坪は全体の判明するものはないが、 8・9の底部

は回転糸切り後、周辺部を回転ヘラケズリ調整され

ている。 11は全面回転ヘラケズリ調整で混入か。 10

は無台椀と思われる。 12はボタン状のつまみをもつ

蓋である。 13は高盤脚部か。脚部透穴が 2孔残る。

須恵器は南比企産の比率が比較的高い。

時期は熊野川期を中心にW期にかけてのものが含

まれていると考えておく。性格は不明とせざるを得

ない。
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第315図 A区第3号特殊遺構

8 ． 

A A• 

CDI 

A 54.60 ____!!.', 
SX03 
1 暗茶褐色土 ロームプロック多量。焼土粒子微

2 暗褐色土 ロームプロ ック多量

3 暗褐色土 ロームプロック少量

4 ロームプロ ック層

5 暗褐色土 ローム粒子少量

6 黒褐色土 ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒子少量

7 黒褐色土 ローム粒子 ・焼土粒子・炭化物粒子少量

ロームプロ ック多量

8 黒色土 ローム粒子少量

9 県褐色土 ローム粒子多量

10 黒色土

2，器

第121表 A区第3号特殊遺構出土遺物観察表（第316図）

番号 器種 口 径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 土師杯 (12.1) 2.5 B A 褐色 40% 覆土

2 土師牙 (14. O) 3.4 BG B 褐色 25% 上層

3 土師杯 (14.1) 2.8 (11.1) B B 淡褐色 25% 覆土。サンドイッチ状に青っぽい還元層挟む

4 土師坪 (13.0) 2.6 (10.3) AB A 橙褐色 20% 覆土

5 土師暗文坪 (14. 2) 2. 5 10. 9 AB A 赤褐色 60% 覆土。内面放射＋ラセン暗文

6 須恵坪 (14. 4) 3. 2 B針 B 灰黄白色 35% 覆土。南比企産

7 須恵坪 (13. 4) 3.4 BF B 黄褐色 10% 覆土。末野産

8 須恵坪 3.3 7.1 針 A 紫灰色 35% 覆土。南比企産。底部B3b手法， 須恵杯 1. 4 (7. 2) B針 A 紫灰色 30% 覆土。南比企産

10 須恵椀 (16. 0) 4.9 針 A 青灰色 20% 上層。南比企産

11 須恵坪 0. 7 10. 7 D片 C 灰褐色 80% 覆土。末野産。底部3a手法

12 須恵蓋 1.5 CH片 C 黄灰色 90% 覆土。末野産。つまみ径3.9cm

13 須恵高盤 6. 7 BF C 淡灰色 20% 覆土。末野産。高盤脚部片透孔2孔残る

14 須恵甕 (39.0) 6.5 B針 A 灰黒色 20% 覆土南比企産

15 須恵鉢 (25.0) 3.5 B片 A 青灰色 10% 覆土。末野産

16 須恵壺 (16. 0) 5.4 c片 B 灰色 10% 覆土。末野産

17 土師壺 (20.0) 12. 3 AB B 茶褐色 20% 覆土

18 土師壺 3.0 (10.0) AB A 褐色 20% 覆土

19 土師甕 4.2 4.5 AB A 褐色 80% 覆土

A区第 4号特殊遺構（第317図） 径4.38m、短径3.90m、深さ1.20mである。

A区第 4号特殊遺構は43・44-11グリッドに位置 中央部の畝状の高まりは、貼床面と思われる硬化<.

する。平面形態は不整方形で張出状の浅い土壊が 3 面が残存しており、本遺構が本来住居跡であったこ

基付設されている。底面は中央部にある畝状の高ま とを示している。北半の底面が比較的平坦であるこ

りによって南北 2つの土壊に分割される。規模は長 とも住居掘り方と考えれば理解できる。
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第316図 A区第3号特殊遺構出土遺物
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北半部底面には不定形土壊(SK4)が掘り込まれて

いた。南半部は全体に掘り下げられ、底面は凹凸が

激しい。

埋土は 9層に分層されたが、全体に焼土粒子や炭

化物粒子、ロームブロックの混入が多い点が特徴で

ある。明らかに焼土混じりの土を投棄したような状

17 

三ーニ／

＼こ

＼二／
況が窺われた。

出土遺物は比較的多量に検出された。おそらく、

焼土などと共に投棄されたものであろう。器種とし

ては土師器杯•Jill•暗文杯·甕・甑、須恵器坪•蓋 ・ 壺・

円面硯、石製紡錘車、鉄製品がある（第318・319図）。

1~10は土師器杯。北武蔵型坪が主体であるが、
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第317図 A区第4号特殊遺構
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1 褐色土 焼土粒子多量。 ローム粒子やや少量

2 褐色土 焼土粒子 ・灰多量

3 暗褐色土 ロームプロ ックやや多量。焼土粒子少量

4 暗褐色土 ロームプロ ックやや多量。焼土粒子少量

炭化物多量

5 褐色土 焼土粒子多量。 ローム粒子やや少量

6 黒色土 ロームプロ ック混入

7 褐色土 黒色土 ・ローム粒子多最

8 黒色土 ロームプロ ック混入。焼土粒子多量

9 褐色土 ロームプロ ック ・ローム粒子やや多量

2，器

10は非定形的な杯。13・14は大振りで、椀タイプであ は全面回転ヘラケズリ調整されている。34は壺脚部

る。11• 12は皿。15~23は暗文杯。15は平底暗文杯で、 か。35は円面硯脚部片であろう 。方形透かしと平行

他の暗文坪よりも型式的には新しいタイプである。 沈線がある。36は土師器甑と思われる。37~44は甕。

16~20は丸底で、内面に放射暗文が施文される。21 42は小型甕である。45は器種不明。底面に木葉痕が

~23は大振りで、内面斜格子暗文が施文されている。 残る。46は石製紡錘車。47・48は刀子。49は不明鉄製

24~31は須恵器蓋。擬宝珠またはボタン状のつま 品である。小孔が穿たれている。

みで、内面にかえりをもつ。32・33は須恵器坪。底面 土壊の性格は不明確であるが、廃絶住居の床面を
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第318図 A区第 4号特殊遺構出土遺物(1)
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第319図 A区第4号特殊遺構出土遺物(2)
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掘り抜いて、粘土採掘壊として再利用した可能性が

考えられる。とは言うものの、底面は黒色帯で止ま

っており粘土はない。土取り穴とした方が正確であ

ろう 。廃絶住居を利用したのは地表面から掘削する

労力を削減するためであろう。土取り後の窪地は廃

棄土壊として人為的に埋め戻されたものと推定され

る。出土遺物の時期は比較的まとまっており、大半

は熊野I1期に属する。古い様相を示すものは 1の土

師器坪で 1期、新しい様相を示すものは15の平底暗

文杯で、出現がI1期にあると見るのは難しく、 m期

が相当であろう。1期に遡る遺物が少ないことから、

I1期に廃絶した住居跡をその直後に土取り穴として
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第122表 A区第 4号特殊遺構出土遺物観察表（第318・319図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 土師坪 (10. 4) 3. 1 AB A 褐色 25% 覆土

2 土師杯 (11. 4) 2.8 AB A 褐色 35% 覆土上層

3 土師杯 (11.2) 2.5 AG B 褐色 35% 覆土上層

4 土師坪 (11. 0) 3.2 AB A 橙褐色 30% 覆土上層

5 土師坪 (11. 8) 3. 3 AB B 褐色 35% 覆土

6 土師坪 12.6 3. 2 BG A 橙褐色 60% ぬ46。上層

7 土師杯 (14. 4) 2. 7 AB B 褐色 30% 覆土

8 土師坪 14.3 3. 9 AB A 褐色 75% ぬ18。上層， 土師坪 (15.0) 4. 2 AB A 橙褐色 50% 覆土下層

10 土師坪 13.8 5.0 (5. 2) BC B 黄褐色 45% 覆土。雑なつくり。黒斑あり。内底面風化

11 土師皿 (15. 0) 3. 3 AB B 褐色 35% 覆土

12 土師皿 (15.0) 2.9 AB B 褐色 20% 覆土

13 土師坪 17.1 5. 2 AB A 褐色 75% No28。中層

14 土師坪 18.0 5.4 ABG A 褐色 65% No.31。中層。同一個体2片あり接合しない

15 土師暗文坪 (14. 4) 2.8 AG A 明褐色 20% 覆土。内面放射＋ラセン暗文

16 土師暗文杯 (13. 2) 3.3 AB A 橙褐色 35% 覆土上層

17 土師暗文皿 (13. 8) 2.9 AC A 明褐色 35% Na51。下層

18 土師暗文坪 (16. 0) 3.4 AC B 淡褐色 20% 覆土上層

19 土師暗文坪 (14. 2) 4.4 ACG A 明褐色 30% 覆土上層

20 土師暗文坪 (19. 0) 5. 2 AB A 淡褐色 20% 四 4。中層

21 土師暗文坪 (19. 7) 4.3 AB A 橙褐色 10% ぬ4。中層

22 土師暗文坪 (20.0) 4.8 AB A 橙褐色 10% N必2。上層

23 土師暗文坪 (20.0) 4. 7 AB •A 橙褐色 20% 覆土下層。内面斜格子暗文、黒斑あり

24 須恵蓋 2.0 片 A 灰色 70% 覆土下層。末野産

25 須恵蓋 (14. 0) I. 7 BC A 青灰色 20% 覆土上層。末野産か

26 須恵蓋 1. 7 B片 A 灰色 15% 覆土下層。末野産

27 須恵蓋 (15. 7) 2.9 c片 • A 青灰色 20% 覆土。末野産。つまみ完存

28 須恵蓋 15.3 4.4 c片 C 灰黒色 55% No.8。中層。末野産。ロクロ逆時計回り

29 須恵蓋 3. 7 c片 C 灰褐色 20% 覆土上層。末野産。ロクロ逆時計回り

30 須恵蓋 (17. 2) 3.0 c片 A 青灰色 60% NQ10。中層。末野産

31 須恵蓋 (17. 7) 2.3 c片 B 灰色 20% 覆土上層。末野産

32 須恵坪 (12.5) 4.0 (8.0) c片 B 灰色 20% 覆土上層。末野産

33 須恵坪 (12.3) 3.3 (9.0) A片 C 灰褐色 20% 覆土下層。末野産

34 須恵壷 3.3 (16.0) B片 A 灰色 20% 覆土上層。末野産。壷脚部片か

35 須恵円面硯 BE B 青灰色 覆土。末野産か。円面硯脚部。両端に方形透孔

36 土師甑 (29.3) 6.9 AG A 褐色 15% 覆土

37 土師甕 (24.0) 9.6 BG A 淡褐色 15% 陥 。上層

38 土師甕 (21. 8) 12.0 AB A 褐色 15% 覆土

39 土師甕 (21. 7) 8.8 AB A 明褐色 20% Na38。下層

40 土師甕 (21. 4) 8.9 ABH A 褐色 20% ぬ45。下層

41 土師甕 (22. 3) 7.0 AB A 褐色 20% 覆土

42 土師小型甕 (14.8) 6.9 ABG B 褐色 30% 覆土

43 土師甕 12.3 (4.8) AG A 明褐色 25% 覆土

44 土師甕 2.4 4.6 AB B 暗褐色 80% 覆土

45 土師小型壷？ 1. 5 3.5 AB B 褐色 80% 覆土

46 石製紡錘車 覆土上層。推定径4.7cm。高さ1.8cm。孔径0.7cm。重さ21.09g

47 刀子 ぬ9。中層。残長9.5cm。錮装着

48 刀子 Na2。中層。残長4.3cm。刃部片

49 不明鉄製品 ぬ32。中層。残長2.9cm。小孔あり

使用し、更に同期中にほぼ埋没したと想定しておき

たしヽ 。
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A区第 5号特殊遺構（第320図）

A区第 5号特殊遺構は、 43・44-11グリッドに位置

する。重複する第 6号特殊遺構及び第132号土壊に切

られている。第 6号特殊遺構は形態や埋土の状態が

酷似しており、本遺構と時期的にも性格的にも関連

するものと考えられる。

平面形態は不整長方形で、規模は長径4.50m、短

径3.60m、深さ1.14mである。

掘込みは不規則で、底面は凹凸が激しい。埋土は

ロームブロックと焼土粒子が多量に含まれており、

明らかに人為的に埋め戻されたものである。

遺物は比較的多いがすべて破片である。器種的に

は土師器杯・皿•暗文杯•甕•壺•台付甕、須恵器杯•蓋・

長頸瓶•甕•盤•壺、鉄製品がある（第321~323図）。

1~11は土師器坪。 1は暗文坪系の杯であるが、暗

文は施文されない。 2~11は丸底形態の北武蔵型杯

である。 12~14は皿。 14は系譜がよくわからない。

15~24は暗文身である。 15~20は丸底形態で、内面

放射暗文が施文される。 21・22は斜格子暗文が施文さ

れている。 23・24は扁平な器形で、 24は平底化してい

る。放射暗文＋螺旋暗文が施され、体部ヘラケズリ

第123表 A区第5号特殊遺構出土遺物観察表（第321~323図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調

1 土師杯 11. 8 3.2 ABCD A 褐色

2 土師杯 (11. 7) 3.4 AC A 淡褐色

3 土師坪 (12. 0) 3.4 ABCD A 褐色

4 土師坪 12.4 3.4 ABC A 明褐色

5 土師杯 (12.0) 3.2 ABC A 明褐色

6 土師杯 (13. 0) 4.2 ABCD A 淡褐色

7 土師杯 13.3 3.0 ABC A 淡褐色

8 土師坪 14. 5 3.8 ABC A 褐色， 土師坪 (14.0) 4. 0 ABCD A 明褐色

10 土師坪 (14. 0) 4.1 ABC A 明褐色

11 土師杯 15.4 3.1 ABC A 暗褐色

12 土師JlJl (13. 2) 3.2 ABC A 明褐色

13 土師皿 (14.5) 3.4 ABCD A 淡褐色

14 土師皿 21. 2 3.0 CG A 褐色

15 土師暗文坪 10.8 3.3 ABC A 褐色

16 土師暗文坪 12.6 3.1 ABD A 褐色

17 土師暗文坪 12.0 3. 7 ABG B 淡褐色

18 土師暗文坪 (13.4) 4.1 BCD A 褐色

19 土師暗文杯 (14.4) 4.2 ABD A 淡褐色

20 土師暗文杯 (15.6) 4.4 BCD B 暗褐色

調整。第 6号特殊遺構に帰属するものか。

25~33は須恵器蓋。内面にはかえりが付き、法量

差がある。 34~39は須恵器坪•椀である。 36は椀タイ

プである。底部は手持ちヘラケズリ調整。 40は盤。

41~44は須恵器壺・瓶類である。 41・44はきめ細かい

胎土で湖西産か。 42は砂っぽく肌目もやや粗い。秋

間産か。 43はきめ細かい胎土で、胴部外面は銀化し

ている。東海産であろう。 45~47は甕•壺類。48~50·

52は土師器壺、 51・53は土師器甕である。 58は鉄製の

鋏の可能性がある。

出土遺物の時期は熊野II期が主体となる。遺構の

性格は不明確であるが、第 4号特殊遺構と同様、土

取り壊と考えられ、証拠はないが、本来住居跡であ

った可能性は否定できない。埋土や出土遺物の時期

も第 4号特殊遺構とほぼ一致している。

A区第 6号特殊遺構（第320図）

A区第 6号特殊遺構は、 43・44-11グリッドに位置

する。第 5号特殊遺構を切り、第72号住居跡に上面

を削平されていた。平面形態は不整方形で、西側に

円形土壊が付設されている。規模は長径4.80m、短

径3.66m、深さ1.22mである。

残存 備 考

60% 上層・下層。口縁内面端部段をもつ

20% 上層・下層

25% Nci19。中層

30% 覆土

35% 覆土

20% 覆土

70% Na.14。中層

90% No6・8。下層＋中層

25% 応30。中層

20% 覆土

25% 下層

25% 覆土

30% 下層

65% No.20・26。中層＋上層

85% NC122・23。中層。内面放射暗文

80% N(l17。中層。内面放射暗文

20% 下層。内面放射暗文

30% 旦。内面放射暗文

35% 覆土。内面放射暗文

20% 上層・下層。外面体部横ヘラミガキ。内面放射暗文
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第320図 A区第 5• 6号特殊遺構
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1 灰褐色土浅間A多逗

2 褐色土 ロームプロ ック多呈

3 褐色土 ロームプロ ック少量

4 明褐色土 ロームプロック極めて多量

5 明褐色土 ロームやや少擾

6 明褐色土 ローム少撮

7 暗褐色土 大粒のロームプロック多蘊

8 暗褐色土 焼土粒子多量。ロームプロック少盪

9 褐色土 焼土粒子・ロームプロック多量

10 黒褐色土 焼土粒子・ロームプロック多量

灰少蘊

11 明褐色土 ローム主体。黒色土 ・灰・焼土混入

12 褐色土 焼土 ・灰・ロームプロック多量

13 暗褐色土 灰・炭化物多量。ロームプロック

極めて多量

14 褐色土 焼土粒子・ローム粒子少董

15 褐色土 焼土・灰極めて多量

2渇
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第321図 A区第 5号特殊遺構出土遺物(1)
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第322図 A区第 5号特殊遺構出土遺物（2)
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第323図 A区第 5号特殊遺構出土遺物（3)
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番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

21 土師暗文坪 15.0 3.5 BC A 褐色 15% 覆土。内面放射暗文

22 土師暗文杯 (18. 7) 4. 1 BCD A 黄褐色 10% ぬ7。中層。内面放射暗文

23 土師暗文坪 14.2 2.5 AC A 淡褐色 25% Na5。下層。内面放射暗文

24 土師暗文好 (14. 4) 2.5 BCD A 淡褐色 30% 覆土。内面放射暗文

25 須恵蓋 12.0 1. 3 B片 A 灰色 15% 覆土。末野産。かえり径9.7cm

26 須恵蓋 1. 9 BC B 灰褐色 25% 上層。末野産

27 須恵蓋 (14.1) 3. 7 BC片 A 灰色 35% 上層。末野産。かえり径11.5cm 

28 須恵蓋 2.4 BC片 A 灰色 40% 覆 。末野産

29 須恵蓋 16.0 3.4 BC片 B 暗灰褐色 15% 下層。末野産。かえり径13.0cm 

30 須恵蓋 17.5 3.4 c片 B 灰白色 20% ぬ4。中層。末野産。かえり径15cm

31 須恵蓋 17. 8 2.6 BC片 B 灰白色 30% 上層。末野産。かえり径15.3cm 

32 須恵蓋 4. 1 CG片 B 暗灰褐色 50% 覆土。末野産。かえり径15.4cm 

33 須恵蓋 19.0 3.8 BC片 A 灰色 20% 上層・下層。末野産

34 須恵杯 (13. 2) 4.0 10.0 BC片 A 灰色 10% 下層。末野産。底部回転ヘラケズリ

35 須恵杯 (14. 3) 3.8 B片 A 灰色 30% 下層。末野産。体部下端回転ヘラケズリ

36 須恵無台椀 (15. 4) 5. 7 BC片 A 灰色 35% 下層。末野産。底部ヘラ切り後手持ちヘラケズリ

37 須恵杯 2.5 CE片 A 灰色 70% 覆土。末野産。底部 3a手法

38 須恵坪 1.8 (9. 4) BCE片 A 灰色 35% 下層。末野産。底部A3日奇去

39 須恵坪 1. 2 10.6 BC片 A 灰色 60% 上層 •下層。 末野産。 底部 3a手法

40 須恵盤 (25.8) 2.5 BC片 B 灰白色 5% 覆土。末野産。口縁端部に面を持つ

41 須恵長頸壷 (11. 3) 4.5 BF A 灰白色 10% 下層。湖西産か

42 須恵長頸壷 9.1 (12. 8) BC A 灰色 25% ぬ1。秋間産か

43 須恵長頸壷 4.4 CD A 銀黒色 10% 下層。東海産。肩部自然釉付着

44 須恵短頸壷 3.0 13.4 BCF A 灰色 45% Na2。湖西産か。内面自然釉付着底部回転ヘラケズリ

45 須恵甕 (28.0) 9.4 BC片 B 灰白色 5% 下層。末野産

46 須恵大型壷 (31. 0) 5.4 BCD片 D 暗灰褐色 5% 下層。末野産

47 須恵甕 5.5 BC片 A 灰色 5% 覆土。末野産

48 土師壷 (23. 4) 7.9 ABC A 褐色 15% 上層•下層

49 土師壷 (26.8) 7.2 AC A 明褐色 25% 下層

50 土師壷 23.7 6.0 ABCD A 褐色 15% 覆土

51 土師甕 24. 0 6. 3 BC A 褐色 15% 覆土

52 土師壷 3.5 (9. 7) AC A 褐色 20% 覆土

53 土師甕 (23. 0) 7. 5 ADG A 褐色 15% 覆土

54 土師小型甕 (17. 0) 7.0 AB A 淡褐色 10% 上層

55 土師甕 3.3 (5. 2) BG A 淡褐色 40% 覆土

56 土師,J湮治付甕 8.0 AC A 褐色 75% 下層

57 土師台付甕 4.2 10. 3 CG A 褐色 50% 下層

58 鉄製鋏 覆土上層＋No.3(覆土中層）。残長11.7cm。クロス式

-421-

58 
(1/3) 



第324図 A区第 6号特殊遺構出土遺物(1)
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第325図 A区第6号特殊遺構出土遺物(2)
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第124表 A区第 6号特殊遺構出土遺物観察表（第324・325図）

番号 器種 口 径 器裔 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 土師坪 (12. 7) 2.9 AB B 褐色 30% 最上層

2 土師坪 (14.0) 3.4 AB A 黄褐色 20% 覆土

3 土師坪 (14.0) 3.8 AG A 褐色 25% 最上層

4 土師坪 (13.8) 3.6 BG B 褐色 20% 覆土

5 土師坪 (14. 0) 3.2 G A 淡褐色 25% 最上層。粉っぽい索地土

6 土師皿 (18.0) 3.2 AB A 橙褐色 25% 覆土

7 土師坪 (20.0) 5.5 AB B 橙褐色 20% 覆土

8 土師暗文坪 (11. 7) 3.2 AB A 茶褐色 20% 覆土。内面放射暗文。口唇部沈線， 土師暗文杯 (14.1) 3.4 AB A 橙褐色 30% 覆土。内面放射暗文

10 土師暗文杯 (15.0) 2.6 (13. 2) G A 淡茶褐色 20% 覆土。内面放射暗文

11 土師暗文坪 (16. 0) 3. 7 (11.0) BG A 茶褐色 20% 覆土。内面放射暗文

12 土師内黒椀 (16.0) 6.4 AB A 黄橙色 15% 覆土。ロクロ土師器。口縁外面沈線l条

13 須恵坪 (13. 8) 3.6 9.3 c片 B 黄褐色 35% 最上層。末野産。底部ケズリ後ナデ

14 須恵坪 2.6 9.5 c片 B 灰色 70% 覆土。末野産。体部下端＋底部回転ヘラケズリ

15 須恵坪 2.0 (10. 0) c片 A 青灰色 25% 覆土。末野産。底部回転ヘラケズリ後ロクロナデ

16 須恵坪 (15. 2) 3. 5 BC B 黄灰色 15% 最上層。産地不明

17 須恵蓋 1. 4 B片 A 灰色 75% 覆土。末野産。つまみ径3.8cm

18 須恵稜椀 (18. 0) 6.3 BC針 A 灰色 15% 覆 。南比企産。佐波理模倣椀

19 須恵高台盤 (1. 1) BC片 A 灰色 25% 覆土。末野産。高台径15cm前後

20 須恵壷 (25.5) 5. 7 B片 A 暗灰色 10% 覆土。末野産

21 須恵甕 (30.0) 6.0 B B 黒灰色 10% 覆土。末野産？白色粒子多量

22 土師小型壷 13.0 5.0 AB B 褐色 70% 最上層

23 土師甕 (21. 6) 6.3 AB A 黄橙色 15% 最上層

24 土師甕 (22.0) 7. 7 AB B 明褐色 15% 最上層

25 土師壷 (21. 2) 7. 0 BG A 明褐色 25% 覆土

26 土製支脚 4.5 AG B 黄褐色 70% 覆土

27 須恵甕 c片 B 淡灰色 覆土。末野産

28 須恵甕 c片 B 淡灰色 最上層。末野産

29 須恵鉢 c片 B 暗灰色 覆土。末野産。他に同一個体破片7点あり

30 不明鉄製品 覆土上層。残長4.0cm。棒状

側壁はオーバーハングする部分が見られ、底面も

凹凸が激しい。埋土は上面に近世以降の撹乱土が被

る（第 1層）が、その下部はロームブロ ックが多量に

含まれ、人為的に埋め戻された様相が窺われる。第

5号特殊遺構との相違は、本遺構には焼土の混入が

少ない点である。

遺物は比較的多いが、全て破片である（第324・325

図）。1～ 5は土師器杯、6は皿である。7は大振り
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第326図 A区第 5• 6号特殊遺構出土遺物
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第125表 A区第 5・6号特殊遺構出土遺物観察表（第326図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 煉成 色調 残存 備 考

1 土師杯 (13. 6) 3.0 AB A 茶褐色 10% 確認面

2 土師坪 (15. 8) 3.1 A B 褐色 10% 確認面

3 土師内黒坪 (11. 2) 3.8 A A 黄褐色 20% 確認面

4 土師暗文坪 (15. 8) 4.4 B A 淡褐色 10% 確認面。内面放射状暗文

5 須恵坪 (13. 7) 3.6 (8. O) B片 A 灰色 15% 確認面。末野産。底部周辺手持ちヘラケズリ

6 須恵杯 (15. 4) 3.1 (9. 4) B片 A 灰色 15% 確認面。末野産。底部回転ヘラケズリ

7 土師甕 (22. O) 4. 9 ABC A 褐色 10% 確認面

8 土錘 長さ6.5cm。最大径2.2cm。孔径0.5cm。重さ24.75g。胎土B。焼成A。淡褐色。残存ほぼ100%

で椀器形であるが、口唇部が内屈しており混入の可

能性が高い。8~11は暗文杯。10・llは平底暗文杯で

ある。12は土師器内黒椀。口縁部外面に沈線が1条巡

る。内面はヘラミガキ＋黒色処理。外面はロクロ整

形され、 一部ミガキが加わる。底部を欠く 。

13~16は須恵器杯である。13は底部ヘラ切り後回

転ヘラケズリ、更にナデているようである。末野産。

14は体部下端と底部が回転ヘラケズリ調整されてい

る。17は須恵器蓋。18は須恵器佐波理模倣椀で体部

中位に凸帯が巡る。末野産。19は高台盤である。 20・

21・27~29は須恵器甕。22・25は土師器壺、23・24は土

師器甕である。 30は不明鉄製品である。

出土遺物の時期は熊野1I期～m期のものがあり、

主体は後者と考えられる。遺構の性格は土取り跡と

考えてよかろう 。第5号特殊遺構掘削後、本遺構を

掘り下げたものと推定される。西側に付設された円

形土壊は採掘の一つの単位を示すものであろう 。

A区第 5・6号特殊遺構出土遺物（第326図）

第326図 1~8は第 5・6号特殊遺構確認面から出

土した遺物である。3はロクロ土師器の内黒椀であ

る。内外面ヘラミガキで、内面黒色処理される。帰

属は不明であるが、第 6号特殊遺構に内黒椀が出土

している。4は丸底の暗文坪で、第 5号特殊遺構に

伴うであろう。5・6の須恵器杯は平底で 5は底部手

持ちヘラケズリ、 6は回転ヘラケズリ調整されてい

る。第6号特殊遺構に帰属するものと推定される。

A区第 7号特殊遺構（第327図）

A区第 7号特殊遺構は44-13グリッドに位置する。

第183号土壊に切られていると捉えたが、不明確であ

る。

平面形態は不整方形で、規模は長径2.82m、短径

2.64m、深さ0.90mである。底面は凹凸があり一定

しない。埋土はローム混じりの土が不規則に堆積し

ており 、人為的に埋め戻されたものと考えられる。

出土遺物は少なく、土師器杯、須恵器坪が検出さ

れた（第327図）。1は弱い丸底の坪で扁平化している。

2は丸底杯。大振りで口縁部は内彎する。3は小型

杯（杯Gか）で底部は手持ちヘラケズリ 。4は大振り
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第327図 A区第7号特殊遺構・出土遺物
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第126表 A区第7号特殊遺構出土遺物観察表（第327図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 土師杯 (12.5) 2.5 AB B 褐色 20% 覆

2 土師坪 (16. O) 4. 5 AB B 褐色 15% 覆土

3 須恵杯 1. 6 (6.0) B片 A 灰色 20% 覆土。末野産。底部手持ちヘラケズリ

4 須恵杯 1.1 (10. O) BD片 D 灰褐色 20% 覆土。末野産。底部ヘラ切り後回転ヘラケズリ

の坪で底部はヘラ切り後回転ヘラケズリ調整される。

出土遺物の時期は熊野I期～11期のものを含んで

いる。遺構の性格は不明確であるが、第 4~6号特

殊遺構との共通点が多く、土取りのための採掘堀と

考えるのが妥当と思われる。

A区第 8号特殊遺構（第328図）

A区第 8号特殊遺構は35-11グリッドに位置する。

調査区際にあり、第 1号道路跡の西側に隣接してい

る。確認面で土師器甕の口縁部が散乱していたため

精査したところ、甕が 1個体単独で埋設されている

ことが判明した。口縁部の破片の一部は甕内部に落

ち込んでいたことから、当初は内部に土が充填して

いなかったものと考えられる。

埋設された甕は正位でやや北西に傾いていた。一

部欠けているがほぼ完形で埋設されていたものと思

われる。掘り方は円形で、規模は直径0.70m、深さ

0.60mである。埋土は砂質の強い褐色土で、内容物

は確認されなかった。

甕（第328図l)はいわゆる「コ」の字状口縁甕で、ロ

径20.3cm、器高27.3cm、底径4.3cm。胎土に角閃石・

白色粒子 •赤色粒子を含み、焼成は良好である。色調

は明褐色で、 95％残存する。

甕胴部下半の内外面には剥離痕が認められた。甕

上部に蓋がなく、開放されたままであれば内面に剥

離痕が附くことは想定できても、外面に付くのは不

自然である。埋設以前に剥離したものか、あるいは

埋設後、ネズミなどの動物によって噌られた可能性

もあろう。

遺構の性格は不明確ながら、甕棺墓の可能性が最

も強いものと考える。但し、蓋の存否は不明である。
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第328図 A区第 8号特殊遺構・出土遺物
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また骨片も検出されなかった。隣接する道路跡との

関連性が注目される。時期は熊野V期～VI期頃と考

(11) A区ピット出土遺物
単独ピットから出土した遺物を掲載した（第329

図）。特徴的な遺物に関して述べると、 8は須恵器高

盤である。第40号掘立柱建物跡の南側に位置するピ

ットから出土した。脚裾を欠く 。脚部は 3方透かし

えられる。

-- -- ----- ---------~ ---------
怜了こ念t：ばな：・心氏雰．．：：：ニ念

である。末野産。17は須恵質の片口鉢である。45-

10グリッド、中世掘立柱建物跡の集中する一角のピ

ットから出土した。内面は磨滅しており、底部は糸

切り痕が残る。13世紀後半頃のものと推定される。

第127表 A区ピット出土遺物観察表（第329図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 土師坪 (14.8) 3.5 BDG A 橙褐色 20% 41-11 G Pi t6 

2 土師坪 (12. 7) 2.9 AB B 淡褐色 20% 41-llG Pit8 

3 土師坪 (13. 0) 4.0 AB A 橙褐色 35% 43-9G Pi t1 No.I 

4 土師暗文皿 (20. 0) 2.1 AB A 茶褐色 10% 43-9G Pi tl ぬ3。内面黒色処理か

5 土師杯 (14. 6) 2.9 G A 褐色 10% 46-lZG Pit46 

6 土師暗文坪 (13. 0) 2. 5 B A 明褐色 ＇ 20% 47-lZG Pit2。内面放射暗文

7 土師皿 (16. 8) 2. 7 AB B 橙褐色 10% 50-llG Pit9 

8 須恵高盤 (21. 4) 10.1 CD片 B 淡青灰色 50% 39-17G Pit6 末野産脚部3方透し， 須恵蓋 2.3 BD B 黄灰色 似 40-16G Pit3。末野産

10 須恵坪 1. 4 (8.2) B A 淡灰色 35% 42-lOG Pit4。南比企産。底部B3b手法

11 須恵杯 0.8 'l. 2 B A 紫灰色 75% 44-9G Pit40。南比企産。底部B3a手法

12 須恵高台椀 (17. 0) 6.5 CD片 C 灰褐色 10% 46-lZG Pit22。末野産

13 須恵高台椀 2.8 (6. 2) B片 A 青灰色 20% 46-lZG Pit23。末野産

14 須恵杯 1. 2 8.0 B A 灰色 80% 50-lOG Pitl3。末野産か底部Al手法か

15 土師甕 (22.0) 5.5 AB A 淡褐色 15% 43-9G Pi tS 

16 土師台付甕 9.0 9.4 AB B 褐色 7偽 43-9G Pi t2 回 。外面二次被熱

17 須恵質片口鉢 (26. 4) 10. 8 (16. 0) B A 灰色 20% 45-IOG Pitl。内面磨滅。須恵質

18 鉄製鍬先 45-lOG Pit33。残長4.7cm。鍬先耳部

19 刀子 45-llG Pi t2。残長5.8cm。柄部
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第329図 A区ピット出土遺物

41-11GP6 47-12G P2 

ニ こ
41-11G PB 

こ ニ
43-9G P1 

し三二
祉 16GP3 

~9 

42-lOG P4 

~ 10 

こニー，1ll ／ー

46-12G P46 

口ロコ
39-llG P6 

46-12G P23 

こ 一

可
50-11G P9 

支 ニ

46-12G P22 

口口／
43-9G PS 

□ — ←□-— □ 
44-9G P40 50-10G P13 43-9G P2 

11 
ヽ、 一

ヽ

45-10G P1 

16 

45-10G P33 

こ
1
8
[

ー

ハ

45-11G P2 

―-ニ:~:::r-19
0 0 (1/8) 

口
5cm 

I押

18は鉄製鍬先の耳部である。45-10グリッドPit33 から出土した。

(12) A区グリッド・表採出土遺物
ここでは、 A区のグリッドから遺構に伴わずに出

土した遺物、表面採集で出土した遺物を掲載した（第

330図）。4は須恵器高台椀で、底部を欠く 。体部に

は二重円のスタンプが縦に 2個押されている。46-

11グリッドから出土しているが、同ーグリッドにあ

る第45号住居跡から出土した須恵器蓋（第71図10)に

同一のスタンプ文が押捺されていた。焼きも類似し

ており椀と蓋のセット関係を示す合印と考えられる。

末野産である。8は天井部手持ちヘラケズリ調整の

須恵器かえり蓋。つまみを欠くが乳頭状となるであ

ろう 。末野産。13は瀬戸の灰釉花瓶である。第49号

住居跡から検出されたが、もちろん遺構に伴うもの

ではない。15世紀頃の所産であろう。14は44-9グ

リッドから出土した同安窯系の青磁碗である。
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第330図 A区グリ ッド・表採・出土遺物
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第128表 A区グリッド ・表採出土遺物観察表 （第330図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

l 土師杯 (11. O) 2.8 AB A 褐色 30% 44-13G 

2 須恵杯 (12.1) 3.5 6.0 B片 A 青灰色 45% 46-llG確認面。末野産

3 須恵高台椀 2.5 9.4 BC片 C 灰黒色 80% 46-llG。末野産

4 須恵高台椀 (17.0) 5.5 D片 D 黄灰褐色 10% 46-llG。末野産。 体部外面二重円状のスタンプ文

5 須恵杯 1.8 9.5 B片 A 灰色 50% 46-13G。末野産

6 須恵坪 (12.0) 3. 7 (7.0) 片 B 黄灰色 30% 47-lOG。末野産。底部回転糸切り

7 須恵蓋 2.4 片 A 淡灰色 75% 46-llG。末野産。つまみは中心からはずれている

8 須恵蓋 (10. 7) 1. 3 D片 9 B 黄灰色 20% 42-lZG。末野産か， 須恵蓋 (17. 0) 2.8 片 C 灰色 25% 46-13G。末野産
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番号 器種 口径 器高 底径 胎上 焼成 色調 残存 備 考

10 須恵蓋 (18. 8) 1. 2 B A 青灰色 15% 40-lOG。秋間産。素地士比較的緻密

11 須恵鉢 (26. 6) 8. 7 B片 A 青灰色 10% 47-lOG。末野産

12 須恵壷 8.1 (13. 0) B B 暗青灰色 20% 47-lOG。南比企産

13 瀬戸灰釉花瓶 8.3 4.0 E A 灰白色 100% 覆土。底部回転糸切り

14 青磁碗 A 44-9G。蓮弁文。 同安窯系

15 古銭 37-16G。寛永通宵

16 古銭 46-11 G。元豊通宵（北宋銭 1078年初鋳）

17 平瓦
I 

BD片 C 灰褐色 43-llG。凹面布比縦方向切込痕。凸面ナデ

18 ィ＜明鉄製品 44-13G。残長6.2cm。延板状、柄部か

19 須恵高台椀 4.6 7.3 c片 A 淡黄灰色 80% 表採。末野産

20 士師暗文坪 (16. 0) 4.5 ACD A 明褐色 25% 表採。内面放射暗文

21 土師坪 (14. 2) 3.9 BD B 橙褐色 35% 表採。全体に風化外面黒斑

22 鉄釘 表採。残長5.3cm。方頭
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v 熊野遺跡c区の調査
c区の概要

熊野遺跡c区は、当事業団調査区の中で最も北に

位置する。南側にはD区が道路部分を隔てて隣接す

る。ほぼ平坦な地形で、標高は約53.Smである。調

査区は東西に長い不整台形で、調査面積は約2800m'

である。

検出された遺構は、竪穴住居跡が45軒、掘立柱建

物跡が23棟、溝跡が10条、土壊が72基、特殊遺構が

2基、墓堀が 1基である。

竪穴住居跡は古代のものが43軒、中世のいわゆる

竪穴状遺構が 2軒である。古代の住居跡は調査区西

端に少ない傾向にあるが、中央から東側にかけては

積密に分布する。A区で検出された 1号道路跡はC

区の西側を北上する可能性がある。A区でも道路跡

の周囲には古代の住居跡の分布が極めて薄かったが、

c区西端に古代の住居跡が少ない背景には同様な事

情が存在したのかもしれない。その当否は周囲の調

査によって解決されるであろう 。住居跡の時期は 7

世紀後半ー 9世紀末葉乃至10世紀初頭段階まででA

区と変わりはない。全体的な傾向とすれば、 7世紀後

半～ 8世紀前半代の古い段階の住居跡がA区よりも

多い傾向にある。

掘立柱建物跡はほぼ住居跡の占地と重なるが、東

側と西側に比較的多くまとまり、中央部に少ない。

古代の建物跡が18棟、中世のそれが 5棟存在する。

主体は古代の建物で、最大規模は 5X2間の側柱建

物跡で 2棟検出された。最小は 1X 1間のものが確

認された。

溝跡は中世段階のものがほとんどである。第7号

溝跡は幅 5m、深さ1.7m、調査区内で直角に屈曲す

るもので、館跡を構成する堀跡と考えられる。北側

延長部分は町教育委員会によって調査されており、

方形館になるものと考えられる。調査区際の断面観

察からは土塁の痕跡は認められなかった。また、調

査区東端にある第5号溝跡からは角閃石安山岩の円

礫が多量に検出されている。

土壊は72基検出されたが、大半は中世以降の所産

と推定される。第 1号墓は掘り込みが不明瞭であっ

たが、人骨が遺存していた。

特殊遺構としたものは 2基検出された。性格は不

明瞭であるが、 A区で見られたものと同様、土取り

のための採掘壊の可能性が高い。

出土遺物は土師器・須恵器が主体で、中世の溝跡

などからは中世陶磁器が検出されている。特徴的な

遺物としては、第10号住居跡から硯面の一隅を窪ま

せた円面硯が検出されている。また、第18号住居跡

から「弓成」と刻まれた刻字紡錘車が出土した。その

ほか、第26号住居跡からは「神主内」と記された墨書

土器が検出されている。意味に関しては不明である

が、古代の宗教関係遺物としても注目される。

(1)竪穴住居跡（古代）
c区第 1号住居跡（第335図）

c区第 1号住居跡は28-15グリッドに位置する。

北部は調査区外に延びている。重複する第 2号住居

跡に切られ、遺構の遺存状態は悪い。

平面形態は方形と推定され、規模は一辺2.70m、

深さ0.24mである。主軸方位はN-30° - Wを指す。

床面は中央に向かってやや傾斜しており、全体に

軟質である。埋土はローム粒子とロームブロックが

多量に含まれ、人為的に埋め戻された可能性が高い。

カマドは検出されなかった。第 2号住居跡に破壊

されたものであろう 。

ピットは 2基検出されたが、いずれも浅く主柱穴

第331図 c区第 1号住居跡出土遺物
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11 第334図 11:~野遺跡C区全｀月l図（2)
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第335図 c区第 1• 2号住居跡
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5 暗褐色土

6 褐色土

7 黒褐色土

8 褐色土

9 褐色土

10 黒色土

11 暗褐色土

12 褐色土

13 黒褐色土

14 褐色土

カマド

1 暗褐色土

2 茶褐色土

3 黒褐色土

4 赤褐色土

5 黒褐色土

ローム粒子 ・焼土粒子混入

ローム粒子 ・焼土粒子混入

ローム粒子・焼土粒子多量

焼土粒子・プロック多盈

ロームプロ ック ・焼土粒子少量

第129表 C区第 1号住居跡出土遺物観察表（第331図）

竺
1

2

器種

須恵器杯

土錘

り，：I器9|底径1:e: 1 :: I :;「l]:I覆土。末野産か。黒色粒：肯き；しあり

覆土。長さ5.5cm。最大径1.2cm。孔径0.25~0. 35cm。重さ5.0g。胎土A。焼成B。淡褐色

とはなり得ない。

出土遺物は非常に少なく須恵器坪と土錘が検出さ

れたのみである（第331図）。 1は須恵器坪。小振りの

杯Gと考えられる。末野産か。2は土錘である。時

期は不明確であるが、出土須恵器及び第 2号住居跡

との関係から熊野I期と考えられる。

c区第 2号住居跡（第335図）

c区第 2号住居跡は28-15グリッドに位置し、北

端部は調査区外に延びている。第 1号住居跡が重複

し、本住居跡の方が新しい。
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第336図 c区第2号住居跡出土遺物
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平面形態は方形と推定され、規模は長軸長4.44m、

短軸長3.90m、深さ0.26mである。主軸方位はN-

29° -wを指す。

床面は概ね平坦で全体に堅く踏み固められていた。

埋土にはロームの混入が目立ち、特に第 3・ 4層に多

量に含まれていた。第9~11層は掘り方埋土である。

カマドは北西壁に設けられているが、燃焼部先端

は調査区外にあり全容は不明である。燃焼部は壁を

切り込み、底面は浅く皿状に掘り込まれていた。左

側壁から袖部には白色粘土が貼られていた。右袖も

白色粘土を積み上げて構築されてはいるが、かなり

削平されており遺存状態は悪い。

埋土は第 3・4層が天井部崩落土、第 5層は掘り方

埋土と考えられる。火床面は第4層下面であろう。

ピットは住居内から 9本検出されている。Pit1~ 

4は住居に伴う主柱穴と考えられる。他のピットの

帰属は不明であるが、 Pit5 • 8は床面を完全に切っ

ており、住居よりも新しい可能性が高い。また、住
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第130表 c区第 2号住居跡出土遺物観察表（第336図）

戸 器種 口径 器局 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 土師杯 (11. 2) 2.7 B B 褐色 20% 覆土

2 土師杯 (12. 4) 3.9 AB B 褐色 45% 覆十ム

3 土師皿 (15. 2) 2. 4 AB B 橙褐色 20% 覆土。底部黒斑あり

4 土師皿 (18. 2) 2.9 B B 橙褐色 15% 覆土

5 土師皿 (20.0) 2. 5 AB B 明褐色 5% 覆上

6 土師暗文lIIl (18. 0) 2. 6 AB A 明祖色 30% カマド内NCl4。内面放射暗文

7 土師[ffi (21. 0) 3. 5 AB A 橙褐色 20% N心。覆土下層

8 須恵蓋 (19. 2) 3. 7 B片 C 灰色 25% カマド内NCl3。末野産， 須恵坪 (11. 2) 3. 9 (7.4) B片 B 累灰色 25% 覆土。末野産C，底部 3a手法

10 須恵杯 (16. 3) 4. 3 02. O) BCF A 灰色 20% カマド。末野または群馬産。底部3a手法

11 須恵瓶 ~. l 12.0 BC片 A 青灰色 100% No.L床面。末野産。脚部外面窯壁付着

12 須恵瓶 z. 2 (7. 6) BC片 A 青灰色 50% No.8。覆土中層。末野産

13 須恵盤 (26. 0) 3. 0 (21. 8) BC片 B 青灰色 20% 覆土。末野産。底部手持ちヘラケズリ

土師甑？ (25.3) 6. l AB B 褐色 30% No.6・7、Pit2。床面＋Pit埋士

土師甑 5.4 (8. 6) AB B 褐色 10% 覆土

土師壷 (23. 4) 11. 2 

(:. ]) |] •[ 

B 褐色 15% I 覆上

土師甕 1. 2 B 黒褐色 75% SKI 

土師壷 3. 0 B 褐色 25% 覆土

釘 長さ1.Ocmrまどの小さな釘がおよそ50本固まって錆ついている。混入であろう

居内から土壊が 2基検出された (SKOl・02)。いずれも

貼床が上面を覆っており、床下土墟と考えられる。

壁溝は全周する。深さ 5~10cm程度である。

出土遺物は土師器坪llll暗文皿壺甑甕、須恵器

床盤蓋壺がある（第336図）。土師器坪は口縁部が

短く内彎している(1・2)ofillは 3タイプある。 6の

内面には放射暗文が施文されている。須恵器薔は小

さい擬宝珠つまみをもち、内面のかえりはやや貧弱

である。薄手であるが均整のとれたつくりである

(8)。末野産。須恵器坪は大小 2種ある (9• 10) C い

ずれも底部は回転ヘラケズリ調整。 9は小型品で、

末野産。 10は大型で、末野または群馬産か。 11・12

は須恵器台付瓶の脚部である。いずれも踵立ち状の

脚部である。 11は脚部外面に窯壁が付着し、横向き

で焼成されたことをホしている。 13は無台盤。口唇

部は面をもっている。底部は手持ちヘラケズリ。末

野産と思われる。須恵器は21点出土し、内訳は杯が

11点、甕が4点、壺が2点、蓋が3点、盤が1点である。

住居の時期は出土遺物から熊野lI期古段階と考え

られる。

c区第 1 • 2号住居跡出土遺物（第337図）

第337図には第 1号住居跡か第2号住居跡、いずれ

に帰属するか不明な遺物を掲載した。 1は末野産の

かえり蓋。 2は末野産の杯で、体部下端を同転ヘラ

ケズリ調整している。 3は壺で、やはり末野産。 4

は土師器壺である。 1• 2については第 2号住居跡

に帰属する1:iJ能性が高いであろう。

c区第 3号住居跡（第338図）

c区第 3号住居跡は29-15グリッドに位置する。

第 1• 5号掘立柱建物跡が重複し、断面観察により

本住居跡の方が新しいことが判明した。

平面形態は方形で、規模は一辺3.78m、深さ0.60

mである c 主軸方位はN-33° -Wを指す。

床面は平坦であるが、特に硬化した部分は見られ

なかった。壁は立ち上がり角度が緩やかで、特に上

部は外側に大きく開いていた。崩落したものか。埋

上は 3層に分かれ、ローム粒子の混入が目立つ。

カマドは北西壁に設けられていた。燃焼部は壁を

切り込み、底面は僅かに掘り込まれていた。埋土は

2~6層が天井部崩落土、 5層は天井部崩落土と灰

層が混じっているものであろう。 7層は側壁の被熱

焼土である。袖は灰色から灰白色の粘土を積み上げ

て構築されていた。また、カマド右脇の壁外には浅

いテラスが設けられていた。棚状施設であろうか。
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第131表 C区第1• 2号住居跡出土遺物観察表（第337図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎上 焼成 色調

1 須恵蓋 (16.6) 2.0 BD片 B 灰褐色

2 須恵杯 (17.0) 3.2 B片 B 黒灰色

3 須恵壷 (23.8) 4.9 BC片 B 灰色

4 土師壷 (23.0) 5. 5 AB B 褐色

ピット・壁溝は検出されなかった。

出土遺物は上師器杯•暗文杯・甕•小型甕•壺、須恵

器杯•椀•蓋•高盤•甕、土錘、鉄製品がある（第339 • 

340図）。 1~11は土師器杯。口縁部を内彎気味に納

め、扁平な丸底器形である。 12~18は平底暗文杯で

ある。内面は放射暗文と螺旋暗文が施文される。 19

は斜格子暗文を施す大型暗文杯。混入の疑いがある。

20・21は須恵器蓋。いずれも無かえり蓋である。 20

は末野産の可能性もあるが、索地上が細かく産地は

不明確である。杯蓋にしては大きく椀蓋か。 22は盤

の可能性もあるが、やや小さく、蓋としておきたい。

24・25は杯。口径は14.3~14.4cm。24は内底面の周縁

は沈線状に区画され立ち上がりは鋭い。底部周辺か

ら体部下端は回転ヘラケズリ調整。中心部は撫でら

れており、不明確であるが糸切り痕の可能性がある。

内外面火欅と重ね焼き痕がみられる。 25はやや深身

で、底部は回転糸切り後、周辺部と体部下端が回転

ヘラケズリ調整されている。いずれも末野産。 26は

無台椀。底部から体部下端は回転ヘラケズリ調整。

28は高盤と思われる。脚部を接合するための円形の

切り込みがある。 33・34の土師器甕は長胴気味である。

37・38は鉄製刀子。同一個体の可能性がある。

須恵器は30片出土し、内訳は杯が13点（末野産11・

南比企産2)、椀3点（末野）、甕6点（末野）、蓋7点

□ -/ 
←-、一―--← □□

残存 備 考

5% 覆上。末野産

l(Jん 覆土。末野産

20% 覆土。末野産

15% 覆土

（末野6•不明 l) 、高盤 l （末野）である。

住居の時期は、出土遺物から熊野m期に位置付け

られる。

c区第4号住居跡（第341図）

c区第 4号住居跡は30・31-20グリッドに位置し、

北半と南壁上面を撹乱されているため全容は不明で

ある。第 7号掘立柱建物跡が重複し、南妻側の柱穴

が検出されないことから本住居跡の方が新しいもの

と判断した。

平面形態は方形または長方形で、残存規模は長軸

長3.16m、短軸長2.52m、深さ0.24mである。主軸

方位はN-132° -Eを指す。

床面は平坦で非常に堅く踏み固められていた。埋

土はローム粒子を少量含む暗褐色土を基調としてお

り、概ね自然堆積と見ても良いであろう。

カマドは南東壁に 2基設けられていた。いずれも

燃焼部は壁外に突出している。埋土断面観察及び遺

物の遺存状態から、第2号カマドから第 1号カマド

に付け替えられたものと考えられる。第 1号カマド

は燃焼部側壁の両側に小ピットが穿たれており、袖

石を埋め込んだ穴と推定される。埋土は6層に分か

れ、底面は被熱していた。第 2・4・5層が天井部崩

落土、第 6層が灰層である。第 2号カマドも第 1号

カマドと同一構造である。粘土を使用した袖は検出
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